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本作品の全部または一部を無断で複製、転載、配信、送信したり、ホームページ上に転載したりすることを禁止します。また、本作品の内容を無断で改変、改ざん等を行うことも禁止します。

本作品購入時にご承諾いただいた規約により、有償・無償にかかわらず本作品を第三者に譲渡することはできません。

本作品を示すサムネイルなどのイメージ画像は、再ダウンロード時に予告なく変更される場合があります。

本作品の内容は、底本発行時の取材・執筆内容に基づきます。





本作品は縦書きでレイアウトされています。

また、ご覧になるリーディングシステムにより、表示の差が認められることがあります。
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　ここ、マリンフォレストは人間の王と、三人の妖よう精せいの王がいる国だ。

　森の妖精王により、大地の恵めぐみは豊かで、豊ほう穣じようが約束されている。

　空の妖精王により、空気が澄すみ渡わたり、恵みの雨に困ることはない。

　海の妖精王により、珊さん瑚ごや真しん珠じゆ、魚が豊富で国に繁はん栄えいをもたらす。




　そんなマリンフォレストへ嫁とつごうとしている姫ひめは、隣りん国ごくラピスラズリのティアラローズ。

　現在、王城への道を馬車で進んでいる最中だ。まさか本人は、森と空の妖精王が遙はるか上空から自分を見ているということも知らずに。

「ああ、王太子が帰って来たな」

「どんな子を連れてきたのかしらね」

　あまり人間に興味のない森の妖精王は、こともなげに言う。だが、隣となりにいる空の妖精王は多少興味を持っているようだった。

「なんだ、行くのか？」

　挨あい拶さつに行き、祝福をしたいのであれば勝手にすればいい。森の妖精王は空の妖精王に言うが、「行かないわ」と、空の妖精王が首を振ふる。

「だって私は忙いそがしいもの。そんなことを言って、実はキースの方が夢中になりそうじゃない？　ほら、可か愛わいらしいじゃない」

「ん？」

　空の妖精王が馬車を指さすと、中から出てきたのはティアラローズとアクアスティードだ。仲なか睦むつまじい様子の二人に、空の妖精王は「いいわねぇ」と顔をほころばせる。

　どうやら海で休きゆう憩けいをするらしい。

「まぁ、海の妖精たちが祝福なりなんなりして迎むかえ入いれるだろう──ん？」

「あら」

　妖精たちがティアラローズに取った行動を見て、二人の妖精王は目を瞬しばたたかせる。いったいどうしてああなったのだろうと、二人で顔を見合わせる。

　いつもと対応が違う海の妖精に、何があるのだろうかと考えるが──別段、思い浮かぶ理由もない。

　乙女おとめゲームが関係しているからなのだが、それを知る者はティアラローズとアカリのみ。

「妖精があんな対応をすることも、稀まれだな」

　森の妖精王はくつくつ笑い、物もの珍めずらしそうにティアラローズを見直した。

「ほら、キースの方が夢中じゃない」

「……別に、多少だ」

「多少、ねぇ」

　普ふ段だんあまり物事に関心がないのだから、多少であればそれはかなりと表現しても問題はなさそうだと……空の妖精王は笑った。
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　爽さわやかな風の吹ふく草原に面した道を、三台の馬車が連なりゆっくりと進む。中に乗っている主あるじに外の景色を楽しませるため、御ぎよ者しやは慎しん重ちように馬を操あやつる。

　ひょこりと馬車の窓から顔を覗のぞかせたのは、ハニーピンクの髪かみを靡なびかせるティアラローズ。綺き麗れいな水色の瞳ひとみが、少しだけ寂さびしげに揺ゆれる。

　結けつ婚こんという幸せのため隣りん国ごくへ行くのだけれど、やはり暮らしてきた故郷を離はなれるとなると、もっとこの景色を見ていたいと思うもの……。




　ティアラローズとアクアスティードは、無事に婚こん約やくを行った。

　この世界では、婚約を行うと花はな嫁よめ修しゆ業ぎようを相手先で一年間行うという決まりがある。その後、一度帰国をして花嫁であるティアラローズの自国でお披ひ露ろ目め式しきを行う。

　それが終われば、次は花はな婿むこであるアクアスティードの国で盛せい大だいな結けつ婚こん式しきを挙げ、正式な夫ふう婦ふとなるのだ。

　そんな希望に満ちた今……ティアラローズ一行は、やわらかい日差しを受けながら、馬車でマリンフォレストを目指していた。

　二十日間の旅路を予定しており、今日は六日目。ラピスラズリ王国とマリンフォレスト王国の国境に着く少し手前という所だ。

　けれど、それ以上に楽しみで仕方がなかった。珊さん瑚ご色の綺麗な瞳で外を見つめ、自分の故郷へとそっと別れを告げる。




　──わたくし、幸せになれるかしら。

　自分の前に座すわるアクアスティードに、少しだけ視線を送る。

　窓から外を眺ながめているその横顔はとても整っており、令れい嬢じようたちを一いつ瞬しゆんで虜とりこにしてしまえるのではないかとティアラローズはいつも思う。

　かくいうティアラローズも、虜にさせられてしまったうちの一人だ。




　……しかも、前世から。




　彼かの女じよの前世は、乙女おとめゲーム『ラピスラズリの指輪』が大好きな日本人。

　そしてこの世界は、どうやらそのゲームの世界なのだ。好きなゲーム世界ならば──と、思うかもしれない。しかし彼女が転生した人物に、問題があった。

　ティアラローズ・ラピス・クラメンティール。

　このキャラクターは、ゲームのヒロインではない。つまり、プレイヤーではなく──ヒロインの邪じや魔まをする、悪役令嬢だった。

　ゲームのシナリオにのっとり、ティアラローズは卒業パーティーで断罪された。婚約者であった自国の王太子に婚約破は棄きを突つきつけられ、そのまま国外へ追放される。

　そんなエピソードであったはずなのに──奇き跡せきが、起きた。

　留学生として来ていた隣国の王太子が、ティアラローズへ愛を囁ささやき求きゆう婚こんしたのだ。




　それが今、自分の前にいる男性。

　アクアスティード・マリンフォレスト。

　ゲームのキャラクターではあるのだが──彼かれは、『ラピスラズリの指輪』続編のメイン攻こう略りやく対象者である。

　前世のティアラローズは、続編をプレイする前にその生しよう涯がいを終えたが……事前発表されていたアクアスティードの立ち絵を見ただけで大好きになっていた。

　つまり、続編キャラクターである彼を狙ねらうヒロインが隣国にいるかもしれない。いや、いると断言した方がいいだろう。

　ティアラローズは、続編ヒロインが〝アイシラ〟という名の公こう爵しやく家けの令嬢だという情報を得ている。もちろん、もしかしたらその令嬢はこの世界に存在しないという可能性はあるかもしれないが。

　けれど可能性として、その存在について考えておく必要はある。

　──怖こわい。

　続編のヒロインに、アクアスティードを奪うばわれてしまうのではという恐きよう怖ふに襲おそわれるのだ。

　ティアラローズという存在は続編ゲームの中では、所しよ詮せんイレギュラー。シナリオに排はい除じよされてしまう……なんて、恐おそろしい結末があるかもしれない。

　そう考えると、次し第だいに表情が硬くなっていくが──。




「どうしたの、ティアラ。何か考えごと？」

「……アクア様」

　優やさしい声が、ティアラローズにかけられる。やっぱり故郷を離れるのは嫌いやになった？　と、金色の瞳が問いかける。

　ゆっくりと首を振ふり、すぐに「いいえ」と返す。

「マリンフォレストに行くのは、とても楽しみです。故郷が懐なつかしくなることはあるかもしれませんが、アクア様がご一いつ緒しよですから……幸せです」

　ティアラローズは照れたように微笑ほほえみながら、アクアスティードの手をそっと取る。

「まったく、すぐにそんな可か愛わいいことを言うんだから」

　ぎゅっと握にぎり返かえされて、アクアスティードの温ぬくもりが伝わってくる。自分よりも少し高めの体温が、心地ここちよい。

　二人で微笑んでいると、ふいに窓の外から鳥の鳴き声が聞こえ意識がそちらに向く。穏おだやかな気候のラピスラズリは、動物が暮らしやすく様々な種類がいるのだ。

　じっと窓の外を見つめるティアラローズに、アクアスティードは手を伸のばして優しく撫なでる。ふわりとした髪が、指先に触ふれる。

「これで、しばらくはラピスラズリとお別れだ」

　少し先の景色に、国境が見える。そこを通とおり抜ぬければ、隣国マリンフォレスト。

　ティアラローズは見納めるように、馬車の後方へ視線を向ける。今まで走って来た道が見える。数日前に発たった実家まではさすがに見えないけれど、自国のことは大好きだ。

　ゆっくりと瞳を閉じ、甘あまえるようにアクアスティードの手へとすり寄ってみせて、返事をする。

「……はい」

「まぁ、帰りたいと言われても帰せる自信はこれっぽっちもないけどね」

「アクア様……」

　その言葉に、思わず笑ってしまう。

　同時に、こんなにも自分を愛してくれていることを嬉うれしく感じる。




　そういえば──と、ティアラローズは口を開く。

「マリンフォレストには、妖精がいるんですよね？」

「そうだよ。ティアラは初めてだね？」

「はい。なので、とても楽しみです」

　美しい魚や珊瑚のいる海。空気の澄すんだ綺麗な空。自然の恵めぐみが絶えない森。そして、そこに生きる妖精たち。

　そんな幻げん想そう的てきとも言える国が、隣国マリンフォレストなのだ。

　妖精たちに祝福されると、その力のひと欠けを使うことを許される。アクアスティードは空の妖精たちに愛されているため、風系統の魔ま法ほうが得意だ。

　どれをとっても、自分には初めての経験になる。

　わくわくする気持ちを前面に押おし出だすティアラローズを見て、アクアスティードはほっとする。

「あ！　あれが国境ですか？」

　空に向かってうっすらと伸びる、ほのかに光をおびた壁かべが見えた。

　各おの々おのの国を守るそれは、その国ごとに違ちがいがある。

「うん。見るのは初めてだったね。ラピスラズリからは薔ば薇らの花が見えるけれど、マリンフォレストから見た国境はまた違う装そう飾しよくになっているんだ」

「すごい。こちらも綺麗ですけど、通った後も楽しみです」

　嬉しそうに笑うティアラローズに、アクアスティードは早く見せたいと思う。




　この世界の国境とは──魔ま力りよくを用もちいて作られ、一いつ般ぱんに国境壁と呼ばれる。

　それは空に伸びる薄うすい透とう明めいな壁とし、自国の象徴となる。淡あわく光るそれは、代々の国王が就任時に魔力を注ぎ、新しく国境を塗ぬり替かえて行く。

　今代のラピスラズリ王国の王であるアレクサンダーが作った国境は、薔薇の花をモチーフにしたそれは美しい国境壁だ。




　特に問題もなく、ティアラローズたちを乗せた馬車は国境門へとたどり着く。これで、一年の間ラピスラズリとはお別れだ。

　隣国へ続く国境の門を見ながら、頑がん張ばらなければとティアラローズは思う。

　隣となりにアクアスティードがいてくれるので、きっとどんな困難でも乗のり越こえることが出来るだろう。




「国境の壁も素す敵てきですけど、門も薔薇が施ほどこされていてとても綺麗」

　窓から外を見て、ティアラローズは感かん嘆たんの息をもらす。

　ほかにも国境を越こえようとしている馬車や人の姿があり、どうやら列になって並び荷物などの検査をしているようだった。

　それを見ながら、通り抜けるのにかなりの時間が必要かもしれないなと思う。そんなティアラローズの心を覗いたかのように、アクアスティードが笑いながら告げる。

「通達してあるから、私たちは馬車に乗ったまま通過するだけだよ」

「持ち物検査とかは、必要ないんですか？」

　門をくぐり抜ぬければ、マリンフォレスト。そう言うアクアスティードに、ティアラローズは疑問に思う。

　検査がなければ、怪あやしい人やスパイのような人間も気軽に出入り出来てしまう。若じやつ干かん国境について不安に思い、ティアラローズは顔をしかめる。

「もちろん、通常はあるよ。けれど、私はマリンフォレストの王族だからね。事前に処理をしておけば、免めん除じよされる。通る際も、別のルートが用意されているから列に並ぶ必要はないよ」

「そうだったんですね。わたくしったら、無知で……」

　──王族って、便利なんだなぁ。

　アクアスティードが言った通りに、馬車はその歩みを止めることなく国境門を越える。




　そこはもうアクアスティードの祖国であるマリンフォレスト王国──……。




「わぁ、すごい……っ！」

　マリンフォレスト側の国境壁を見て、ティアラローズは感嘆の声を上げた。

　国境壁はゆらりとゆれ、まるで水に囲まれているような幻想的な雰ふん囲い気きを作っている。妖精が祝福をしている国だからこそ出来る、奇跡の魔法で作られているのだ。

　きらきら目を輝かがやかせながら見ているティアラローズに、アクアスティードは思わず笑ってしまう。

　ここまで喜んでもらえるとは、思っていなかったのだ。

「気に入ってもらえたなら嬉しいな」

「はい、とっても。今日は驚おどろいてばかりですね」

　しかも、ここから先は初めて見るマリンフォレストだ。もしかしたら、さらに驚くようなことがたくさんあるかもしれない。

「ふふ。なら、もっと驚かせてあげる──」

「え？」

「見てごらん」

　可愛くはしゃぐティアラローズの様子を見て、もっと驚いて欲ほしくなり、アクアスティードは、窓の外、少し遠くを指差した。

　それに反応したティアラローズは、さらに「わぁっ！」と声をあげる。

　そこに見えたのは、綺麗に澄んだ海だった。太陽の光にきらきらと反射していて、まるでたくさんの宝石が詰つまった宝石箱のよう。

　──海！　この世界では初めて見た!!
















　故郷であるラピスラズリは、海に面していない。あってせいぜい湖くらいだろうか。

「休きゆう憩けいを兼かねて、少し寄ろうか」

「いいんですか？　嬉しいです」

　ティアラローズは胸の前で手を叩たたいて、「海に少し足をつけたいです」と笑った。
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　マリンフォレストの海は、この世界で一番美しい海といわれている。

　海の中には、海の妖精が住む。ただ、誰だれでも会えるのかと言われれば、そうではない。妖精は、気に入った者の前にしか姿を見せないのだ。

　──わたくしに、姿を見せてくれるかしら？

　アクアスティードにエスコートされ、馬車を降りる。

　その間に考えるのは、自分は妖精たちに好かれるだろうかということ。マリンフォレストの王族は、誰もが妖精に愛されている。




　妖精の力は、国を支えていくうえでとても重要だ。加えて、この国に住む妖精たちとうまく調和していくことも、豊かな自然のためには大切な要素のひとつ。

　王おう妃ひとなる自分も、妖精に気に入られるようにならなければと……。ティアラローズは緊きん張ちようしているのだ。

　アクアスティードを支える妃きさきになるために、少しずつこの国を知りたいと……海を見つめながら思う。

「大だい丈じよう夫ぶですか、フィリーネ」

「はい。お気き遣づかいありがとうございます」

　妖精に思いを馳はせてどきどきしていると、ティアラローズの侍じ女じよであるフィリーネと、アクアスティードの従者であるエリオットが姿を見せた。

　馬車の旅に慣れないフィリーネを気遣うエリオットだが、しかしすぐに海へと視線を向ける。

　いったいどうしたのだろうと首を傾かしげると、隣に立っているアクアスティードが見てごらんと海を指さす。

「？」

「エリオットは海の妖精に気に入られているんだ。──ほら」

　ぱしゃぱしゃと、しぶきの音が耳に入る。四人で海のすぐ近くまで歩いて行けば、ぴょこぴょこと海の妖精が海面にその姿を見せた。

　思わず「可愛い」と声を上げるティアラローズとフィリーネ。

　海の妖精は、人魚の姿をしているのだ。それでいて、体のサイズは手のひらよりも少し大きいくらい。

　まるで人形のようだと、ほっこりとした気持ちにさせられる。

「妖精って、あんなに小さいのですね……」

「フィリーネも初めて見たのね。あまりにも可愛くて、驚いてしまったわ」

　こくりと頷うなずくフィリーネと一緒に、妖精に目をやる。何か話すことが出来るのだろうかと観察していると、妖精たちはあっさりとその口を開いた。

『アクアスティードに、エリオットだ～』

『お帰り、お帰り～！』

　きゃっきゃっとはしゃぎながら、海の妖精がアクアスティードとエリオットの帰りを喜んでいる。それに「ただいま」と返す二人は、妖精と仲がいいという証あかしだ。

　そんなやり取りをうずうずしながら見ているのは、ティアラローズ。妖精と仲良くしたいという思いが、体中から溢あふれ出でている。

　そんな主人を微笑ましく思いながら、フィリーネが「行ってみましょう」とティアラローズに声をかけた。

「そ、そうね。仲良くしてもらえるかしら……」

「ティアラローズ様なら、大丈夫ですよ」

　嫌きらわれてしまったらどうしよう。

　そんな考えが頭をよぎるが──やってみなければわからない。様子を見ていたアクアスティードもこくりと頷き、ティアラローズを海の妖精の前へと促うながした。

　優ゆう雅がに淑しゆく女じよの礼をしたティアラローズは、挨あい拶さつをするために口を開きかけ──しかし、海の妖精の言葉に遮さえぎられた。

『やだ！　嫌い!!』

『触さわるなー！』

「……っ!!」

　言葉を発することもなく、妖精から『嫌い』だという言葉が飛ぶ。

　ショックのあまりティアラローズは固まってしまい、アクアスティードも予想していなかった展開に焦あせる。

　すぐにティアラローズの横に行き、「妖精は気まぐれだから」とフォローを入れるが……ショックなことに変わりはない。

「わたくし、仲良くしたいという下心が漏もれ出ていたのでしょうか……」

　しかし実際のところは、海の妖精が続編ゲームのヒロインを大好きだから──その対極にいるティアラローズが嫌われているという事実がある。

　海の妖精は、ヒロイン以外のキャラクターにはあまり好意的ではない。

　前作ゲームでの悪役令嬢であるティアラローズは、ヒロインの味方という認識をされることはないのだ。

「ティアラはずっと海のない国にいたから、海の妖精と少し相あい性しようが悪いのかもしれないね。ほかにも妖精はいるから、またゆっくり挨拶しよう？」

「アクア様……。ありがとうございます」

　確かに妖精だって、自分と馴な染じみのない人と一緒にいたいとは思わないだろう。今度は海水浴をしてから話しかければ、もしかしたら少しは仲良くしてくれるかもしれない。と、ティアラローズは考えた。

　アクアスティードと同様にフィリーネもティアラローズの横に行き、励はげましの言葉を投げかける。──予定、だったのだが。それはまたも妖精の言葉に遮られる。

『だれー？』

『知ってる、フィリーネって呼ばれてた！』

『フィリーネ？　ボク、フィリーネすき～！』

　その言葉にフィリーネがぎょっとして大きく目を見開く。

　主人が妖精に〝嫌い〟とまで言われたのに、侍女の自分が好きと言われてしまったのだから。

　これでは、ティアラローズをフォローするどころではない。どうか静かにしてくださいと祈いのるような思いのフィリーネだが、妖精はフィリーネのことを気に入ったようだ。

「ティアラローズ様の方が、わたくしよりずっと相応ふさわしいのに……」

　ぶんぶんと首を振って否定するフィリーネは、主人を差し置いて好かれてしまったため若干涙なみだ目めになっている。

　その様子にティアラローズは苦く笑しようし、気にしなくていいと告げる。

　──でも、嫌われてしまったのはやっぱり寂しい。

　フィリーネのことは嬉しい。しかし、ショックなことは事実だ。しょぼんと肩かたを落とせば、アクアスティードがそっとティアラローズの肩を抱だいた。

　ふわりと揺れる髪に指を絡からめて、優しく耳元でアクアスティードが囁く。

「ティアラは、ゆっくりでいい。というより、私は妖精にティアラを取られなくてほっとしているくらいだ」

「アクア様……」

　そっとアクアスティードがティアラローズの額に口づける。それだけで、ほわほわと幸せな気持ちになる。

　妖精の祝福はないけれど、その分アクアスティードの甘く優しい祝福があると思えばそれだけで満足してしまう。

「ティアラローズ様……」

「まったく、二人だけのときにしてほしいですね」

　フィリーネとエリオットがその様子を微笑ましく見ていると、ふいに、ざぱんと海がしぶきを上げた。

「え……？」

　突とつ然ぜんの出来事だったため、何が何だかわからず辺りを見渡す。

　海の中から現れたのは、とても可愛く、愛らしい少女だった。

　まるで、海の妖精の姫ひめではないかと、ティアラローズとフィリーネは思う。淡い水色のさらりとした髪は肩下まで伸び、ぱっちりとしたオレンジの瞳が人を惹ひきつける。

「アイシラ嬢……」

　──え？

　さすがゲームの世界。妖精のお姫様！　そんな風に、ティアラローズがのんきに考えられたのはほんの一瞬のことだった。

　アクアスティードの口から、その名前が告げられた。




　アイシラ。

　それは、この乙女ゲーム『ラピスラズリの指輪』続編の……ヒロインの名前だった。

　続編のヒロインである彼女との出会いイベントは海。前作ヒロインのポジションであるアカリに、そう教えられていた。

　そして唯ゆい一いつ、ティアラローズが恐怖を抱く女性。

　まるでゲーム通りの展開に、ティアラローズの体は震ふるえる。どうしようどうしようと、頭の中を不安な気持ちがぐるぐると止まらずに回っていく。

　アクアスティードが誰か別の人を好きになるとしたら、それはアイシラだから。




　名前を呼ばれたヒロイン──アイシラは、こちらに気付いたようで可愛く瞳を瞬まばたかせる。そしてすぐに誰であるのかを認にん識しきし、とびきりの笑え顔がおで微笑んだ。

「アクアスティード殿でん下か！　お久しぶりでございますわ」

「あぁ。久しいな。こんなところまで、泳いできたのか……？」

「はい。海の妖精たちと一緒に泳いでいたら、つい……」

　アイシラがどこから泳いできたかは不明だが、アクアスティードの驚きからみると決して短い距きよ離りではないのだろう。

　ティアラローズはどきどきと嫌な音を立てる心臓に、鎮しずまれと念じる。嫌な汗あせがさきほどから、背中を伝っているのだ。




　ゆっくりと海からあがり、アイシラは四人の前へ来て水着のまま優雅に一礼した。

　ティアラローズよりも年下だが、その所作はとても洗練されており、身分の高さを伺うかがわせる。

「お帰りなさいませ、アクアスティード殿下。それから……初めましての方ですわね。わたくしは、アイシラ・パールラントと申します。」

　アクアスティードが頷きティアラローズの腰こしに手を添そえる。

「ああ、ただいま。彼女は、私の婚約者だ」

「……ティアラローズ・ラピス・クラメンティールと申します。お目にかかれて、とても嬉しく思います」

　ティアラローズはにこやかに挨拶をしながら、どうすればいいかということを必死で考えた。



















　アイシラ・パールラント。

　彼女のことは知らなかったけれど、パールラントという名はもちろんティアラローズも知っていた。

　マリンフォレストで海を管理する、公爵家だ。

　海の妖精がアイシラと一緒にいたことを見て、海に愛されている令嬢だということは一目でわかる。




　──間ま違ちがいなく、わたくしがいなければ彼女がアクア様の妃よね。

　身分も、妖精からの祝福も、おそらく性格も……なんら、問題はないのだろう。

　どうしようと考えている間に、アクアスティードとアイシラが会話をしていることに気づく。

　ハッとしてそちらに目を向ければ、にこやかに談だん笑しようする二人がいた。

「また、遊びにいらしてくださいね。アクアスティード殿下がいらっしゃるのを、いつも楽しみにしていましたの」

「ああ。近いうちに、必ず」

「……」

　聞こえるのは、アクアスティードに会えて嬉しそうなアイシラの声。

　アクアスティードもそれに笑顔で応じ、ティアラローズを置き去りにしているようにゲームのシナリオが進んで行く。

　──もしかして、わたくしは続編の悪役令嬢ポジション？

　メイン攻略対象者の婚約者。

　これがその役割でないというならばなんだというのか。

　ハルトナイツの次は、アイシラを選んだアクアスティードに婚約破棄を突きつけられてしまうのではないだろうか。

　自分の考えにぞっとして、思わず眩暈めまいがした。ここから立ち去ってしまいたいと、ティアラローズは逃にげ道みちを探す。

　楽しそうに笑いあっている二人を、見ていたくない。

「す、すみません……。わたくし、少し馬車で休んでいます……」

「ティアラ？」

「アイシラ様、せっかくお会いできたのにあまりお話が出来ずに申し訳ございません」

「いいえ、大丈夫ですか？　ティアラローズ様……」

　小さくそれだけ告げて、ティアラローズは馬車へと向かう。心配するアクアスティードの声を聞こえないかのように振ふる舞まい、振り返らずに歩く。







　──逃にげてしまった。




　けれど、楽しそうに会話するあの二人を見ていたくなくて。どこか、目に入らないところに行きたい。

　砂すな浜はまから離れたティアラローズの前に姿を現したのは、木々が集まって形作られたアーチ。ツリーゲートと呼ばれる自然のトンネルだった。

　色とりどりの花が咲さき、葉は鮮あざやかな緑色。自然に愛されたマリンフォレストならではのものだ。そこに逃げ込むように入り込んで行った。




「……心配、してるかしら」

　ツリーゲートの中ほどまで歩き、疲つかれたティアラローズはその場に腰を落ち着けた。

　ぽつりとこぼれる声には不安の色があるが、しかし無理にでもあの場にいればよかったとは思えない。

　きらきらと輝く木々の葉が、そんなティアラローズを慰なぐさめるように揺れる。

「まさかこんなに早くヒロインが出て来るなんて……。でも、ヒロインの名前を知っていてよかった」

　こればかりは、アカリに感謝しないといけない。

　彼女にその意思がなかったとしても、結果としてティアラローズにヒロインに関する情報を与あたえたのだから。

　アカリがゲーム続編に関して、プレイしていないティアラローズに自じ慢まんするように語った内容にヒロインの名前が含ふくまれていたのだ。

　そのことを思い出すと、少し笑ってしまう。

「……アクア様を、取られたくない」

　木々に背を預けて、深くため息をつく。

　さて、これからどうすればいいか。アイシラのヒロイン問題もあるけれど、どんな顔をして戻もどればいいのか。逃げてしまったことを、アクアスティードはどう思っただろうか。

　幸いなことに、泣いていないため目は赤くない。しかし、元気に振る舞える自信が、……あまりないのだ。

　侯こう爵しやく令嬢であるティアラローズは、自分を取とり繕つくろうことは得意としている。だが、エリオットはいいとしても、長年一緒のフィリーネや、ティアラローズを愛して止やまないアクアスティードには見破られてしまうだろう。

「困ったなぁ……」

『こまったのー？』

「え？」

　ティアラローズの独り言に、楽しそうな声が返事をする。

　誰もいないはずなのに、いったいどういうことだと周りを見み渡わたせば──妖精が姿を見せていた。

　海の妖精とは違い、緑の髪をした森の妖精が次々とティアラローズを取り囲む。そのまま光ひかり輝かがやき、きらきらと祝福を行った。

「うそ、もしかして……祝福？」

『名前は、なまえー！』

「あ……。ごめんなさい。わたくしは、ティアラローズ・ラピス・クラメンティールです」

『よろしく～』

『大好きー！』

　何人もの森の妖精がティアラローズに好意を示し、楽しそうにティアラの名前を反はん芻すうする。

　いったいどうしてこんな展開に？　と、頭に疑ぎ問もん符ふを載せたところで背後から驚きの声が響ひびく。

「森の妖精は人間を好まないのに、祝福をされるなんて──!!」

　思わずびくりとして、後ろを振り向き──それが見知った顔でほっとする。

「エリオット？　どうして、ここに……」

「あ、失礼いたしました。護衛として、少し後ろに控ひかえておりました」

　近くにいたというエリオットに驚くが、確かに異国にきたばかりの姫を一人きりにするはずがない。少し考えればわかるのにと、ティアラローズは自分を不ふ甲が斐いなく思う。

　そして、エリオットは気遣うように「どうかされたのですか？　何か、嫌なことがおありでしたか？」そう口にした。




　──ヒロインとはいえ、自分より年下の女の子に嫉しつ妬として逃げ出しました。……とは、言えない。




　それがたとえゲームのイベントだとしても、だ。

　海での、ヒロインとアクアスティードの出会いイベント。そこに自分がいるのであれば、間違いなく邪魔ものだ。

　婚約者はティアラローズなのだから堂々としていればいいのだが、ゲームのシナリオ通りハルトナイツとの婚約が解消されているので、これからのシナリオが怖い。

「大丈夫です。ずっと馬車に乗っていたから、少し足を動かしたかったの」

「そうでしたか……」

　当あたり障さわりのない返事をして、エリオットに微笑む。

　──アクア様は、アイシラ様と一緒にいる……のよね。

　エリオットがここに来たのだから、間違いなくそうなのだろう。少し胸がちくんと傷いたんだけれど、それに気付かないふりをする。

　ここで我わが儘ままな振る舞いをしているとすれば、それはティアラローズだ。公爵家の令嬢であるアイシラをないがしろにすることは、さすがに出来ないだろう。

『ティアラ、元気ないのー？』

『このお花が美お味いしいよ！』

「え、あっ！　ありがとう、妖精さん」

　ツリーゲートに咲く花を一輪摘つんで、妖精がティアラローズへと手て渡わたす。摘んだ花がきらきらと輝いているのを見て、大きく目を見開いた。

　エリオットも不思議そうに見ていて、どうして光っているのかを妖精に尋たずねる。

『妖精の祝福入り！　ティアラ、元気がないみたいだったから～』

『花びら、食べて食べて～！』

　きゃっきゃっと笑いながら、妖精がその花びらをティアラローズの口に押おし付つける。思わず口を開いて食べてしまい、慌あわてるが──それはとても、優しくて甘かった。

「美味しい……」

　もしかして、新しいスイーツを作れるかもしれない！　そんな考えが脳のう裏りをよぎる。って、今はそれどころではなかったと自分を叱しつ咤たする。

　気に入ってもらえたことが嬉しいと、妖精が笑う。『元気になったね！』と声をそろえて言う姿に、ティアラローズは少しだけ勇気をもらった気がした。







　馬車に戻ると、心配そうなアクアスティードと、顔には出さないが主人であるティアラローズがいなくなり泣きそうになっているフィリーネが待っていた。

　疲れて馬車に戻ったティアラローズにお茶の準備をしてくれていたらしく、フィリーネの手には美味しそうなお菓か子しが用意されていた。

「ごめんなさい、少し向こうを歩いていたの」

「あまり心配をかけさせないで。次は私も一緒に連れていってくれ」

「……はい」

　一緒に、と言ってもらえたことが嬉しい。

　お菓子を用意してもらえていたことも、嬉しい。

　──私は、幸せだ。

　ヒロインに怯おびえているよりも、自分を支えてくれる大切な人を大事にしなければとティアラローズは思う。

「そろそろ馬車が出ますが、もう少し休まれますか？」

　スイーツもご用意してますと、フィリーネがティアラローズを気遣い声をかける。

　もちろんスイーツは恋こいしいけれど……自分のせいで出発のスケジュールが遅おくれてしまうことは嫌だった。

「いいえ、大丈夫よ。行きましょう」

　そう告げたティアラローズのために、フィリーネは馬車の中でも食べられるようにさっとスイーツを包む。

　こっそりアクアスティードに渡わたしておき、仲良く食べてくれればいい。

　アクアスティードがティアラローズの手を取り、馬車へと乗せる。疲れていないかという問いかけにもう一度大丈夫と頷いて、馬車は王城を目指して再び歩み始めた。
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「こんなに長い馬車の旅は、初めてだったでしょう。体調に変わりはない？」

「はい。ありがとうございます、アクア様」

　ゆっくり髪を撫なでながら、アクアスティードはティアラローズを優しく抱きしめる。不安な心がすっと消えていくようだと、ティアラローズは胸を撫で下ろす。

　マリンフォレストに来て、ヒロインのアイシラに出会った。それはティアラローズをひどく動どう揺ようさせて、恐怖心を大きくさせた。




　二十日間の道のりを終えてマリンフォレストの王城へたどり着き、ティアラローズは与えられた部屋で休んでいた。

　国王や貴族への挨拶は、明日以降にスケジュールが組まれている。

　今は、不安を覚えているであろうティアラローズをアクアスティードが甘やかす時間となった。

「何か入り用なものがあれば、すぐ私に言うんだよ？」

「ありがとうございます」

　くるりと部屋を見渡し、アクアスティードは何か足りないものはないかと思案する。しかし一通りのものは準備されているので、ティアラローズは大丈夫だろうと首を振った。

　綺麗に整えられた部屋は、応接室、主室、寝しん室しつと分けられている。応接室は現在フィリーネが整え、今は主室でティータイムだ。

　白を基調にした落ち着いた家具。暖色系の壁かべ紙がみが部屋を暖かく見せる。白いレースと、水色の淡あわい色のカーテンはティアラローズの雰囲気にとてもよく合っている。

「私の部屋は、この上の階になる。何かあれば遠えん慮りよなく訪ねておいで」

「はい」

　まだ城の中を把は握あくしていないので、ティアラローズは急いで色々な場所を覚えなければいけない。しばらくは忙いそがしい日々が続くだろう。

　それならば、逆にアイシラ様のことを考えなくて済むかもしれない。そんなことを思いつつ、用意されていた紅茶を口に含む。

「伝えた通り、三日後にティアラの歓かん迎げいパーティーがある。ドレスはもちろん私が用意しているから、それを着て？」

　アクアスティードが前々から準備していたのは、ティアラローズにぴったりの水色のエンパイアラインのドレスだ。

　それを身につけた、ふわふわとした可愛らしいティアラローズのエスコートがアクアスティードは楽しみで仕方がない。

「わたくしのために、ドレスを？　嬉しいです、ありがとうございます」

「あぁもう、本当に可愛い」

「あ、アクア様？」

　嬉しそうに微笑んだティアラローズを見て、「可愛い」と抱きしめる。

　馬車の旅ではなかなか落ち着けなかった。せっかく城へと戻ってきたのだから、思い切りティアラローズを甘やかしたいのだ。

　いつものように額、目め尻じり、頰ほおと口づけていく。もう何度もしているのに、ティアラローズは毎回恥はずかしそうに照れて頰を染める。

　そんな風に初う心ぶなところがまた可愛くて、アクアスティードはもっと口づけていたいとすら思うのだ。




　かすめるように唇くちびるを触れ合わせ、アクアスティードはそっとティアラローズの反応を見る。

「……っ！」

「…………」

　──なんだ、この可愛い生き物は。

　ぷるぷると震えるようにして、そっとアクアスティードを見つめるティアラローズ。まるで小動物のようで、とても庇ひ護ご欲よくをそそられる。

　そして同時に、非常に残念な現実を突きつけられるのだ。

「結婚まで一年か……」

「？」

　ぼそりと呟つぶやくと、ティアラローズが首をかしげた。長いとでも言いたそうな態度のアクアスティードに、どうしたのか尋ねる。

　どうしてなんて、理由は一つしかない。

「長過ぎる。今すぐにでも、ティアラを妻にしたいのに……」

「アクア様……。もう、駄だ目めですよ？　わたくし、きちんと花嫁修業をしてお役に立てる妻になりますから。もう少し、お待ちになってくださいませ」

「わかっている」

　ティアラローズは幼少の頃ころからきちんとした教育を受けてきていたが、勉強し、覚えていかなければならないことはまだあるのだ。

　自分のために一いつ生しよう懸けん命めいなティアラローズを見て、嬉しくないはずがない。

　ふぅと大きく息をついて、もう一度ティアラローズに口づける。「ん……」と甘い吐と息いきが彼女からもれて、アクアスティードの耳をくすぐった。

　込み上げるのは溢れんばかりの愛いとおしさで、アクアスティードはしばらくティアラローズの唇を味わった。
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　ゆっくりと王城で過ごす間に、歓迎パーティーの当日になった。

　大きなドレッサーの前に座り、ティアラローズは歓迎パーティーの支し度たくを進めていく。フィリーネによって綺麗に整えられ、城の女官もそれをサポートする。




　女性同士で楽しく進める支度は、会話にも華はなが咲く。

　フィリーネは特に気合いを入れて、どのようにティアラローズをドレスアップしていこうかと頭を悩なやませる。

「マリンフォレストでは、どういった髪かみ型がたが流は行やっているのですか？　ティアラローズ様は今夜の主役ですから、気合いを入れなければいけません」

　隣国は随ずい分ぶん流行に遅れているのね、なんて──思われてはいけない。むしろ自分からこの国の流行を作っていくつもりで臨のぞむくらいがいいだろう。

「今は、令嬢たちの間でハーフアップが流行っておりますわ。ティアラローズ様はとても可愛らしいですから、一緒に花を編あみ込こんでみてはいかがでしょう？」

「それは素敵ですわね」

　フィリーネがティアラローズの髪をまとめ、髪型について女官と相談を行う。盛り上がりを見せているそこに、ティアラローズが口を挟はさむ隙すきはなかった。

　自分のために頑張るフィリーネや女官を微笑ましく思い、好きに仕上げてもらうことにしたのだ。

　可愛らしい白の花と、レースのアクセサリーを合わせるフィリーネ。淡いハニーピンクの髪色のティアラローズは、たいていの色目と綺麗に合わせることが出来るのだ。

「フィリーネ、深い青の花も一輪入れられるかしら？」

「深い青、ですか？」

　ふいにあがったティアラローズの声に、フィリーネが首を傾げる。

「その……アクア様の髪と同じ色があると、いいのではと思って」

　恥ずかしそうに告げたティアラローズに、女官たちは目を見開く。そしてすぐに「それはいいお考えですわ！」と賛成する。

　さすがに少し大だい胆たんだっただろうかと赤くなったティアラローズだが、女官たちの反応に安心した。

　一人の女官が花を取りに行くために退室し、フィリーネと残った女官が具体的な髪型の内容を決めていく。

　サイドをゆったりと編み込み、小さなお団子を作り、その横に白いレースを付け、小さな白い花をちらしていく。

「お綺麗ですわ。これなら、アクアスティード殿下もお喜びになるでしょう」

「ありがとう。精せい一いつ杯ぱいがんばらないといけないわね」

「大丈夫です。ティアラローズ様は、社交に関しては令嬢たちのお手本だったんですから」

　まるで自分のことのように、「ふふん」と語るフィリーネは誇ほこらしげだ。確かに、ティアラローズはラピスラズリではほかの令嬢方に手本とされていた。

　それほど、優雅な立ち振る舞いをすることが出来るのだ。

「んん、もう少しだけ華やかさがあってもいいかもしれませんね」

　フィリーネがそう言いながら、少し色目の強いピンクの花を髪にさした。満足そうに頷きながら、可愛らしいですと微笑んだ。




　そこへ、ちょうど先ほど花を探しに行った女官が戻って来た。その手には、大輪の深く青い色の薔薇を持っていた。

　花びらがグラデーションになっており、深い青ではあるけれど、どこか優しい色合いに見えて、厳しくもあり、優しくもあるアクアスティードのよう。

「とても綺麗な薔薇ね。わたくしには、もったいないくらい」

　その珍めずらしさに目を見張る。青い薔薇はとても希け有うで、そう簡単に手に入れることが出来るものではない。

「それが……。不思議なことに、庭園で花を探していましたら、目の前でこの薔薇が青く染まったのです……」

「え？」

　その理由が自分にもわからないのだと、薔薇を持ってきた女官が言う。

　どういうことだろうと首を傾げるティアラローズに、フィリーネが「もしかして」と声をもらす。

「森の妖精からの、贈おくり物ものでは？」

「──え？　でも、そんなことが出来るものなの？」

　フィリーネの言葉にすぐ同意したのは、城の女官たちだ。

「わたくし、書物で読みましたわ。森の妖精は、植物を育てることが出来ると」

「きっと、その通りですわ」

　以前森の妖精に気に入られていた姫ひめ君ぎみがそれは美しい花を贈おくられた。という、記述が残っているそうだ。

　話を聞くと、この城の中に森の妖精の祝福を受けているものはいないという。

「森の妖精から祝福をされているのは、この国ではティアラローズ様だけかもしれません」

「ええ。海や空の妖精に祝福されている者はいますが、森の……というのは、まったく話をききませんもの」

　確かにエリオットも、祝福されたときにとても驚いていた。他国からきた自分を祝福し、この薔薇を贈ってくれたのならばとても嬉しいことだ。

「今度、お礼をしなくてはいけないわね」

「そうですね。妖精に好きなものがあれば、用意いたしましょう」

　思ってもみなかった妖精のプレゼント。フィリーネと何か贈り物をしようという話をしながら、準備を再び進めていく。

　──アクア様、どんな反応をされるかしら。

　自分の色の薔薇を身につけたことを、喜んでもらえるだろうか。

　そわそわしながら、ティアラローズはアクアスティードの訪おとずれを待った。







　高らかにファンファーレが鳴なり響ひびき、歓迎パーティーの場にティアラローズとアクアスティードが入場する。

　会場には、マリンフォレストの国王、王妃がすでに玉座についている。ほかには、国を支える貴族たちが招待を受けこの場を華やかにしていた。

　天てん井じようから吊つるされた珊瑚をあしらったシャンデリアが、きらきらと輝きながら色を添える。中央には赤い絨じゆう毯たんが敷しかれ、玉座の下まで伸びている。

　主役であるティアラローズは、入場してすぐに会場の中央へ向かう。アクアスティードとともに礼をし、最初にダンスを披ひ露ろうするのだ。

　ダンスをすることにより、誰もがティアラローズのことを認識することが出来る。それが、この世界の歓迎パーティーだ。

　中央へ立つとアクアスティードがティアラローズの手を取り、その甲こうへと口づける。

　アクアスティードがゆっくりとダンスのステップを踏ふむと、緩ゆるやかな動きにあわせて、音楽が鳴り響く。

　くるりと優雅に身を回し、幸せそうに微笑みながら踊おどるティアラローズに、誰もがその目を奪われた。もちろん、自分ではそんなことになっていると気付かないのだが。

　アクアスティードはすぐに周囲の視線を感じ取り、ぐいっとティアラローズの腰を自身の方へと引き寄せる。

「まったく。私のティアラは、可愛すぎて困る」

「あ、アクア様？」

　耳元でささやきながらも、次のステップを忘れることはしない。

　──どうしたのかしら。

　自分のダンスが下手だったのではと不安になるが、アクアスティードの表情を見てしまえばそれが杞き憂ゆうだということがわかる。

　ダンスをしながら苦笑する彼は、しかしとても嬉しそうだった。ティアラローズの腰に手を添えて、優雅にエスコートしていく。

　こんなに踊りやすい人は初めてだと、ティアラローズは驚いた。

「髪に付けたその青い薔薇も、とても綺麗だ。私の髪色と同じで、ティアラのすべてが私のものだと錯さつ覚かくしてしまいそうになる」

「あ……。でも、わたくしのすべてはアクア様のものですから」

　ダンスをしながらの会話は、とても甘い。




　すべて自分のものにしたいと言うようなアクアスティードの言葉に、ティアラローズは素す直なおに頷く。照れながらそんなことを言われては、たまらない。

　抱きしめたい衝しよう動どうに駆かられるが、ぐっと我が慢まんする。

　──これは、無自覚か？　まったく、ティアラは私を翻ほん弄ろうするのが上う手まくて困る。

「……さぁ、これで終わりだ」

「はい」

　最後に見つめ合い、少し体を反らすようにしてダンスを終わらせる。盛大な拍はく手しゆをもらい、ティアラローズは優雅に淑女の礼をした。




　アクアスティードのエスコートを受けながら、ティアラローズは国王と王妃の下へ挨拶に向かう。

　どきどきとうるさい心臓を落ち着かせるように、ゆっくり、一歩ずつアクアスティードと歩く。

　国王は、赤い絨毯の先。豪ごう華かな椅い子すに腰をおろし、ティアラローズたちの訪れを待っていた。

　マリンフォレストの国王であり、アクアスティードの父親でもある男性の名は、ソティリス・マリンフォレスト。四十歳さいという年で、この大国を大きく動かしている王だ。

　王妃であり、母親である女性はラヴィーナ・マリンフォレスト。

　何に対しても寛かん容ようである彼女は、アクアスティードのよき理解者でもある。

「ティアラローズ・ラピス・クラメンティールです。こうしてお目にかかれたこと、光栄でございます。どうぞ末永く、よろしくお願いいたします」

　これから一年間は婚約者として花嫁修業を行う。けれど願わくは、それ以降も、これからの人生すべてをアクアスティードとともに過ごしたい。

「私たちも、この歓迎パーティーをとても楽しみにしていた。ティアラローズ嬢じよう、マリンフォレストは貴女あなたを心より歓迎しよう」

「アクアスティードのお嫁よめさんに、貴女のような可愛らしい人がきてくれたことを大変嬉しく思います」

　国王と王妃も、ティアラローズを温かく迎え入れてくれた。

　優しい二人の言葉が、体にしみわたっていくかのようだ。

「もったいないお言葉にございます。しかし、とても嬉しく思います。アクアスティード殿下をお支え出来るよう、一年間しっかりと学ばせていただきます」

　歓迎され、ティアラローズはほっとする。柔やわらかく微笑み、これからの未来をとても楽しみに思う。




　そのためには、続編のヒロインであるアイシラにアクアスティードをとられるわけにはいかない。

　意図して、アクアスティードとアイシラが接近しないようにしていけばいいのだ。

　アクアスティードはしばらく忙しい日が続くと馬車で言っていたので、そんなに難しいミッションではないだろうと考える。

　今度は絶対に逃げ出さないと、国王を前に、ティアラローズはそっと心に誓ちかった。

　しかしすぐに、その誓いを試ためされる場面がやってくる。

　挨拶を終えて会場に戻ったティアラローズとアクアスティードの前に、真っ先にやってきたのがアイシラだったのだ。

　一瞬びくりと体を揺らしたティアラローズだったが、冷静を装よそおい淑女の礼をする。アイシラもそれに返し、綺麗な礼をした。

　ティアラローズとアクアスティードの婚約に関しては、二人の入場前に公式発表が済まされている。まっさきに「おめでとうございます」と、アイシラは伝えにきてくれたのだ。

「先日お会いしましたね」

「ありがとうございます、アイシラ様」

　ティアラローズは続編のヒロインだからとアイシラを警けい戒かいしていたのに、アイシラは本当に嬉しそうに笑顔で二人を祝福してくれている。

　──もしかして、アクア様以外の攻略対象が好きなのかな？

　そうであれば、自分の考えはすべて杞憂に終わる。けれど、そうそう自分に都合のいい展開ばかりがあるとは思えない。

　アイシラは幼くとも公爵家の令嬢だ。本心を隠かくす術すべなど、とっくに習得しているだろう。

「マリンフォレストはいかがですか？　ご不便なく過ごせておいでですか？」

「はい。アクアスティード殿下も、とてもよくしてくださっているので不便はありません」

「まぁ。それはよかったです。わたくし、もっとティアラローズ様と仲良くなりたくて……。ぜひ、今度我わが家やへ遊びにきてくださいませ」

　アイシラはティアラローズを気遣い言葉をかけるが、当のティアラローズはどうしても身構えてしまう。

　どうしたらいいだろうと、アクアスティードに視線を向ける。

　すぐに笑顔で頷いた姿を見て、これは訪問決定だと心で少し落らく胆たんした。彼が、断ってくれないかなとティアラローズが思っていたのは内ない緒しよだ。

「ありがとうございます。ぜひ、遊びに伺いますわ」

「嬉しいです。わたくしの屋や敷しきは、海に面しているのです。景色がとても美しいので、楽しみにしていてください」

　アイシラの言葉には、アクアスティードも大きく頷いた。

「アイシラ嬢の海は、マリンフォレスト一だ。ティアラもきっと喜ぶと思う」

「それは楽しみです。まだ、この国ではお友達がいませんので、仲良くしてくださいませ」

「ええ、もちろんですわ」

　──あまり関わりたくないのに、急接近してしまった……!!

　予想以上に仲良くなるスピードが早く、社交辞令を返しつつ困こん惑わくする。

　ティアラローズとアイシラが接近するということは、もちろんアクアスティードと接近する機会も増えるだろう。

　アクアスティードをアイシラに攻略させないようにしたいのに、これではティアラローズ自身がお膳ぜん立だてをしているようではないか。

　ティアラローズが内心しょんぼりとしたタイミングで、アイシラが「そろそろ──」と声をあげる。

　回りを見回すと、ティアラローズへ挨拶をしたい貴族が大勢いたからだ。アイシラばかりが、主役の二人を独どく占せんするわけにはいかない。

　別れの挨拶を口にして、アイシラはその場を後にした。




「しばらく挨拶が続くが、疲れてはいない？」

　すべての挨拶を受けるには、膨ぼう大だいな時間が必要そうだ。アクアスティードがティアラローズを気遣うが、彼女とて将来の王妃であり、花嫁修業を行う身だ。この程度のことで、根をあげるなんてとんでもない。

　にこりと微笑んで「大丈夫です」と応えれば、次々と二人の下へ待ち構えていた貴族が訪れた。
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　歓迎パーティーから三日後。

　ティアラローズは、馬車に揺られてアイシラの屋敷へと向かっていた。

　外は、海風が気持ちいい晴天。潮の香かおりは新しん鮮せんで、道中に植えられている花や木々も可愛らしいもので、通常であればティアラローズを楽しませてくれるはずだった。

　──行き先が、アイシラ様のところっていうのがね。

　自分から進んでヒロインへ会いにいくのは、それはもうどうしようもなく気が重い。けれども、遊びにいくと約束したのだから仕方がない。

　馬車の中の空気も知らずと重いものになる。そんな空気を知ってかしらずか、同乗しているフィリーネが楽しそうに声を上げた。

「アイシラ様のお屋敷に面する海は、とても美しいみたいですね。エリオットに聞いたんですけれど、アイシラ様の海にしかいない魚もいるそうですよ」

「そうなの？　それは、楽しみね」

　──せめてもの救いは、アクア様が一緒ではないということだろうか。

　彼は執しつ務むに追われているため、城に残っている。

　ここでアイシラとアクアスティードのフラグを立てるわけにはいかないのだ。自分の行動によって、二人が仲良くなっていくことにティアラローズは耐たえられないだろう。

　馬車の窓から景色を見ていると、馬に乗ったタルモが横に並ぶ。「大丈夫ですか？」と気遣う声に、フィリーネは「とても快適です」と返す。

「ごめんなさいね、タルモ。このようなことを頼たのんでしまって……」

「いいえ。自分は、ティアラローズ様の護衛騎き士しですから。なんなりとお申し付けください」

「ありがとう」




　馬車と並へい走そうして馬を走らせるのは、ティアラローズの護衛騎士となったタルモ。

　輝くような銀色の髪に、青い瞳。がっしりとしたその体格は、騎士として優ゆう秀しゆうだということを伺うかがわせる。

　元はアクアスティードの騎士として仕えていたらしいが、ティアラローズがマリンフォレストへきたことにより彼女の護衛騎士に任命されたのだ。

　ティアラローズとフィリーネは微笑みながら、自分たちが大切にされていることを嬉しく思う。

　それから三十分ほどで、屋敷へと着いた。







　馬車から降りると、アイシラ自らがティアラローズを出迎えた。

「ティアラローズ様！　お待ちしておりましたわ。ようこそおいでくださいました」

「お招きいただきありがとうございます。アイシラ様」

　フィリーネとタルモは少し離れたところに控え、主の邪魔になるようなことはしない。

　しかし、ヒロインと二人きりというのは精神的にきつい。正直、ティアラローズはフィリーネに隣にいてほしかった。

　もちろんそんな我儘は言えないので、我慢するしかないのだが……。




　アイシラが先導しながら、庭を歩く。

　さすがは公爵家、といったところだろうか。庭には色とりどりの薔薇が植えられており、中央には珊瑚を贅ぜい沢たくに使った噴ふん水すいがある。流れ出る水は川のようになっており、屋敷を一周している。小さな可愛らしいカラフルな魚も、泳いでいた。

「とても綺麗なお庭ですね……。こんな可愛らしい魚は、見たことがありません」

　感心したように声をあげると、アイシラは嬉しそうに微笑み説明してくれる。

「この噴水、実は海水なんです。この小さな魚は、わたくしの海で育っている希少な品種なのです」

「まぁ……。確か、アイシラ様の海にのみ生息する魚がいると伺いました。もしかして、この魚がそうなのですか？」

　尋ねると、こくりとアイシラが頷いた。

　希少な魚を育てられるということは、それだけ海の妖精に愛され祝福されているという証だろう。

　──さすがは続編のヒロイン、隙のない設定……!!

　悪役令嬢のポジションで転生した自分とは、基本的なスペックが大きく違うのだろう。聞いたところによると、アイシラはとても優秀だ。

　海に愛されていることはもちろんだが、アクアスティードの仕事も手伝っているとエリオットが言っていたのを思い出す。

　庭を堪たん能のうしたところで、アイシラから声がかかる。

「浜はま辺べにお茶の用意をしています。こちらへいらしてください」

「ありがとうございます」

　アイシラが用意したのは、海のすぐ近く。

　まさか吹きさらしのお茶会かと焦ったティアラローズだったが、しっかりと屋根もあり、きちんと整えられていた。

　海風にさらされないように、植物が周りに植えられている。大きなパラソルの下に、優雅に置かれたチェア。紅茶にはフルーツが添えられており、バカンスに来たのではと錯覚してしまいそうだ。

　しかしそれ以上に驚いたのは、海だった。

　きらきらと輝いていて、遠目からでも魚の泳ぐ影かげが見える。色とりどりに光るのは、様々な種類の魚が生息しているからなのだろう。

「お噂うわさ通り、とても素敵な海ですね」

「ありがとうございます。よろしければ、お近くでご覧になられますか？」

「ぜひ」

　もっと近くで見たい衝動に駆られたティアラローズはすぐに頷き、靴くつに水が触れそうなくらい近くまでやってきた。

　白い砂浜に、透明の海。そこに黄色、オレンジ、ピンク、青と……様々な魚が泳いでいる。さらに沖の方へ目をむけると、それはそれは綺麗な珊瑚が視界に入った。




　アイシラは、魚、珊瑚、真しん珠じゆで商売を行っている。

　海の妖精に祝福されている彼女は、魚や珊瑚など、海のものを育てるのが上手い。おそらく、マリンフォレストで彼女の右に出る者はいないだろう。

　貴族の令嬢にとても人気があり、王家御ご用よう達たしとしても一線で活かつ躍やくしているのだ。




　きらきらと瞳を輝かせて、じいっと海に魅み入いってしまう。ヒロインであるアイシラと会うのは正直嫌だったけれど、この海を見ることが出来たのは嬉しい。

　あまりにも嬉しそうにしていたからだろうか、アイシラからティアラローズへ一つの提案がなされた。

「ティアラローズ様。よろしければですが、海へ入ってみますか？」

「え……っ？」

　──さすがにそれは、ちょっと駄目じゃないかな。

　何を言っているのだとアイシラを見ると、「違うんですよ」と慌てて手を振る。

「わたくし、海の妖精に祝福していただいているので、水中で呼吸が出来る魔法を使えるのです。空気を体に纏まとわせることも出来ますから、服のままでも海へもぐることが出来るんです」

「まぁ……。そのようなことが出来るのですか？　アイシラ様は、とても凄すごいのですね」

　──さすが続編のヒロイン、何でも有りだ……。

　妖精に愛された心優しいヒロインに、勝てるのだろうか。せめて、アカリのように性格が悪かったらがつんと言ってやろうと思っていたのにと……ティアラローズはこっそりため息をついた。

「あ、でも──紅茶で温まってからにいたしましょう。海水に触れないとはいえ、周りは水ですから」

　アイシラの言葉に、ティアラローズもお土産みやげを持ってきていたことを思い出す。

「そうですね。わたくしも、お菓子をお持ちいたしましたの。フィリーネ」

「こちらにございます」

　ティアラローズが声をかけると、すっとフィリーネがケーキの入った可愛らしい箱を持って前へ出る。

　そっと箱を開くと、一口サイズのケーキが宝石のように並べられていた。タルト、カップケーキ、モンブランと……たくさんの種類が食べられるようになっている。

「まぁ。とっても可愛くて、美味しそうです」

「気に入っていただけたのなら、とても嬉しいです」

「ええ。とっても」

　太陽のように微笑んだアイシラは、控えていた侍女へ指示を出す。

「さぁ、お座りになってください」

「ありがとうございます。海のすぐ近くのティータイムなんて、とても素敵ですね。なかなか経験出来ませんから、いい思い出になります」

　アイシラにすすめられ、ティアラローズは席に着く。

　そして話は、ティアラローズとアクアスティードの話題へと移っていった。




「アクアスティード殿下とは、学園で出会われたんですね」

「ええ。いつも気にかけてくださって……」

「まぁ……では、お二人は恋れん愛あい結婚になるのですね。とても素敵ですわ」

　きゃっきゃとはしゃぐアイシラは、それは楽しそうにティアラローズの話を聞く。

　一緒にお菓子を食べたことや、エスコートをしてもらったこと。そして、ラピスラズリからマリンフォレストへの道中での出来事など。

　どの話にも、彼女は嫌な顔ひとつ見せず微笑む。

　にこにこと笑うアイシラとは別に、ティアラローズの中は疑問だらけになっていた。

　──どういうこと？　アイシラ様は、アクア様のことを慕したっているのではないの？

　やっぱり、ほかに好きな人がいるのだろうか。それならば、アクアスティードが続編のゲームに巻まき込こまれないので大だい歓かん迎げいだけれど。

　それならばむしろ、アイシラの恋を全力で応おう援えんしてもいい。

　……もしくは、ティアラローズの様子を窺っているだけで本心ではないのかもしれない。疑ってかかることも大切だと、ティアラローズは気を引ひき締しめる。

「アイシラ様こそ素敵ですから、男性が放っておかないのではありませんか？」

「ティアラローズ様ったら……。そんなこと、ございませんわ」

　今度はこちらが探さぐりを入れる番だと、ティアラローズはアイシラに尋ねる。

　とても整った顔で、さらには公爵家。年も十四歳と、婚約をしていてもまったく不思議ではない年ねん齢れいだ。

　ゲームであったならば、アクアスティードと婚約をしていたであろうが……今は、ゲームではない。

「……婚約に関しては、すべてお父様にお任せしています。わたくしは、海にいられるのであればそれでいいのです。魚も、珊瑚も、綺麗に育ってくれているでしょう？」

　アイシラの答えに頷きつつも、もう少し探りを入れていく。

「そうでしたか。貴族としては、そういった考えもありますわね。──ですが、好きになった男性もいらっしゃらなかったんですか？」

「ええ。お恥ずかしいですが、初はつ恋こいもまだなんです」

　困ったように笑いながら、アイシラは紅茶を口に含む。

　その顔には、噓うそをついている様子など微み塵じんも感じられなかった。本当に、素直ないい子だ。ティアラローズは、そう思う。

　ラピスを賜たまわった侯爵令嬢として育てられ、社交の場に出た数も少なくない。そんなティアラローズが、まったく違い和わ感かんを覚えないのだ。十四歳の少女に、そんな立ち居振る舞いが出来るのか──否。

　──この子は、本当に恋を知らないんだ。

　もしかしたら、その恋は攻略対象者……つまり、アクアスティードと育んでいくものだったのかもしれない。そうであるならば、二人をあまり近づかせないのが一番いい。

　ティアラローズが考えていた最悪の展開は免まぬかれそうだ。そう息をついたとき、アイシラが海へと誘さそった。

「そろそろ海へ行ってみませんか？　可愛い魚がたくさんいますよ」

「ええ、ぜひ。楽しみです」

　大きく頷いて、ティアラローズはアイシラとともに海へと向かう。




　ゆっくりと白い砂浜を歩き、その感かん触しよくを足で楽しむ。

　アイシラの魔法は、ティアラローズとアイシラにのみかけられた。侍女は砂浜で待機というかたちになる。若干不安に思ったが、ティアラローズは先ほどのアイシラが言った言葉を信じることにした。

　伸ばされたアイシラの手を取ると、二人は丸い空気のボールに体を包まれた。

「わぁ、すごい……っ！」

　とぷんと、空気のボールに身を包まれ海へ沈む。隣では、アイシラが同じく空気に身を包まれ水の中を進む。

　そこは──まさに、魚のパラダイスだった。

　色とりどりの魚が泳ぎ、海底には綺麗な珊瑚が輝いている。すぐ近くまで魚がきて、ティアラローズの周りをくるくると泳いだ。

「人間が来ても、逃げていかないのね」

「はい。わたくしは毎日この海に潜もぐりますから、魚とも仲良しなんですよ」

　アイシラがすっと手を伸ばせば、指先に魚たちが集まってきてそっとキスをする。まるで海の女め神がみのようだと、うっとりしてしまう。

「珊瑚もとっても素敵。これでアクセサリーを作ったりしているのでしょう？」

「はい。嬉しいことに、たくさんの方にご贔ひい屓きにしていただいています」

　少し経たつと、ティアラローズは自由に海の中を歩けるようになっていた。

　ゆっくり前に進んで珊瑚の前までやってくる。赤、オレンジ、紫むらさきと、綺麗な珊瑚の周りを魚が泳ぐ。底の砂にはカラフルなヒトデや貝が色を添えている。

「可愛い……！　まさか、海の中をこんな風に歩けるなんて」

　色々な珊瑚を見るために、歩き回りたくてうきうきと心が弾はずむ。ティアラローズは珊瑚の上にいたカニや貝を見て楽しんだ。

　アイシラもそれを嬉しそうに見て、用意していた魚の餌えさをティアラローズに渡す。

「少しだけですが、これで魚がたくさん寄ってくるんです。ただ、この空気から出した手は濡ぬれてしまうのでお気をつけくださいね」

　自分の周りにある空気のボールを指さしながら、絶対に必要以上体を出さないでくださいと注意を受ける。

「ありがとうございます、アイシラ様」

　さっそく受け取った餌を手に載のせ、空気のボールからそっと手だけを出してみる。

　冷たい水を感じたとたん、ティアラローズの手にたくさんの魚たちが寄ってきた。その数は、数十匹ぴきだろうか。ついばむように餌を食べられて、そのくすぐったさに笑ってしまう。

「ティアラローズ様にお楽しみいただけて、よかったです。わたくし、先に上がってお茶の準備をさせていただきますね」

「とても楽しいです、アイシラ様……。あ、すみません。わたくしもご一緒しますわ」

「いいえ。どうぞお楽しみください。餌もあと少しですよね？」

「……では、お言葉に甘えて」

　──アイシラ様、やっぱりいい人みたい。

　海に入ったティアラローズが冷えてしまうといけないからと、アイシラは温かい紅茶を用意するために陸へと上がる。

　それを見送りながら、再び魚への餌やりに没ぼつ頭とうする。可愛らしいカラフルな魚に癒いやされる。可愛いものが大好きなティアラローズは、久しぶりに緊張から解きほぐされたような感覚すら持つ。

　──アクア様といるときは落ち着いていられるけれど、どきどきしてしまってリラックスどころじゃないもの。いったい一日に何回キスをされているか──……。

　と、ここまで思い出してティアラローズは顔を真っ赤にする。

「やだ！　わたくしったら、恥ずかしい……！」

　アクアスティードに口づけされたことを思い出し、ティアラローズは海の中で一人赤面する。辺りをそっと見回して、誰もいなくてよかったと安あん堵どした。

「でも、アイシラ様はやっぱり優しい女の子ね。髪と目の色から、日本人ということはありえない。わたくしと同じ転生っていう可能性はあるけれど……」

　瞳を閉じて、数分。アイシラの行動を思い返してみる。

　転生しているようなそぶりはあっただろうか。日本の知識や、ゲームの知識を持っていただろうか。

「……ないわね」

　ティアラローズは、一人で静かにないなと頷いた。

　でも、日本人ではないのならば──それはそれで、やりにくいというかなんというか。

　アカリのように打算で動いていたらこちらだって遠慮なくいけるのに、健けな気げに淡い恋こい心ごころを抱いているのだとしたら？

　そうであれば、本当に悪役令嬢のポジションではないかと苦笑する。

　アイシラのことを考えていれば、時間はあっという間に過ぎてしまった。あまり遅おそくなると、心配をかけてしまう。そう思い、ティアラローズは陸を目指して歩く。

　とはいえ、空気のボールでとっとっとーと進んでいくだけなので、ふよふよしているだけだ。その感触も楽しくて、ここへ来てよかったと心から思う。

　しかし、それも陸地に上がった瞬しゆん間かん砕くだけ散ちる。




　ざぷんと水音を立て、ティアラローズは海面へと顔を出す。皆みなはどこだろうと視線を巡めぐらせて、視界に入ってきたのは大好きなダークブルー。

「……アクア様？」

　それは、楽しそうに談笑するアクアスティードとアイシラの姿だった。

　王太子であるアクアスティードの訪問だからだろうか。アイシラの侍女や使用人は、ティアラローズが顔を出したことに気付かない。

　嬉しそうに笑うアクアスティードは、その手をアイシラの髪へと伸ばす──。

「嫌、見たくないっ!!」

　ティアラローズは後ろを向いて、しゃがみ込む。アクアスティードがアイシラを撫でる場面なんて、とてもではないが見ることなんて出来ない。

「どうして？　だって、でも……。いっそ、今から悪役令嬢として二人の間に割り込んでしまう？」

　──でも、そんなことをしてアクア様に嫌われたりしないかしら？

　これはゲームの力なのだろうか。仕方がないのだろうか。二人は昔から仲がよくて、自分が間に割り込んでしまったのだろうか。

　そんな思考が、ぐるぐると巡る。

「……駄目。逃げないって、決めたから」

　頭をぶんぶんと振り、ティアラローズはざぱっと大きな音を立てて再度立ち上がる。自分の頰をペチンと叩き、「よしっ！」と気合いを入れる。

「ティアラ」

　すぐに気付いたアクアスティードが、ティアラローズの名前を呼ぶ。

　しかしそれには返事をせずに、アクアスティードの方へと無言で歩く。不思議そうにアクアスティードとアイシラが首を傾げる。

　俯うつむき加減に歩く自分の表情は、二人からは見えないだろう。

　すぐ近くまで歩いたところで、ティアラローズはぴたりと足を止めた。そしてぐいっと、アクアスティードの腕うでに自分の腕を絡める。

　そして一言──……。

「一人にしないでくださいませ、アクア様……」

　捨てられた子こ猫ねこのような目をして、ティアラローズはアクアスティードを見つめた。少し見上げるようなかたちになり、アクアスティードはその可愛さに思わず口元を押おさえた。

「駄目、可愛すぎるティアラ」

　アイシラがすぐ横にいるにもかかわらず、アクアスティードはティアラローズをぎゅっと抱きしめたのだった。










[image: ]







　お昼にさしかかろうとしているのに、ティアラローズは自室でぐったりとしていた。

　テーブルの上に美お味いしそうなマカロンが置かれているが、今ばかりは手を付けていない。

　体調が悪いのかと問われれば、微び妙みような顔でノーと答えるだろう。強しいて一番近い状態と言えるのは、考えすぎてちょっと知ち恵え熱ねつ気味なのです。──だろうか。

　なんともなさけないと、ティアラローズはソファに身を沈しずめた。




　思い出すのは、愛いとしい人の低く甘あまい声だ。〝ティアラ〟と呼ぶアクアスティードの声は、ティアラローズの体を震ふるえさせる。

　二人きりでいるときに限らず、一いつ緒しよにいるときはいつも甘やかしてくれる婚こん約やく者しや。

　しかし同時に、アイシラとの関わりも多いのだ。そのため、ティアラローズの不安はすべて拭ぬぐわれない。

　もちろん、それが仕事であるということもわかっている。アイシラは海で育てた魚や珊さん瑚ごなどを、城に卸おろしたりもしているのだ。

「……私の体、もつかしら」

　そのうち、嫉しつ妬とと、けれど甘やかしすぎるアクアスティードへの恥はずかしさで溶とけてしまうかもしれない。そんなことを思いながら、ティアラローズは目を閉じる。

　ふかふかのソファは、彼かの女じよの体を優やさしく包つつみ込こむ。

　このままでは眠ねむってしまいそうだが、それもまたいいかもしれない。まどろみに身を任せて、ティアラローズは少し眠ることにした。
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「仕事の合間にすまないな」

「いいえ、かまいませんわ。……こちらのデザインはどうですか？」

「うん、いいね。とてもティアラに似合いそうだ」

　うららかな午後の時間、アクアスティードは庭園のテラスでアイシラと打ち合わせをしていた。

　なぜテラス席で？　という疑問はあるが、それが仕事ではないということが一番の理由だろうか。今は、ティアラローズに贈おくる髪かみ飾かざりのデザインを選んでいた。

「先日、わたくしが付けていた髪飾りのデザインもアクアスティード殿でん下かの趣しゆ味みに合うようでしたし……それを、少しアレンジするのもいいかもしれませんわね」

「そうだな」




　ティアラローズがアイシラの屋や敷しきへ招かれた日──。

　アクアスティードは、ティアラローズを迎むかえに行ったのだ。しかし、ちょうどティアラローズが海に入っていたために砂すな浜はまで待っていた。

　その間に、プレゼント用の装そう飾しよく品ひんのことをアイシラと相談していたのだ。

　アクアスティードがアイシラの髪に触ふれたように見えたのは、単にアイシラが付けていた髪飾りのデザインを気に入り「このデザインもいいな」と言っただけだ。

　もちろん、その後は誤解していたティアラローズがぎゅっとアクアスティードの腕うでを摑つかみ、抱きしめられるという結末ではあったのだが……。




「アクアスティード殿下？」

「──いや、何でもない」

　思わずその時のことを思い出し、アクアスティードの口元がほころぶ。無意識のうちに浮うかべられたその笑え顔がおに、アイシラはどきんとする。

　しかしすぐに、婚約者であるティアラローズのことを思い出したのだろうと結論を出した。今打ち合わせをしているものが、ティアラローズへの贈り物だからだ。

「色は、暗めの青を一つ入れてくれ」

「青、ですか。かしこまりました、素す敵てきな色をご用意いたしますわ」

　アイシラは、すぐにその青がアクアスティードの髪の色だろうということに気付く。

　歓かん迎げいパーティーのときにも、ティアラローズはダークブルーの薔ば薇らを髪に纏まとっていたから、その予想は容易だった。

　本当にティアラローズのことが好きなのだと、アイシラは思う。

　これならば、この国は今後も安あん泰たいだろう。そんなふうに考えると、アイシラも少し嬉うれしくなった。そして同時に、本当に、ほんの少しだけ……羨うらやましいと、心の深いところで妬ねたましいような気持ちが生まれる。







「…………アクア様と、アイシラ様？」




　そんなやりとりをしているアクアスティードとアイシラを、うっかり目もく撃げきしてしまったのがティアラローズだ。

　護衛騎き士しのタルモを連れ、城内をしっかり把は握あくしておこうと散策している最中のこと。

　ティアラローズはすぐにくるりと引き返し、柱の後ろへと身を潜ひそめて二人の様子を窺うかがった。とはいえ、遠く離はなれているため会話までは聞こえない。

　優しく微笑ほほえんでいるアクアスティードが何を話しているのか、わからないのがもどかしい。

「いつものように、仕事の話でしょう」

「……そうね」

　気き遣づかうようなタルモの声が、ティアラローズの耳に届く。もちろん、ティアラローズだってそのように思っている。けれど、嫉妬心が起こるのは仕方がないのだ。

　──でも、今日は一日執しつ務むだって言っていたわ。それに、いつもならば執務室にいるはずなのに。

　決して、テラス席で執務をするような人ではないのに。と、楽しそうに何かの書類を見るアクアスティードに目をやる。

　確かに、机の上には書類──デザイン画がたくさん置かれているのだが、あいにくティアラローズからは書類の内容までは見えない。

　──仕事だと、噓うそをつかれてしまったのかしら。

　アクアスティードの腕に触れて、我わが儘ままを言ってしまったから？

　もちろん仕事だと言ったのは、ティアラローズへの贈り物をサプライズにしたいというアクアスティードの考えからなのだが、彼女はそんなことをまったくもって知りはしない。

「大だい丈じよう夫ぶです、ティアラローズ様。ほら、お二人とも執務室へと戻もどられるようですよ」

「……そうですね。ごめんなさい、わたくしの考え過ぎだったわね」

「いいえ、とんでもございません。何かございましたら、いつでもご相談ください」

「ありがとう」

　建物に入っていくアクアスティードをこっそり見送り、ティアラローズは再び散策を開始する。

　城内はほとんど覚えることが出来たため、綺き麗れいな花が咲さくという城の裏にある森の手前へと向かうのだ。もしかしたら、ティアラローズの見たことのない花が咲いているかもしれない。




　十五分ほどかけてゆっくり歩いて行くと、城の裏手にある森の入り口へとたどり着いた。腰こしほどまでの植木が綺麗に手入れをされていて、色とりどりの美しい花を咲かせている。

　近くにあったベンチへ腰かけると、すぐに森の妖精たちが姿を現しティアラローズへ挨あい拶さつしてきた。

『あ～！　ティアラローズだ!!』

『こんにちは、ティアラ！』

「まぁ、こんにちは。今日も元気いっぱいなのね」

　きゃらきゃらと笑って、妖精たちはティアラローズに会えたことを喜んだ。

　それを微笑ましく見守り、護衛騎士のタルモは控ひかえる。邪じや魔ましないように、少し遠くから見守るスタイルだ。

　幸いなことに、ティアラローズの下にはたくさんの森の妖精がいるため退たい屈くつもしないだろう。……あまり近づいていると、タルモがアクアスティードに睨にらまれてしまうのだ。

「そうだわ。わたくし、クッキーを持っているの。食べる？」

『わ、わ、わ～！　食べる!!』

『すごい、さっくさく！』

『おいしい、だいすき～！』

　──か、可か愛わいい！

　美味しそうにクッキーを食べる妖精の、なんと可愛いことか。基本的に小動物や可愛いものが大好きなティアラローズだ。妖精に好かれたことは、嬉しくて仕方がない。

『ティアラ、こっちこっちぃ～！』

「なぁに？」

　森の妖精たちが、ぐいぐいとティアラローズの腕を引っ張り森の方へと連れていく。

　タルモはすぐに近寄ろうとしたが、すぐに木の前で止まったので歩みを止めた。どうやら、妖精たちは綺麗な花をティアラローズに見せたいのだろうと判断したのだ。

　しかし、その判断が間ま違ちがいだと気付いた時にはすべてが手て遅おくれだった。

「？」

　綺麗な花を指さす妖精に、首を傾かしげつつも「綺麗ね」とティアラローズは答える。

　しかし次の瞬しゆん間かん、木の幹部分がさっと道を作るように割れた。それは妖精の作った、ツリーゲートだ。

　ぐいぐいと手を引っ張られ、しかしティアラローズは何の疑問も持たずにそのまま通路に足を踏み入れる。

「すごい、ここの葉はとてもきらきらしているのね」

『この先、王様いる！』

「王様？」

　いったい何の話だろうと思いつつ、そういえばタルモにも伝えなければと後ろを振り返る。護衛を置いて、足を踏み入れるのはよくない──そう思った。の、だが……。

　すでにティアラローズが入った入り口は木に囲まれて、出入り口がなくなっていた。

「え？　妖精さんたち、わたくし一度戻りたいのですけど」

『王様いるよ？』

『こっちこっちぃ～』

　慌あわてるティアラローズを気にしていないのか、妖精たちはティアラローズを奥おくへ奥へと引っ張って行く。

「ええと、妖精さん？」

　もう一度呼びかけるが、ぐいぐい引っ張られるだけだ。どうしようかと焦あせったところで、ツリーゲートの終点へとたどり着いた。

　そこは大きな空間になっており、それはたくさんの、森の妖精たちがいた。

「ここは……？」




「──お前が、ティアラローズか」




　木々に囲まれた空間。明かりの代わりに花が光るその場所で、ティアラローズは名前を呼ばれてどきりとする。

　いったい誰だれだと視線を巡めぐらせれば、妖精──ではないのだろうか。人間と同じ外見の、男性が立っていた。

『王様～』

『ティアラ一緒～』

　妖精がぱたぱたとはばたいて、王と呼ばれた男の下へと集まる。

　少し束ねられた、長い深緑色の髪。すべてを見通しそうな金色の瞳ひとみ。腰には深緑の扇おうぎをはさみ、すらりと背の高い体はがっしりともしている。

　──妖精の、森の妖精の王様？

　ティアラローズははっとして、すぐに妖精王と呼ばれた男性へと跪ひざまずく。

　妖精王ともなれば、ティアラローズとどちらが偉えらいか、尊い存在かなど、一いち目もく瞭りよう然ぜんだ。

「お目にかかれて、光栄にございます。森の妖精王よ」

「……俺おれのことは、キースと呼べ。ティアラは、随ずい分ぶんと森の妖精に気に入られているな」

「ありがたき幸せに存じます」

　キースと名乗る妖精王は、ティアラローズに顔を上げるように促うながす。

　そしてまじまじとその顔を見て、にやりと口元に弧こを描えがく。そして一言「面おも白しろいな」と告げる。

「？」

　自分に面白い要素があっただろうかと、首を傾げる。ドレスだって、いつも通り普ふ通つうのものを着用しているし、外見に問題はないはずだ。

　何がと口を開こうとして、しかしキースの言葉に驚おどろく。

「ティアラ、お前──変わった魂たましいを持っているな」

「────!!」

「すごく不安定だが、それでいて魂は綺麗だ。こいつらが気に入るのも頷うなずける。それに、いい匂においがする。甘い、菓か子しのような匂いだ」

　くい、と。キースがティアラローズの顎あごを持ち上げてその瞳を覗のぞき込こむ。
















　すべてを見通しているような金色の瞳は、本当にすべてを見通しているのかもしれない。そしてティアラローズは、まだクッキーを持っていることにも気付く。

　もしかして、これだろうか？　と、思いつつそっとクッキーをキースへ差し出した。

「お褒ほめいただけて光栄でございます。甘いお菓子の匂いは、これかもしれません……」

「様はいらん。キース、と。そう呼べ」

「ですが……」

「呼べ」

「は、はい……」

　──なんて俺様な妖精王だ！

　と、心の中でティアラローズは叫さけぶ。こんな濃こい俺様キャラなんて。と、そう思いはっとする。

　──もしかして、攻こう略りやく対象なんじゃ？

　妖精王という地位、圧あつ倒とう的てきな力、そして何よりもイケメンだ。キースは間違いなく、攻略対象のキャラクターだろうとティアラローズは確信する。

　続編はマリンフォレストと、妖精のいる国なのだ。攻略対象に妖精王がいるのは、もはや鉄板だろうとティアラローズは考えた。

「なるほど、クッキーか。確かにいい匂いだ」

「……召めし上あがりますか？」

「ああ」

　ひょいっと、ティアラローズの手からクッキーを取りキースは口に含ふくむ。

　ゆっくりと味わうようにして、「ほう」と感かん嘆たんの声をあげる。

「これは、お前の魔ま力りよくが入っているな？」

「あ、はい。わたくしは、魔力量があまり多くはないのですが……お菓子に込めることが出来るのです。そうすると、体にいいものや、怪け我がの治りが早くなったりするんです」

「なるほど。それにしても、美う味まいな」

　悪役令れい嬢じようポジションであるティアラローズは、ヒロインのように膨ぼう大だいな魔力を持ってはいない。

　その代わりなのか、前世で好きだったスイーツを作る際に魔力を込めることが出来るのだ。それは特とく殊しゆな効果を持ち、食べた人を幸せにする。

　かといって、そこまで効果の大きいものではないので気休め程度ではあるのだが……。

「キースさ……」

「キースだ」

「……キースに、喜んでいただけてよかったです」

　頑かたくなに様をつけるなというキース。ティアラローズは、仕方なくそれに従うことにした。

　ティアラローズがそう呼べば、「よし」と満足そうにキースが笑う。

「妖精は人間と違ちがって自由だからな」

「……そのようですね。わたくしも、妖精のように生きられたらよかった」

　苦く笑しようしながら、妖精のようになれたらと……ティアラローズは思う。

　そうすれば、くよくよと悩なやまずにいられるのに。人間の恋こいは、とても大変なのだ。

「何だ、悩み事か？」

「あ、いえ……。人間は、しがらみが多く大変だと思ったのです」

「ふむ。まぁ、森の妖精に気に入られているティアラだからな。何かあれば、俺が力になろう」

　ぽんと。キースの大きな手がティアラローズの頭に載せられる。

　──少し、弱気になってしまったわ。恥ずかしい。

　けれど、キースの言葉は純じゆん粋すいに嬉しかった。

　海の妖精に嫌きらわれてしまったので、色々と不安だったのだ。海ではないとはいえ、妖精王に気遣ってもらえるのはありがたい。

　他国から嫁とつぐ身としては、ことさらに。

「ありがとうございます」

「ああ。そういえば、お前は他国の者だな？」

「はい。この国の第一王子であるアクアスティード殿下との婚約のため、隣りん国ごくのラピスラズリ王国から参りました」

　優ゆう雅がに淑しゆく女じよの礼をして、キースに説明をする。すぐに頷き、「あいつか」と言葉を続ける。

　──キースはアクア様のことを知っているみたい。

　妖精王と王族に交流があっても、なんら不思議ではないだろう。

「王族だからな、一応は知っている。だが、王族は俺のことを知りはしない」

「そうなんですか」

「この国の次期国王だろう？　どんな奴やつだ？」

「あ、はい。……そうですね。アクアスティード殿下は──とてもお優しくて、執務もこなして、国民の支持も厚いです」

　どうやらアクアスティードに興味を持ったキースが、どさりと花のソファに腰をかけてティアラローズに尋たずねる。

　アクアスティードのいいところは、もちろんたくさんある。ティアラローズはそれをキースに聞かせて、この国は安泰ですねと微笑んだ。

　……それから、どれくらい話をしていただろうか。

　ティアラローズとキースはソファに腰かけ、数時間にわたり話をしていた。内容はもちろんアクアスティードと、この国のことだ。

　しかし次し第だいに、ティアラローズはアクアスティードへの不安が言葉に出てしまう。




「……愛されているのは、とてもわかるんです。でも、どうしても不安に思ってしまうことがあって。最後にはわたくしではなく、ほかの人を選ばれるのではないかと」

「ふむ。──人間の恋は、面めん倒どうだな」

「……妖精の自由さは、人間にとって憧あこがれですね」

　こくりと出された紅茶を飲み干して、ティアラローズは「ふぅ」と息をつく。そして、自分は初対面の妖精王に何を言っているのだと自己嫌けん悪おに陥ってしまう。

　妖精王であるキースはそれを気にする様子はなく、くつくつと笑いティアラローズの持っていたクッキーを食べる。

　──こんなところで、弱音をはいたら駄だ目め。

　頭をぶんぶんと振って、ティアラローズはふと思う。

　──今、何時？

　かなりの時間を、キースと話していたのだ。しかも、タルモには何も告げずにきてしまったことを思い出す。

　もしかしてもしかしなくても、大変なことになっているのではないだろうか。

「わ、わたくし、帰ります……っ！」

　慌てて立ち上がり、「出口はどこですか」と声をあげる。

　そんな様子を見たキースはくつくつと笑い、「送ってやる」とティアラローズの腰を抱いた。「え？」と、声をあげた瞬間には──ティアラローズの自室へと場所を移していた。

　転移魔ま法ほう。

　さすがは妖精王、とてつもなく難しい魔法を難なく使いこなしてしまう。ティアラローズは感心して、自分の部屋を見回す。

　この一いつ瞬しゆんで帰ってきたことが、不思議で仕方がない。すぐにキースへお礼を伝えようとするが、それは違う声によって阻はばまれる。

「ティアラ……？　その男は誰だ。ティアラから、離れろ！」

「──っ！」

　ちょうどティアラローズの部屋に、アクアスティードが入ってきたのだ。

　キースを見たその瞳には、厳しい色が浮かぶ。帯たい剣けんしていた剣けんを抜ぬき、キースにその切っ先をつきつけた。




　アクアスティードとキース、両者の目がすっと細められる。まるで睨にらみ合あうその姿は、ティアラローズを手中に収めようとしているかのよう……。

　突とつ然ぜんのことに、ティアラローズは息を吞のむ。すぐに誤解を解いて、心配をかけてしまったことをアクアスティードに謝罪しなければならないのに。

　何も言葉が出てこないのは──部屋の空気が、ピリピリしているからだろうか。

「ああ。お前が──アクアスティードか」

　くくっと、まるで嘲あざ笑わらうかのように前を見み据すえるキース。その喉のど元もとには、アクアスティードの構えた剣けん先さきが向けられているというのに微び動どうだにしない。

　訝いぶかしむようにキースを見るアクアスティードは、「ティアラを離せ」ともう一度言葉にする。

「こんな男より、お前には俺が似合うぞ？」

「……っ！」

　アクアスティードの言葉なんて気にもとめず、キースはティアラローズの髪を撫なでる。

　困ったように顔をしかめて、しかしティアラローズは冷静さをとりもどす。

　彼女に向けられたキースの言葉が、張りつめた空気に似合わないくだけた言葉だったからだろう。

「おやめください、妖精王。わたくしは、アクアスティード殿下の婚約者です」

「そうか。──それは、残念だ。とてもな」

　真面目な瞳でキースを見つめて、ティアラローズはしっかりと自分の意志を言葉で伝える。

　それを笑うように受け止めて、キースは喉元の剣を手で払った。そのままアクアスティードへ射い抜ぬくような視線を向ける。

　いったい、誰に剣を向けていると思っている。

　そう、キースの瞳は暗に告げていたのだ。

　ティアラローズの言葉に、次はアクアスティードが息を吞んだ。まさか、この場にいる男が、自分の婚約者を口説いた男が、妖精王だなどと──いったい誰が思うだろうか。

　しかし、ティアラローズがこの状じよう況きようで冗じよう談だんを言うわけがない。つまり、妖精王であるということはまごうことなき事実なのだ。

「──まさか、森の妖精王だとは存じませんでした。刃やいばを向けた非礼をお詫わび致いたします。私はこの国マリンフォレストの王太子、アクアスティード・マリンフォレストと申します」

「いい。許そう、今の俺は機き嫌げんがいいからな」

　アクアスティードはキースへ跪き、一礼する。

　いかに王太子といえども、妖精王の方が尊とうとい存在であることは間違いない。対等な立場に立てるような人間は、一国の王だとしてもなかなかにいないだろう。

「ですが、ティアラローズは私の婚約者です。──あまり近すぎるのは、妖精王として品があるとは思えませんが？」

「あ、アクア様!?」

　挨拶を終えると、アクアスティードはすぐにティアラローズを自分の下へと抱きよせる。

　誰にも触れさせはしないと、ぎゅっと自分の腕の中へ抱きしめて離さない。腕の中のティアラローズは、恥ずかしくなり体を捩よじる。

「何だ。随分と愛されているな、ティアラ？」

「……っ！　キースが誤解をさせるようなことをしたからでしょう!!」

　くつくつと笑って、キースは面白そうにしている。

　まさか妖精王である自身に、剣を向ける者がいるとは思わなかったのだ。しかも、それはこの国の次期国王だ。

「まぁ、いい。今日のところは帰る。ティアラ」

「な、なに……？」

「辛つらくなったらいつでも俺を呼ぶといい。クッキーの礼に、助けてやろう」

　ティアラローズとアクアスティードの下まで歩き、キースは最後にそっとティアラローズの手ての甲こうへと口付けた。

　そして次の瞬間──その姿は搔かき消きえた。

「……キース？」

「妖精王は、帰ったようだね」

「…………」

　転移をして姿を消したキース。場に残されたのは、もちろんティアラローズだ。

　そして──いつもよりいくばくか雰ふん囲い気きの冷たいアクアスティード。

「あ、あの……っ！」

　ティアラローズは謝罪のため慌てて口を開こうとするが、アクアスティードはそれを許そうとはしない。無言でティアラローズを抱きかかえ、すぐ近くのソファへと腰こし掛かける。

　横抱きにされていたティアラローズはといえば、そのままアクアスティードの膝ひざへと座らされる。

　怒おこっていることを隠かくそうともしない彼かれに、まさかおろして欲ほしいとも言えない。




　二人の間に、沈ちん黙もくが流れる。

　けれど、それとは裏腹にアクアスティードの手はティアラローズの髪を撫で続けている。

「……アクア様」

「…………」

　おずおずと声をかけて、アクアスティードの顔を覗き込む。返事はなかったが、瞳をティアラローズへと向け微笑んだ。

　──よかった。嫌われてはいないみたい。

　ほっと胸を撫なで下おろして、ティアラローズはしっかり謝あやまろうとアクアスティードの膝からおり、横に座ろうとして──失敗した。

「あ、アクア様？」

「駄目。ここにいなさい」

「…………は、はい」

　有う無むを言わさぬ声こわ色いろで、「離れることは許さない」と。そう、低い声で、耳元で囁ささやかれる。

　しっかりと向き合って謝りたかったのだが、アクアスティードの嫉妬によりそれは無理となった。仕方がないので、そのままの体勢でティアラローズは謝罪の言葉を伝える。

「ご心配をおかけして申し訳ありません。このような時間まで、何も告げずに……」

「……別に、そんなことでティアラを怒ったりはしないよ。森の妖精たちに、連れて行かれたのだろう？　ちゃんとタルモに報告を受けている」

「そ、そうでしたか……」

　怒ってはいない。アクアスティードは確かにそう告げたが、ティアラローズにはその瞳に怒いかりが見えた。絶対に怒っている。しかも、今までで一番機嫌が悪いのだ。

　表面上は笑っているが、口調はいつものように甘くなく、淡たん々たんとしたものだった。

　ティアラローズはもう一度謝罪するが、アクアスティードの態度は変わらない。それどころか、さらに密着するように、腰に手を回された。

「あ、アクア様？」

　とたんに、ティアラローズの鼓こ動どうが速まる。

　自分は謝罪をする立場であり、ときめいている場合ではないのに。それでも、どきどきと鳴る心臓は止まらない。

「ティアラは──」

　つつ、と。ティアラローズの名前を耳元で囁きながら、アクアスティードの指がその首筋を辿たどっていく。思わずびくりと、ティアラローズの体が震える。

「私が、怒っていると思ってる？」

「……っ！」

　そう聞きながら、アクアスティードはティアラローズの耳をそっと口へ含む。吸い付くように口づけられて、「んっ」と、ティアラローズから甘い声がもれる。

　そのまま唇くちびるで首筋を辿り、赤い印をつけていく。

「あくあ、さま……んぅっ！」

「……ティアラは、私を弄もてあそぶのが上う手まい」

「え、ぁ？」

　そのまま胸むな元もとまで口づけて、アクアスティードの熱い視線がティアラローズを搦からめ捕とる。

　いったいどうしてこうなってしまったのか。ティアラローズの頰ほおはすっかり赤く染まり、少し息が乱れた。

「わからない？」

「え、と……？」

　少し寂さびしそうにするアクアスティードに、ティアラローズは焦ってしまう。

　どうやらアクアスティードが怒っているのは間違いない。しかし、その理由がティアラローズにはわからなかった。

　心配をかけてしまったことは先ほど謝罪したし、さらに違うとも言われてしまったのだ。でも、それ以外に何か怒らせるようなことをしてしまっただろうか。

　そう考えたところで、はっとする。

　──もしかして、キースが私に触れたこと？

　確かに、婚約者が他人に、しかも異性に触さわられるのは気分がいいものではない。

「ご、ごめんなさい。キースが、わたくしに触れたから……？」

「そうだね──それも、あるね」

　それもある。

　つまり、ほかにも原因があるということだ。

「まったく、妬やけるね」

「……？」

「ティアラは私のものなのに。ねぇ？」

　頰を撫でられて、「わかってる？」と。アクアスティードがティアラローズに問いかける。

　こくこくと頷いて、ティアラローズは「も、もちろんです」と答える。

　しかし、アクアスティードが怒っているもう一つの原因はわからないままだ。いったいどうして、こうも怒っているのだろうか。

　恐おそらくキースが関係しているであろうことなのだが、ティアラローズにはまったく想像がつかなかった。

「ティアラ」

「あ、アクア様……？」

「それだよ、私が怒っている原因は」

「え──？」

　──それっていったいどれですか!?

　名前を呼ばれただけで、特に原因と呼べるものはないように思える。

　ティアラローズはますます混乱してしまい、なぜ？　と、頭の中で疑問がくるくると渦うず巻まく。

　どうしようと悩んでいるうちに、アクアスティードによってティアラローズの体はソファへ押おし倒たおされた。

「消毒してあげる、全部」

「……っ！」

　ちゅっ、と。

　アクアスティードは先ほどキースが触れた箇か所しよへ、口づけを落としていく。

　予想していなかった展開に、ティアラローズはびくりと体を震わせる。

　まさかそんな、ゲームじゃあるまいしこんな恥ずかしいこと、あるわけがない。そう思ったのだが──。

　──そうだ、これはゲームの世界だった!!

　愛おしむように口づけられて、ティアラローズは恥ずかしさのあまり両手で顔を隠した。

　しかし、それもすぐアクアスティードに解かれてしまう。指を絡めるようにして、その手に縫ぬい付つけられる。

「可愛い顔、もっと見せて」

「……っ！」

　首筋をついばむように口づけられて、逃のがれたくてもアクアスティードが上にいるため思うように動けない。

　そのもどかしさに息をはいて、ティアラローズはどうにか熱を逃にがす。

「うぅ、アクア様……っ」

「…………名前」

「──え？」

　アクアスティードの名前を呼んだときに、小さな声がティアラローズの耳へ届く。それはいったいどういう意図を持ったものなのか。

　名前、名前……。頭の中で反はん芻すうして、その意味を必死に探さぐろうとする。

　──アクア様の怒っている原因は、名前？　でも、アクアと愛あい称しようで呼ぶことを許可してくれたのはアクア様自身なのに。

　そう考えたところで、はたと気付く。

　──私は、キースを呼び捨てで呼んでいた。もしかして、それで……？

　アクア様も、呼び捨てにしてほしいということ？

　瞬間的に思い浮かんだ原因は、なによりもティアラローズに嬉しいものだ。まさか、そんなことで嫉妬されているとは思ってもみなかったから。

　でも……。本当に、そう呼んでもいいのだろうか。さすがに公衆の面前でそのようなことは出来ないけれど、二人きりのときならば？

　──名前で呼んでも、いい？

　そう思うことが出来れば、後は早かった。

　無意識に、口が開いていたのだから。

「あ、あくあ……」

「……っ！」

　瞳を少しだけ潤うるませて、恥ずかしそうにするティアラローズ。

　しかしはっきりと、様を付けずにアクアスティードの名前を呼んだ。可か憐れんな唇から呟つぶやかれたその名前は、今までで一番甘さを含んでいる。

　まるでデザートのようだと、アクアスティードはくすりと笑う。そのまま耳元へ唇を近づけて、宝物のようにティアラローズ自身を抱きしめた。

「──正解」
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　ティアラローズがマリンフォレストへ来てから、二十日のときが過ぎた。

　まだひと月も経たっていないというのに、それはもう様々なことが起きている。ヒロインであるアイシラとの出会い、そして妖精王との出会い。

　もちろん、合間には社交としてマリンフォレストの貴族令嬢たちとお茶会をする機会もあった。

　そしてこれから本格的に始まるのは、──花はな嫁よめ教育だ。

　しかし、ラピスラズリの王太子であるハルトナイツの婚約者であったティアラローズは、ほとんどの教養は身につけている。

　そのため、主に行われるのはマリンフォレストに関する教養だ。

　妖精に関すること、歴史に関すること。そして、婚約者であるアクアスティードとの信しん頼らい関係を築き上げていくこと。




　天てん蓋がい付つきのベッドへと深く沈むと、視界には美しい珊瑚の装飾が施ほどこされている。淡あわい光を灯ともすそれは、自然と暗くなっていく。

「しっかりとしないといけないわね。わたくしは、この国の王おう妃ひとなるのだから……」

　夜が静かに更ふけ、ティアラローズは眠ろうと瞳を閉じたのだが──なかなか眠りは訪おとずれない。

　それはこれから始まる花嫁教育の不安からか。それとも、本当に王妃になれるのかという不安だろうか。

　それはティアラローズにも、わからなかった。

　──アクア様。いいえ、アクア。

　寝ねる直前に思い出すのは、いつもアクアスティードのこと。

　妖精王のことをキースと呼び捨てにしてから、二人きりのときはアクアと、敬けい称しようをつけてはいけないという暗あん黙もくのルールが出来上がっていた。

　二人きりのときはアクア。

　親しい人たちのみいる場合はアクア様。

　公衆の面前ではアクアスティード殿下。

「……いつか間違えてしまいそうだわ」

　──でも、呼び捨てで、なんて……恥ずかしい。

　そう思って、ころんと寝ね返がえりを打つ。そうしないと、嬉しくてにやけてしまいそうだったからだ。

　キースとアクアスティードが対たい峙じしたときはさすがにティアラローズも焦ったが、結果として二人の距きよ離りは縮まった。

　その点に関しては、とてもキースに感謝しているのだ。

「って、寝ないといけないんだった」

　早く休まなければ、明日からは花嫁教育が始まる。にやけてしまった自分を叱しつ咤たし、ティアラローズはもう一度ゆっくり瞳を閉じた。
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「……大変結構でございます。ティアラローズ様は、本当に優ゆう秀しゆうでいらっしゃいますわ」

「ありがとうございます、先生」

　その言葉が教師から出たのは、花嫁教育を始めてたった一ケ月後のことだった。

　優雅に淑女の礼をとり、ティアラローズは微笑む。このひと月で行われたことは、社交に関する事こと柄がらに絞しぼられた。これは異例の早さだ。

　礼れい儀ぎ作法、ダンス、刺し繡しゆう、一いつ般ぱん的てきな教養。そのすべてにおいて、ティアラローズは一度で教師から褒められたのだ。

　ハルトナイツの婚約者として学んできたことが無む駄だにならず、ティアラローズは素す直なおに嬉しかった。国外追放される予定だったので、これらはすべて不要になると思っていたのだ。




　今後は、教養以外のことを勉強していく。

「この後は、一週間かけて妖精のことを学んでいきます」

「はい」

「一般的に知られている知識ではありますが、それよりも深く説明をしていきます。ティアラローズ様は、我わが国くにの王妃となられるのですから……しっかりと学んでください」

　そう言って、教師は分厚い本をティアラローズへと手て渡わたす。

　ぱらりとめくっていけば、書かれていることは妖精に関する知識全ぜん般ぱん。それは確かに、一般にはあまり知られていないようなことが書かれていた。

　これを一週間かけて教えてもらえるのは非常に助かると、ティアラローズは思う。妖精に関して、他国へはあまり情報が出ないのだ。

　──もしかしたら、情報の制限がされていたりするのかもしれないわね。

　それならば、自身が喋しやべってもいい範はん囲いをしっかり確かく認にんしなければならない。そう心に留とどめる。

「ティアラローズ様は、森の妖精にとても好かれておいでですわね。彼らとは、何かお話しなどはされますか？」

「そうですね……。妖精さんたちは、わたくしが庭園へ出ると近くに来てくださいます。何か話題があるわけではなく、花が綺麗だとか、そういったお話が多いですね。後は、甘いお菓子が好きですわ」

「お菓子が？」

　ティアラローズのお菓子という言葉に、教師は驚いたように目を丸くする。今まで妖精が何かを食べる、という話を聞いたことがなかったからだ。

　正確には、人間が食べ物を与あたえようとしなかったというのが正しい。もちろん、妖精に食べ物を差し出した者はいたが、受け取ってもらえなかったのだ。

　そのため、妖精は人間の食べ物を食さないとされていた。

「森の妖精がお菓子を……。わたくしは海の妖精に祝福をいただいていますが──お菓子を差し上げれば食べてくれるのかしら？」

「残念ながら、わたくしは海の妖精に好かれていないようでして。先生がお試ためしになられるのがよいかと思います」

　本当に残念なことに、ティアラローズは海の妖精に好かれていないどころか──嫌われてすらいるのだ。その分、森の妖精が祝福をしてくれてはいるのだが。

　ティアラローズの言葉を聞き、教師はひとつ頷いて「そうしてみましょう」と言った。

「森の妖精に祝福をされるというのは、とても光栄なことです。ティアラローズ様がアクアスティード殿下の妃きさきとなられるのを、楽しみにしています」

「ありがとうございます。それまで、どうぞよろしくお願いいたします」

　恥ずかしくない妃になれるよう、この国のことをしっかりと教えてもらおう。

「では、本日はこれまでにして──まぁ、アクアスティード殿下」

「え？」

　明日からまた妖精の講義を。そう教師が伝えようとして、部屋へ入って来るアクアスティードの姿が目に入った。

　どうやらティアラローズを迎えにきた彼は、「終わったようだね」と微笑んだ。

「ええ。本日は終しゆう了りよういたしました。ティアラローズ様は大変優秀でしたから、六ケ月で行う予定だった内容が一ケ月で終了致しましたわ。残りは一週間、妖精に関して講義をして終了です」

「そうか。ティアラはとても優秀だね」

「ありがとうございます、アクアスティード殿下。精せい一いつ杯ぱい頑がん張ばります」

　教師に一礼し、ティアラローズはアクアスティードにエスコートされその場を後にする。




　どこに連れていかれるのだろうとティアラローズが考えていると、どうやら行き先はアクアスティードの執務室のようだった。

　赤い絨じゆう毯たんの敷しかれた長い廊ろう下かを進み、両サイドの壁かべに施された装飾に視線を向ける。どれも美しいそれは、マリンフォレストの名産品である珊瑚をふんだんに使った上品なものだ。

「今後について、少し話をしよう」

「はい」

　入室すると、きちんと席が整えられていた。

　ソファに促うながされて、ティアラローズは席に着く。その向かいにはアクアスティードが座り、ティアラローズの背後には護衛としてタルモが控える。

　エリオットは書類を準備し、別に仕事をするようだった。

「楽にしていいよ、ティアラ。ここには側近しかいないからね」

「はい、アクア様」

　エリオットはもちろん、現在ティアラローズの護衛をしているタルモも元はアクアスティードの側近なのだ。

　それでも、花嫁修しゆ業ぎようにきたばかりのティアラローズに緊きん張ちようするなというのは難しい。しかし、その気遣いは嬉しいものだった。

「ティアラの花嫁教育に関しては、毎日報告を聞いていてね。とても優秀だと、どの教師も褒めていたよ」

「もったいないお言葉です」

　誇ほこるように話すアクアスティードに、ティアラローズは恥ずかしくなってしまう。

　マナーや礼儀などの一般教養に関しては、ティアラローズにとって出来て当たり前のことなのだ。そのため、なぜこんな基き礎そを？　という疑問すらもってしまったほど。

　しかし実際の令嬢は、優雅な動作を身につけてはいるが──すべてにおいて、または本質までの理解をしていない場合が多いのだ。

　よほど厳しい教育を幼少期から行わなければ、ティアラローズのような淑女になることは難しい。

　そのため、王族へ嫁ぐ令嬢の花嫁修業は人一倍厳しいとされている。

「ティアラには残りの期間、私の仕事を見てもらおうかと思っているんだ」

「アクア様の仕事、ですか？」

「そう。この国の情勢を的確に理解するにはそれが一番だろう？　ティアラは王妃になっても、結けつ婚こん後に私の執務に直接的に関わることはあまりないだろうが──知っていることは、悪いことではないからね」

　なるほどと、ティアラローズは思う。

　書類の処理や実際の指示を出すなどの政務はすべてアクアスティードが行うが、妃となるティアラローズは視察などに同行する機会も多い。

　そうであれば、普ふ段だんの仕事状況を知っているということは有意義なことだ。どういった場面にどのような処理を行うのか。それにより、人への対応も変わるからだ。

　けれど──。

「わたくしは、まだ婚約者にすぎません。マリンフォレストに関する情勢を、ましてや王太子であるアクア様の──」

　婚約者にすぎない自分に、あまり情報を与えすぎてはいけません。

　そう言おうとティアラローズは口を開いたのだが、アクアスティードの指がそれ以上は駄目だよと口に当てられた。

　困こん惑わくするティアラローズをよそに、アクアスティードは「問題ない」と簡潔に答えを出す。

　それは、アクアスティードがティアラローズを離しはしないという意思の表れだ。

　──アクア様の信頼はもちろん嬉しい。

　けれど、ゲーム通りに進んでしまう可能性だって……。ヒロインであるアイシラが妃になる可能性だって、ゼロではないのだと。そう考えて、しかしティアラローズはそう考えるのをやめた。

　こんなことを考えていては、勝てる戦いくさも負けてしまう。

　何事も、強気でいかなければと自分自身を叱咤した。

　ゲームのことが関わってくると弱気になってしまうのは、ティアラローズの悪い癖くせだ。

「わたくし、アクア様のお役に立てるよう頑張ります」

「ああ。よろしく頼たのむ、ティアラ」

「はい」

　こうしてティアラローズは、妖精に関する勉強と、アクアスティードの執務を見学するという日常を過ごすことになった。

「ただし、約束して欲しいことがひとつある」

「はい、何でしょうか？」

「何か困ったことがあれば、すぐ私に相談すること。決して一人で抱かかえ込こんではいけないよ」

　厳しい規則の説明かと身構えれば、それは単にティアラローズを気遣うものだった。

　素直に頷くと、アクアスティードも満足気に頷いた。

　しかし、ティアラローズはまだ知らない。

　アイシラが、仕事のためと頻ひん繁ぱんにこの執務室に訪れているということを……。
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　午前中は妖精に関する授業を受け、午後はアクアスティードの執務室で見学をするという毎日を繰くり返かえす。

　しかし、あまりアクアスティードの役に立つことが出来ずにため息が出てしまう。




　一日を終えると、ティアラローズは自室で復習を行い翌日の予習をする。少しでもこの国の役に立てるように、アイシラに負けないようにと必死になる。

　そんな主人を見て、フィリーネはいつも頑張りすぎですよと注意するようになった。

「ティアラローズ様はとても頑張っていらっしゃるじゃないですか」

「でも……。アイシラ様はまだ十四歳さいだというのに、しっかりと仕事をされていらっしゃるわ」

　柔やわらかなソファに腰を落ち着けて、フィリーネの淹いれた紅茶をゆっくりと飲み干す。

　夜が更け、城内も静かで風の音が聞こえる。一日の終わりに紅茶を飲みながらまったりするのが、ティアラローズは好きだった。




　そして昼間のことを思い出す。

　アクアスティードの執務を見学し始めて、度たび々たびアイシラがやってくるのを知った。その都度もやっとしたものが胸にかかるが、仕事だからとティアラローズは自分に言い聞かせた。

　──でも、十四歳で仕事をこなすなんて。日本では考えられないわね。

　心の中でため息をつき、どうやって役に立とうかとティアラローズは悩んでいるのだ。

「ティアラローズ様は、いらっしゃるだけで十分アクアスティード殿下のお役に立っているではありませんか」

「フィリーネ？」

　侍じ女じよの言葉に、首を傾げる。いるだけで役に立つとはいったいどういうことなのだろうか。本気でそう考えるティアラローズに、フィリーネは「そんなところもいいんですけどね」と苦笑した。

　アクアスティードがティアラローズを溺でき愛あいしているのは周知の事実ではあるのだが、当の本人はあまり自覚がないらしい。

　ティアラローズがいるというだけでアクアスティードの機嫌はいいし、執務もはかどっている。

　そんな主人をフィリーネは可愛いとは思うのだけれど、しかしまだ花嫁修業中の身だ。過度な触ふれ合あいはあまりよくないだろうし……。そう考えて、ならばと手を打つ。

「お菓子はいかがですか？　ティアラローズ様がお作りになるお菓子は、魔力を込められるではありませんか。疲ひ労ろう回復効果のお菓子など、いいと思います」

「さすがフィリーネだわ！　そうね、お菓子であればわたくしもお役に立てるわ」

　名案だと、ティアラローズは花がほころぶような笑顔を見せた。

　それならばすぐに準備をしなければと、ティアラローズは立ち上がったのだが──もちろん、フィリーネに止められた。

「ティアラローズ様、今はもう夜です。明日にいたしましょう？」

「むむ……。それもそうね、明日は早起きして作りましょう」

　迷めい惑わくがかかりますとフィリーネが止めれば、ティアラローズはすんなりと頷いて就しゆう寝しんの準備を始める。

　うきうきと楽しそうな主人を見て、フィリーネは安心する。最近は、「今日もアイシラ様がいらしたの……」という、辛そうな言葉が多かったからなおのこと。







　お菓子を作ると意い気き込ごんだティアラローズは、朝あさ一いちで城の厨ちゆう房ぼうを借りることが出来た。

　実はお菓子を作るのが好きな彼女のために、アクアスティードが用意しておいたティアラローズ専用の厨房なのだが、それを知る者はいない。

　そんな中、準備をしているティアラローズの下へやってきたのは森の妖精たちだ。両手に木の実や花をたくさん持っていて、『あげる』と次々にプレゼントされた。

『ティアラ、これ美味しいよ～！』

「ありがとう、とても美味しそうね」

　受け取った木の実を目にして、せっかくなのでお菓子の材料にしようとひらめく。

「何をお作りになるのですか？」

　様子を窺っていたフィリーネも、楽しそうにしている。

「ふふ。今日は、ケーキ。妖精さんたちが木の実をくれたから、それを使ってみるの」

「まぁ、美味しそうですね」

　お菓子作りはティアラローズが一人でこなすため、フィリーネは見学だ。退屈な思いをさせてしまうが、こればかりは仕方がない。

『このお花も、食べられるよー』

「そうなの？」

　妖精の言葉を聞いて、ティアラローズは花をひとつ手に取った。それは黄色の可愛らしい小さなお花で、ケーキの上に飾ればとても華はなやかになるだろうと考える。

　日本でも、食用の可愛らしい花を取とり扱あつかうお店があった。

　──どこの世界も、花を食べるのね。

　ぱくり。

　と、ティアラローズは手に持った花をそのまま口に含む。横からフィリーネの悲鳴が聞こえるが、そんなことは気にしない。

　もぐもぐと味わうようにして、飲み込んだ。ふむと考えて、ティアラローズは花びらを準備している途と中ちゆうだった生クリームへと混ぜた。

「何をされているんですか、ティアラローズ様……」

「これ、食用なんですって。甘かったから、ケーキに使おうと思って」

　そう言いながら、花びらを一枚フィリーネの口へと押おしつけた。思わずもぐっと食べてしまい、「ひゃー」とフィリーネが声をあげる。

「花は食べ物じゃな……美味しいです！　それに、自然の甘みがあって全然苦くない」

「でしょう？」

　フィリーネは、まじまじと花を見る。こんなに美味しい花があるなんてと、驚きに目を見開いている。そんな彼女を横目に、ティアラローズはケーキを作り上げた。

　木の実とフルーツを使った、とても可愛いお花のケーキだ。

　──アクア様、喜んでくれるかしら。







　フィリーネは絶望していた。

　執務室に向かったティアラローズを見送り、頃合いを見てケーキを運ぼうとしていたのだ。しかし、そこで見付けてしまったのは──豪ごう華かなケーキ。

　どうやらティアラローズと同じく、アイシラもケーキを持参したようだった。

　メイン厨房には、運んできたティアラローズのケーキ。そしてアイシラのケーキ。

　その二つがででんと鎮ちん座ざしていた。

「まさかこんな展開になるなんて……。思ってもいませんでしたわ」

　アイシラのケーキを前に、「むむむ」と顔をしかめるフィリーネ。

　ティアラローズと違い、一流のシェフが作ったケーキは二段のフルーツケーキだった。チョコレートもトッピングされており、絶対ティアラローズ様が好きなやつだとフィリーネは思う。

　──いっそ、アイシラ様のケーキにタバスコでも仕込んでおく？

　いやいやいや、ティアラローズ様の侍女としてそのようなはしたない真ま似ねはいけないわ。一瞬頭をよぎった悪い考えをすぐにふるい落とし、フィリーネはため息をついた。

　本当はとてもとても何かしてやりたいフィリーネ。いつもティアラローズの顔を曇らせているアイシラをよくは思っていないのだ。

　もちろん、それを表に出したりはしないのだけれども。

「とりあえず、アクアスティード殿下にはお腹なかいっぱいティアラローズ様のケーキを食べてもらいましょう。その後なら、アイシラ様のケーキをお出ししてもいいわ」

　──よし、完かん璧ぺきだ。

　ティアラローズ手作りのケーキだ。アクアスティードが食べ終わった頃合いにおかわりを追加すれば、残さず全部食べてくれるだろう。

　いっそ一ホールすべてをアクアスティードに食べさせようとすら考えているフィリーネは、るんるん気分でケーキを執務室へと運び込んだ。

　赤い絨毯を進んで行き、しばらくするとアクアスティードの執務室の前へ着く。コンコンコンとノックをし、許可を待って入室する。

　すぐにティアラローズがフィリーネを迎え入れ、ケーキの用意をしたとアクアスティードへ嬉しそうに報告した。




　フィリーネの押すワゴンに載のっているのは、早起きをして作ったケーキだ。森の妖精からもらった木の実や花も使っているため、その味は格別に仕上がっている。

「ティアラが焼いたケーキ？　それは嬉しいね。少し休きゆう憩けいにしようか」

　アクアスティードは仕事の手を止め、休憩出来るスペースへと移動する。

「まぁ！　ティアラローズ様はお菓子をお作りになられるのですか？　すごいです」

「ありがとうございます」

　打ち合わせのために登城していたアイシラも、嬉しそうに微笑んだ。

　丁てい寧ねいに人数分に切り分け、紅茶と一緒に差し出していく。最初に口にしたのは、アクアスティードだ。花も一緒に口にして、その美味しさに頷く。

「うん。ティアラのお菓子はどれも美味しいね」

「アクア様のお口に合ってよかったです。このお花と木の実は、森の妖精さんがくださったんです」

「それに、これは──いや、細かい感想は後で伝えるよ」

「はい」

　おそらく、ティアラローズが込めた魔力のことを言いたかったのだろう。アクアスティードが開いた口を、しかし「夜に」と言って閉じる。

　ティアラローズがお菓子に魔力を込められるということは、この国では言っていない。

　あまり大勢の前で言うようなことではないので、アクアスティードとエリオットしか知らないのだ。

　隣となりでは、アイシラとエリオットもケーキを口にしてその味を絶賛していた。

　よかったとティアラローズが安心していると、再び部屋にノックの音が響ひびく。アクアスティードが入室の許可を出すと、現れたのは豪華なケーキを持ったアイシラの侍女だった。

「あら？」

　とても美味しそうなケーキに、自然と目が釘くぎ付づけになってしまう。

　まさか、横で自分の侍女がいっそ隠してくればよかったかしらと考えているとは露つゆほども思わず。

「これは、アイシラ様が？」

　ティアラローズはアイシラの侍女を知っているため、すぐに誰が用意したケーキなのかがわかった。思わずそう呟くと、アイシラは気まずそうに小さく頷いた。

「我わが家やのシェフが考えた新作のケーキなんです。最近はティアラローズ様もいらっしゃるので、甘いものでもと思ったんです。ですが、タイミングが悪かったみたいで……」

「そうだったのか」

　申し訳なさそうにするアイシラに、ティアラローズは「お気になさらないで」と優しく微笑んだ。

　むしろ、ティアラローズとしてはウエルカムなのである。前世からスイーツ大好き女子だったため、どんとこいと言ってあげたいくらいだった。

　豪華な二段のケーキは、ティアラローズをとてもわくわくさせた。

　早く食べたくて、一番に取り分けてもらう。

「とっても素敵なケーキです、アイシラ様。わたくし、お菓子が大好きなんです」

　にこにこしながら、アイシラのケーキを口に含む。ふわふわしたクリームのケーキは、とてもティアラローズ好みだった。

　──やっぱり、シェフの作るケーキは美味しいっ！

　自分にもこんなケーキを作ることが出来たらいいのにと、少し悔くやしくなってしまう。今度、オリジナルのケーキに挑ちよう戦せんするのもいいかもしれないと……心で思う。

　いろいろなお菓子は作るけれど、これ！　といったメインのスイーツを持っているわけではない。パティシエではないけれど、自分自身を表す料理を作りたいと思ったのだ。

　満足そうに食べ終えて、ふぅと紅茶を飲み干した。

「ティアラは本当、幸せそうにお菓子を食べるね。ずっと見ていたいくらいだ」

「ええ。わたくしもまたお菓子をお持ちさせていただきます」

「あ……」

　アクアスティードとアイシラに言われ、ティアラローズはとたんに恥ずかしくなる。そんなにも嬉しそうに食べていただろうか。

　後ろに控えていたフィリーネは何事もなかったことに安心し、ほっと一息つく。

　アクアスティードはアイシラのケーキも食べ、危き惧ぐしていたティアラローズとアイシラのケーキの張り合いなども行われはしなかった。

　もちろん、一人張り合っていたのはフィリーネなのだが……。

「しかし、木の実のケーキに、フルーツのケーキとはどちらも豪華ですね。アクアスティード様は、どちらがお好きですか？」

「……っ!!」

　のんびりケーキを食べながら爆ばく弾だんを投下したのは、エリオットだ。

　ティアラローズとアイシラは息を吞み、ちらりと視線をアクアスティードへ向けた。不安そうな二人は、どきどきしている。

　どちらのケーキがアクアスティードに選ばれるのか。期待と不安。聞きたくないけれど、聞きたい。

　そんな二人をよそに、勝利を確信しているのはフィリーネだ。

　あれだけ溺愛しているティアラローズのケーキより、アイシラのケーキを選ぶとは思えない。しかも、ティアラローズが用意したケーキは魔力入りの手作りなのだ。

「……そうだな」

　しかし、アクアスティードはなかなか答えを出せないでいる。

　答えとしてはティアラローズ一いつ択たくではある。だが、アイシラはこの国の公こう爵しやく令嬢なのだ。そう簡単にどちらのケーキがいいとも言えない。

　簡単に答えてしまえばいいのだが、アクアスティードの王太子という身分はそれを自由にさせはしない。




「……なんだ、悩むまでもなくティアラの方が美味いじゃないか」




　不意に聞こえてきたのは、妖精王キースの声だ。ケーキの載ったワゴンの横に突とつ如じよ現れ、ティアラローズとアイシラのケーキを手に持っていた。

　どうやらそれぞれ一口ずつ食べ、どちらが美味しいのかという判断をくだしたらしい。アイシラのケーキをワゴンに戻し、キースはティアラローズのケーキだけを平らげた。
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　綺き麗れいに整えられた部屋に、落ち着いた明かりがともされる。

　深い赤色のシックなソファと、テーブルの上にあるグラスにはワインが注そそがれている。

　ぱさりと書類を机に置いてから、アクアスティードはエリオットに明日の予定を確かく認にんするのだが──その前にエリオットを睨にらみつけた。

「勝手に片付けようとするな」

「まだ召めし上あがるんですか？　まぁ、いいですけど……」

　従者であるエリオットは、ソファに座るアクアスティードを呆あきれたように見る。「食べる」とアクアスティードが答えたのは、昼間にティアラローズが作った木の実のケーキだ。

　普ふ段だんはあまり甘あまいものを食べないアクアスティードだが、愛いとしいティアラローズが作ったというのであれば話は違ちがってくる。

　フォークを使い一口食べれば、「美う味まいな」と顔がほころぶ。

「まったく。それならばすぐにティアラローズ様のケーキが美お味いしかったと言えばいいものを」

「……お前な。アイシラ嬢じようの機き嫌げんは、いい状態をキープさせる必要がある。城にいる間は、ことさらにな」

「それはそうですけど」

　エリオットも理解はしているが、ティアラローズがときおり見せる不安げな瞳ひとみが気になって仕方がないのだ。




　アイシラの機嫌とは、海の妖よう精せいという存在が大きく関わってくる。海の妖精にとても愛されているアイシラは、その感情が妖精へダイレクトに伝わる。

　アイシラが不機嫌になると、海の精せい霊れいも荒あれる。逆に幸せであれば、海は恵めぐみをもたらし国は大きく豊かになるだろう。

　それが海の妖精に愛されし、続編のヒロインアイシラなのだ──。
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「あああぁぁっ！　水も滴したたるイイ男スチル!!」

　寝ね言ごとを叫さけんだティアラローズは、思わず目を見開き飛び起きた。時刻はまだ真夜中、朝日も昇のぼらない夜の闇やみだ。

　がばりと体を起こしたのは、すっかり忘れ去っていた事実を思い出したからだ。




　──水も滴るイイ男スチル。

　ティアラローズが前世で死ぬ直前に公開された続編ゲーム唯ゆい一いつのサンプルスチル。

　アイシラとアクアスティードが海辺を散歩していて、転びそうになったアイシラを庇かばったアクアスティードが海へ落ちて水を浴びてしまうというイベントだ。

　あおり文として、『水も滴るイイ男♪』と書かれていたのを思い出す。




「どうしてこんな素す敵てきなスチルの存在を忘れてたんだろう……。アクア様、格かつ好こよかった」

　ベッドから体だけを起こし、「ほぅ……」と息をつく。

　うっとりとスチルを思い返して、同時に普段のアクアスティードのことも思い出す。いつも優やさしくティアラローズを甘やかす彼かれは、自分にはもったいないくらいのイイ男なのだ。

「イベントはいつなんだろう。海辺に行ったときに起こるはず……」

　スチルが公開されただけだったので、どのようなタイミングでそのイベントが起きるかはティアラローズにもわからない。

　しかし、アクアスティードの公務に海へ行くという予定は今のところない。それにほっとしつつも、プライベートはどうだろうかと考える。

　毎日のように仕事をしているアクアスティードは、そんなに休みがあるわけではない。加えて、暇ひまがあればいつもティアラローズのところへやって来る。

　暇だからと、アクアスティードがティアラローズに何も告げず海へ行くことは考えにくい。否いな、ありえない。

　可能性があるとすれば、アイシラに誘さそわれて……という線が濃のう厚こうだろう。

「とりあえず、予定をしっかり把は握あくしておこう」

　もしも海へ行くようなことがあれば、全力で止める。どうしても外せない公務であるならば、いっそアイシラを引き止めるくらいはやらなければと……思う。

　しかし相手のアイシラはこの国の公こう爵しやく令れい嬢じようだ。ラピスを賜たまわったとはいえ、ティアラローズは他国の侯こう爵しやく令嬢。強く出ることはなかなか難しいだろう。

「……最悪、わたくしは絶対について行けるようにしておこう」

　──アイシラ様とアクア様を、海辺で二人きりにはさせられない！

　それだけは絶対だ。

　今度こそは、絶対頑がん張ばるぞと意い気き込ごんで、ティアラローズは興奮冷めやらぬまま再び眠ねむりにつくためベッドへ潜もぐり込こんだ。







　翌日、身み支じ度たくを終えたティアラローズはアクアスティードと一いつ緒しよに朝食をとっていた。普段と変わらない朝の風景ではあるが、今日はいつもと少し違っていた。

　アクアスティードの言葉を聞き、思わず椅い子すから立ち上がる。

「──え？」

「うん？　アイシラ嬢の海へ、視察に行くんだよ」

　真夜中、ティアラローズが危き惧ぐしていた出来事が……まさに今、現実のものになろうとしていた。

　今までそんな話は出ていなかったというのに、いったいどうしたことなのだろうか。不安になりアクアスティードに理由を尋たずねると、「新種の珊さん瑚ごが出来たらしい」と。

　海の妖精に愛されているアイシラの海は、色とりどりの珊瑚や魚がたくさん生息しているのだ。

　アクアスティードが話すように、新種の魚や珊瑚も一定期間おきに生まれる。あまりにも納なつ得とくのいく理由ではあるが、それでもティアラローズは行かせたくないと思ってしまう。

　水も滴るイイ男を、アイシラに見せたくない。独ひとり占じめしてしまいたいと──そう願ってしまうのだ。

「ティアラ？」

「……い、いえ」

　呆ぼう然ぜんと立たち尽つくすティアラローズを心配し、アクアスティードも席から立ちティアラローズの下へと行く。

　現在、朝食をとっているのはティアラローズの自室。フィリーネたちも下がっているため、二人だけだ。

　朝食は二人でゆっくり出来る時間なので、アクアスティードはいつも機嫌がいい。

　しかし、曇くもってしまったティアラローズの表情を見てしまえば、そうもいかない。いったい何が彼かの女じよに憂うれいを与あたえたのかと、考える。

「……いえ。わたくしの我わが儘ままですもの」

「言ってごらん。ティアラはもっと我儘を言ってくれていいくらいなのに、ちっとも私に甘えてくれないんだから」

「それは、だって、アクア様にご迷めい惑わくをおかけするわけにはいきませんから」

　ティアラローズの横にアクアスティードも腰こしかけて、よしよしと甘やかすようにその頭を撫なでる。「遠えん慮りよなんていらないのに」と苦く笑しようしながら。

　夜中に絶対このイベントは起こさせないと──そう誓ちかったばかりだったのに、ティアラローズはやはりアクアスティードの執しつ務むの邪じや魔まはしたくないと思ってしまう。

　あれは夜中のテンションが起こさせてしまった考えなのだと、ふるふると頭を振ふる。

　しかし、そうはさせないのがアクアスティードだ。

　立ち上がったアクアスティードはゆっくりとティアラローズの手を引き、ふかふかのソファまでエスコートをして座らせる。隣となりに自分も腰かけて、あやすように髪かみを撫でる。

「ほら、ちゃんと言ってごらん？」

「……ですが、アクア様は公務でしょう？　それをわたくしの、ん」

「それ以上は駄だ目め」

　ちょん、と。アクアスティードの指がティアラローズの唇くちびるへ当てられる。それ以上の言い訳は不要だと、暗に告げられる。

　──恥はずかしいっ！

　そのまま唇の感かん触しよくを楽しむように、アクアスティードの指がふにふにと押おしてくる。「言うまで止やめてあげない」と告げるアクアスティードは、とても楽しそうだった。

　このままではいけないと、ティアラローズはすぐに口を開いて行かないで欲ほしい旨むねを伝える。




　ティアラローズの口から出たものは予想していなかった内容で、少し驚おどろいた。

「海に行かないで欲しい？」

「はい。──ですが、これはわたくしの我儘です」

「……ふぅん？」

　頰ほおを染めて少しうつむいているティアラローズを見て、アクアスティードは首を傾かしげる。

　もしかしたら、アイシラとの関係に嫉しつ妬とされているのかとも思ったのだ。アイシラに会いに行かないでと、そんな可か愛わいいおねだりをされるのではないかと思っていた。

　けれど、ティアラローズから聞かされた内容は少々違う。

　──アイシラ嬢にではなくて、海？

　それはつまり、アイシラの屋や敷しきへ行くのはいいが海には行くなということだ。いったい何を意図してティアラローズがそう言ったのか、アクアスティードにはわからなかった。

　海の妖精に嫌きらわれているから、海に行って欲しくないのだろうかとも考えたが──それもありえないだろう。

　これから王おう妃ひとなるティアラローズは、妖精に関する勉強にはとても意欲的だ。推すい奨しようこそすれど、拒きよ否ひするとはとうてい思えない。

　どうやら明確な理由を口にするつもりはないティアラローズを見て、しかしアクアスティードはまぁいいかと結論づける。

「行くのは止めよう」

「え──？」

「新種の珊瑚は、エリオットに任せることにするよ。私はティアラの方が大切だからね」

　報告書を読めば事足りると、何事もないように言ってのける。今、一番に考えなければならないのは何かを不安がっている大切な婚こん約やく者しやだ。

　最近は執務が特に多く、ティアラローズには寂さびしい思いをさせてしまっていると思っていたアクアスティードだ。これくらいの我儘は、ただ可愛いとしか思えない。

「アクア様。ええと、その……ありがとうございます」

「──うん。もっと甘えて。私が傍そばにいないときに寂しくなったら、すぐにきて」

「はい……っ！」

　ぎゅうっと、ティアラローズは横に座っているアクアスティードに抱だきついた。嬉うれしそうに抱きとめられて、二人の時間を作ってくれる彼が大好きすぎて、仕方がない。

　そのままゆっくりとティアラローズの頰を撫でて、指で顎あごをすくいあげる。そのまま口づけようとアクアスティードが顔を近づけるが──間の悪いことにノックの音が室内に響ひびく。

「……っ!!」

　驚いてすぐに体を離はなしたのは、ティアラローズだ。こんなところを誰だれかに見られたら、恥ずかしくて部屋に引きこもってしまう自信があった。

　逆にアクアスティードは残念そうにして、突とつ然ぜんの訪問者に苛いら立だちを覚えた。「どうぞ」と入室を促うながせば、顔をだしたのはフィリーネだった。

　ティアラローズとアクアスティードの邪魔をして申し訳なさそうにしつつも、アイシラが尋ねて来たとフィリーネが告げた。今は執務室で待っているからと、対応をアクアスティードに求めた。

「ああ、視察の件か。すぐ執務室に向かうから、そのまま待っていてもらってくれ」

「かしこまりました」

　アクアスティードが指示を出すと、フィリーネは一礼して下がる。

　──水も滴るイイ男イベント、起こっちゃうんじゃないかな？

　アクアスティードは行かないとはっきり言ってくれたけれど、アイシラがわざわざ迎えに来たのだ。もしかしたら、一緒に行ってしまうのではと……不安になる。




　しっかり朝食を終えてから、ティアラローズはアクアスティードとともに執務室へと向かう。デザートに小さなケーキを食べたがその足取りは重く、憂ゆう鬱うつだった。

　執務室の扉とびらを開けると、ソファに腰かけるアイシラが目に入る。朝早くからの訪問にも、その顔に疲つかれを見せたりはしていない。

「すまない、本日の視察はエリオットが同行することになる」

「まぁ、そうでしたか……。かしこまりました」

　ティアラローズの不安を打ち消すかのように、すぐアクアスティードはエリオットに任せてある旨を伝える。アイシラも了りよう承しようするが、肝かん心じんのエリオットが現在席を外しており、ここにはいない。

　首を傾げ「どのくらいでお戻もどりに？」とアイシラが尋ねる。

「おそらくもうすぐ戻っては来るだろうが──そうだ、途と中ちゆうまで一緒に行こうか。ティアラもおいで」

「アクア様？」

「エリオットは騎き士し団だんに行っているんだが、その途中には綺麗な薔ば薇ら園えんがある。気分転てん換かんにもなるだろう？」

　アクアスティードの提案に、ティアラローズとアイシラはすぐに同意した。

　王城で育てられている薔薇はとても見事で、令嬢にとても人気があるのだ。アクアスティードに誘ってもらえたことが、ティアラローズはとても嬉しかった。

　アイシラも一緒にいるが、それ以上にアクアスティードの心こころ遣づかいが嬉しい。エリオットと屋敷へ戻るのであれば、その後はアクアスティードと二人きりになれるのではとも考えた。

「それじゃあ行こうか。アイシラ嬢には手間をかけさせてすまないね」

「いいえ。わたくしも、薔薇はとっても好きですから」

「それはよかった」

　にこりと微笑ほほえみ、アクアスティードはティアラローズをエスコートしながら歩く。

　その後ろをアイシラが歩き、三人で噴ふん水すいを囲むように薔薇が咲さき乱みだれる庭園へとやってきた。

「わぁ、綺麗」

「美しいです……」

　ティアラローズとアイシラが感かん嘆たんの声をあげて、その薔薇の美しさに見入られた。

　女め神がみの彫ちよう刻こくが象かたどられた噴水に、それを囲かこい込こむような色とりどりの薔薇。ピンク、黄色、赤と、それはティアラローズの目を楽しませた。

　顔を近づければ甘い香かおりがして、うっとりと酔よいしれてしまいそうなほど。

「気に入ってもらえてよかった」

「わたくしは花よりも珊瑚を見る機会が多いので、令嬢として恥ずかしい限りですわ」

「アイシラ様は、とても美しい珊瑚を育てていらっしゃるのですから。もっと誇ほこっていいと思います」

　花を見るよりも海にいる方が多いなんて。そんな風に言うアイシラを、ティアラローズはもっと誇ればいいのにと思う。

　自分より背が低く、可愛らしいアイシラは強く摑つかんだら折れてしまいそうだと……なんとなしに思う。

　──続編のヒロインであるのだから、もちろん基本スペックは高いのだろうけれど。

　それでも、今のアイシラがあるのは彼女の努力があってこそなのだ。それは誇るべきであるし、誰しもが簡単に真ま似ねの出来るものではないのだ。

　もちろん、ティアラローズも令嬢として、ラピスラズリの王妃になる身として必要以上に厳しい教育を受けてきた。それもあり、アイシラのことを嫌いやだと思い切れないのだ。

「ありがとうございます。ティアラローズ様は、とてもお優しいです。……あ、これは白い薔薇ですね」

「色がついているのも素敵ですけれど、白い薔薇も綺麗ですよね」

「ええ。それに、白はティアラローズ様のハニーピンクの髪にもとても合いそうですわ」

　いつもは大人びたアイシラが、年相応に薔薇を見てはしゃぐ。絶対にティアラローズに似合うと、嬉しい言葉まで口にした。

　しかし次の瞬しゆん間かん、少し高い位置の薔薇を見ようと背せ伸のびしたアイシラが体勢を崩くずし──噴水の方へと倒たおれ込こむ。

「──アイシラ嬢！」

「きゃあっ！　アイシラ様!?」

　驚き悲鳴をあげたのはティアラローズ。

　しかしそれよりも早く動いたのは、アクアスティードだ。倒れ込むアイシラを見た瞬間に駆かけ出だして、その身でアイシラを庇った。

　ばしゃんと大きな水しぶきを上げて、アクアスティードは噴水の中へと倒れ込む。幸いなのは、アイシラが噴水に落ちなかったことだろうか。

「アクアスティード殿でん下か……っ！」

「アクア様！」

　庇われたアイシラがすぐに噴水の縁ふちにしゃがみ込み、アクアスティードに安否を問う。ティアラローズもすぐに駆かけ寄より、大だい丈じよう夫ぶか声をかけようとして──息が止まったかのように、体が固まった。




　──水も滴るイイ男。




　ティアラローズの脳のう裏りをよぎったのは、一枚のスチル。

　真夜中に思い出した、水も滴るイイ男のイラストだ。噴水から体を起こしたアクアスティードが、そのスチルとだぶって見えた。

　よくよく思い出せば、今のアクアスティードはそのスチルと同じ服を着ていた。そして水の滴る前まえ髪がみをかきあげる仕草が、スチルとまったく一緒だったのだ。
















　──噓うそ、だってあれは海で起こるはずのイベントなのに。

「そんな……。ゲームの力は、イベントは絶対なの？　わたくしでは、無理なの？」

　海辺へ行かなかったのに、ゲームのイベントは起こってしまった。

「アクアスティード殿下、わたくし……っ」

「大丈夫です、アイシラ嬢。少し濡ぬれただけで、怪け我がもしていません。貴女あなたに怪我がなくてよかった」

　見ると、アイシラがハンカチで濡れたアクアスティードを拭ぬぐっていた。

　どうしようもない思いが込み上げて、ティアラローズは溢あふれ出でそうになった涙なみだをぐっと堪こらえた。自分ではゲームの流れを変えることが出来ないのかと、震ふるえる。

　──駄目、このままここにいたら泣いてしまいそう！

　濡れたアクアスティードと、気き遣づかうアイシラをその場に残して、ティアラローズはその場から離れるために全力で走り出す。




　後ろでティアラローズを呼ぶアクアスティードの声が、甘く耳に残った──……。







　日の光が窓から差し込む明るい部屋だというのに、逃げ出してきたティアラローズは一人落おち込こんでいた。

　ゲームの強制イベントを回かい避ひ出来なかったどころか、アクアスティードとアイシラを前に逃げ出してしまったのだから。

　──もう逃げないと決めていたのに。

　頭ではこうしなければいけないと理解していても、実際イベントの起こった二人を見ると、そうもいかなかった……。

「どうしたら強くなれるのかしら」

　──アクア様の心は、まだ私に向けられているかしら。

　ゲームのイベント中は、その心すらヒロインであるアイシラに向かってしまうのではないだろうか。それが不安で仕方なかった。

「でも、わたくしはゲームの内容を知らない。だから、一いつ生しよう懸けん命めいアクア様本人を見ることしか出来ない」

　今回のイベントは偶ぐう然ぜん思い出せたが、これ以上は本当に何も知らない。

　前作のヒロインとして転移してきたアカリならば知っているのであろうが、それはしてはならないと思う。

　ゲームの情報があればもちろんティアラローズに有利だろうが、それではアクアスティード本人をまっすぐ見ることが出来ないからだ。

「大丈夫。アクア様は、わたくしを見てくれているから」

　自分に言い聞かせる言葉に、じわりと浮うかんだ涙。こぼれ落ちないように、ティアラローズはぐっと顔を上げた。

「大丈夫、上を見てれば涙なんてすぐに乾かわくんだか──」

　堪えていれば不意に、背後から包つつみ込こむように目め隠かくしをされる。

　──え？

　いったい何事だと身を硬くすると、ティアラローズの背後からくつくつと笑う声が響く。

　どうやらそれが手であること、そしてその犯人も笑い声でわかった。ティアラローズは勢いよく振り向いて、目隠しをしてきた本人の名前を呼んだ。

「……キース！」

「何だ、またあいつに泣かされてんのか？」

「違います」

　深い緑の髪がさらりとティアラローズの頰に触ふれて、そのくすぐったさに涙が止まる。

　突然現れたことに怒いかりを覚えつつも、妖精の王には何を言っても無駄だろうとため息をつく。ふざけた人ではあるが、キースは妖精の高貴なる王なのだ。

　キースの言葉を否定して、ティアラローズはむむむと顔をしかめる。

「だが、お前の心は泣いているぞ？　辛つらいなら、俺おれのところにくればいい」

「……別に、泣かされたわけじゃないです。わたくしが勝手に思おもい込こんでいるだけですから」

「相変わらず、人間は面めん倒どうだな」

　あくまでも自由なキースは、ティアラローズが突然部屋にこないでくださいと伝えても聞きはしない。アクアスティードに心配をかけてしまうから、二人きりになるのはティアラローズの本意ではないのだ。

「キースは、相変わらず自由ですね」

　くすくすと笑い、ティアラローズはとりあえずと紅茶の用意をしていく。

　人間の紅茶がキースの口に合うかはわからないが、もてなしをしないというのはよくないだろう。




　上等な細工の施ほどこされた、木き彫ぼりのテーブル。そして座れば沈み込んでしまうような、ふかふかのソファ。

　キースは深く腰こし掛かけ、まるで自分の部屋のようにくつろいでいる。さすがは妖精の王だと、ティアラローズは苦笑した。

　こぽぽと湯気を立てながら紅茶をティーカップに注げば、「いい香りだ」とキースが満足げに頷うなずいた。どうやら紅茶が好きなようで、ティアラローズはほっとする。

「妖精も紅茶がお好きなんですね」

「ああ、森の妖精は特にな。自然に咲さく花は、とてもいい紅茶となる。今度、礼に振ふる舞まってやろう」

「ありがとうございます」

　ティアラローズの私室に用意されている紅茶は、彼女が大好きな種類はもちろんのこと、様々な種類がアクアスティードによって用意されている。

　何不自由なく過ごせるように、少しでも彼女がリラックス出来るようにと。

「──涙は、ひっこんだみたいだな」

「……っ！」

　紅茶を飲み、キースはティアラローズの顔を覗のぞき込こむ。くつくつと満足気に笑い、そのままティアラローズの手を取った。

　いったいどうしたのだろうと、ティアラローズは頭に疑ぎ問もん符ふを浮かべてキースを見る。自由な存在と自分を称しようするキースは、いつも行動が突然だ。

「とりあえず、行くか」

「え──？　行くって、どこへ？」

　そのままぐいっとティアラローズを自分の方に引き寄せて、キースは転移の魔ま法ほうを使う。もちろん、ティアラローズの了承をとることはせずに。







　──そしてそのすぐあとに、ティアラローズを追ってきたアクアスティードが部屋をノックする音が響く。




　突然走りだしたティアラローズを心配して捜さがしていたのだが、その姿を見つけられなかったために自室へ訪おとずれたのだ。

「……いないのか？」

　ぽつりと漏もれたアクアスティードの声は、しんとした静かな廊ろう下かに響く。しかし、部屋を護衛する騎士は中にティアラローズがいると言う。

　──泣いている？

　愛しい姫ひめは甘えることをあまりせず、他国の侯爵令嬢ということもあり遠慮することが多い。それを守りたいと思うアクアスティードだが、ティアラローズは優ゆう秀しゆうなのでそれをあまり表に見せることもない。

「もっと甘えて欲しいと……いや、ティアラがすぐ甘えたいと思えない私が駄目なのかもしれないな」

　一言声をかけ、アクアスティードは誰もいないティアラローズの私室に入る。

　しん、と。廊下以上に静かなティアラローズの部屋。

　訝いぶかしむように見回すと、まだ湯気の残る紅茶。テーブルに置かれた位置を考えると、ティアラローズが一人で飲んでいたとは思えない配置。

「……妖精王、か？」

　すぐに結論を出したアクアスティードは、ぎりっと唇を嚙かみ締しめる。間ま違ちがいなく、妖精王がティアラローズを連れ去ったのだということがわかった。

　転移魔法を使ったため、部屋にティアラローズの姿がないのだろうと判断し、アクアスティードは連れ戻しに行くための準備をしなければと部屋をあとにした。
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　森の木々が囲うように作ったツリーゲート。その奥おくに、妖精王の城がある。

　色とりどりの花が咲き、ティアラローズを歓かん迎げいしている。その合間を妖精たちがくぐり抜ぬけ、きゃらきゃらと妖精王たちを囲んだ。

『あれ、ティアラだ～！』

『王様おかえりなさーい』

『どうしたの～？』

　ぱたぱたと森の妖精たちが、転移で帰宅したキースを迎むかえいれる。そしてその腕うでの中には、ティアラローズの姿があった。

　楽しそうな雰ふん囲い気きの中、慌あわてているのはティアラローズだ。突然連れてくるなんて、まるで誘ゆう拐かいではないかと憤ふん慨がいする。

「キース、どういうことですかっ！」

「そう吠ほえるな」

　あまりにも突然過ぎる転移に、ティアラローズはキースに詰つめ寄よる。

　前回と同様に、またもアクアスティードに何も伝えてはいないのだ。二回も同じ失態をするわけにはいかないと、ティアラローズは焦あせる。

　すぐに帰してほしい旨を伝えるが、しかしキースは首を振る。

「気付いてないんだろうけどな、ティアラ。お前、酷ひどい顔だ。──少し、寝ねて休め」

「そ、それは関係な……っ」

　キースがパチンと指を鳴らすと、それはそれは大きな花が出現した。三メートルほどの大きさの巨きよ大だいな花なんて初めてだと……ティアラローズの目が釘くぎ付づけになる。

　──妖精王って、なんでもありね。

「って、キース、わたくしは」

「別に何もしねぇよ」

　帰るのだと、そう抗こう議ぎするが──肩かたを押されて、ぼすんとベッドに寝かされる。

「とりあえず寝ろ」

　キースの言葉に続き、妖精たちも『ねぶそく？』『お肌はだの敵よ！』と、ティアラローズに花びらのシーツをかける。

　巨大な花に寝かされて、まるで親指姫のようだと……苦笑する。

「あ、えと……。お心遣いは嬉しいですが、わたくしは大丈夫です」

『でも、ティアラ目が赤い！』

『このお花あげる～！』

　妖精たちが『だめだめ』と、ティアラローズに休むように言ってくる。確かに寝ね不ぶ足そくだったことと、涙ぐんでしまったことで瞳は赤い。

　イベントが起きてしまったショックで、元気がありあまっているわけでもない。

「……ありがとう。でも、わたくしは自室で休みます。ですから、帰してください」

「駄目だ。お前は、森の妖精がきまぐれだって知ってるだろう？」

「キース！　ですが、わたくしにだって……」

　ぽんと、キースが優しくティアラローズの頭に手を置く。するとすぐに、ティアラローズの視界は闇に覆おおわれて意識を手放した。

　優しく低いキースの声が、「しばらく休んでいろ」と奏かなでる。

　すぐに、ティアラローズからは寝ね息いきがこぼれた。




「いくら無防備だからって、こんなに簡単に眠るとはな。よほど、辛かったか……」

　今はゆっくり休めばいいと、キースはその額を優しく撫でた。

『王様、ティアラどうしたのー？』

　心配そうに覗のぞき込こむ妖精は、ティアラローズがゆっくり眠れるようにと照明を落とす。

「ちょっと疲れているだけだ。起きたら、遊んでやれ」

『はぁーい！』

　きゃっきゃとはしゃぎながら、森の妖精たちは寝ているティアラローズと一緒に横になる。どうやら昼ひる寝ねをするようだと、キースは好きにさせることにした。

「……まったく、世話のかかる」

　キースはひとつ息をつき、部屋を後にする。

　ティアラローズの世話は妖精たちがつつがなく行うだろうから、特にすることはない。

　──森の妖精に愛されし妃きさき、か。




　このマリンフォレスト王国には、三種類の妖精が暮らす。

　森の妖精、海の妖精、空の妖精。

　それぞれに妖精の王が存在し、その種族を纏まとめている。

　妖精の祝福は、妖精たちが気に入った人間に授さずけることが出来る。

　なかでも、一番人間に友好的なのは海の妖精だ。その次に、空の妖精。そして最後に──森の妖精。

　一番気まぐれな森の妖精が人間の前に姿を現すことは、あまりない。ましてや、妖精の王がその前に姿を現すことなどありえないのだ。

「確か、海の妖精たちの気に入りはアイシラという人間だったか。人間も面倒だが、海の妖精も面倒だな」

　とはいえ、キースがほかの種族である海の妖精に何かをしたりするわけではない。

　海の妖精は気に入ったものへの執しゆう着ちやくがとても強い。以前、海の妖精に愛された少女が酷い目に遭ったとき──海は赤くにごり、それを嘆なげき悲かなしんだことがあった。

　魚は消え、珊瑚も朽くちた。それ以来、マリンフォレスト王国は妖精に愛されし人間の扱あつかいがとても慎しん重ちようになったのだ。

「あれはいつだったか、何百年前だったか……？」

　最近ではなかったような気がするなと、キースは思い返すのを止める。面倒だと思ったからだ。

　しかし、そのため海の妖精に愛されし人間に比重が置かれているのは事実。それ以外に関しては、そこまで重大な事案は起きていないのだから。

　特に森の妖精は、そこまで人間に執着したりはしないからことさらに。

「次代の王アクアスティードか。国も、女も、森も、海も、空も、すべてを守ることが出来るのか？」

　今までに、それをなし得た王がいったいどれほどいただろうか。

　すべての妖精王に認められてこそ、マリンフォレストの真なる王と言えるであろう。そういえば過去に一人だけいたなと、キースは思い出す。

　くつくつと笑いながら、アクアスティードの下へと転移した。










　王城の図書館には、王族のみ立ち入りの許された禁きん書しよ庫こというものがある。

　そこには妖精に関する書物が数多くあり、代々の王族に受うけ継つがれてきていた──。




　重じゆう厚こうな壁かべが、外からの音をすべて遮しや断だんするなか、アクアスティードとエリオットは禁書庫へと向かっていた。

　いつになく真面目な面おも持もちで、アクアスティードはティアラローズのことを考える。

「……森の妖精王の玉座、か」

「ティアラローズ様は、そこにいらっしゃると？」

「十中八九、そうだろう」

　しんとした空間に、アクアスティードとエリオットの声が響く。

　地下へと続く螺ら旋せん階段を降りると、そこは小さな部屋になっている。図書館の司書が休きゆう憩けいするスペースと一いつ般ぱん的てきには言われているが、実際の目的はほかにある。

　そこまで降り、エリオットは一歩下がりアクアスティードの後ろに控ひかえた。

　アクアスティードが壁に手をかざすと、現れたのは魔ま法ほう陣じんだ。

　ここから先は王族しか立ち入ることが出来ないため、エリオットは待機となる。

「お気をつけください、アクアスティード様。……一緒に行けないこの身が、悔くやしいです」

「規則だからな。私は問題ない」

　ひとつ頷き、アクアスティードは魔法陣を通り抜けて隠された禁書庫へと足を踏み入れた。

　ここを訪れたのは、ティアラローズを妖精王キースから取り戻すためにほかならない。

　禁書庫には、貴重な本のみが保管されているため、その絶対数は多くない。金色に縁ふち取どられた本ほん棚だなから、アクアスティードはそっと妖精に関する本を手に取った。

「……私自身が森の妖精に祝福されていれば、妖精王の下へすぐにたどり着けたかもしれないな」

　ぽつりと漏れたそれは、アクアスティードの独り言だ。

　アクアスティードは、キースの下へ行く手段もなければ、その方法もわからない。この書庫にならば、妖精王の玉座への道が書かれた本があるのでは……と、思ったのだ。

　妖精王の玉座とは、森、海、空、それぞれに用意されている。

　まさか他国出身のティアラローズが、森の妖精王に気に入られるなどと誰が考えただろうか。もちろん、アクアスティードも考えはしなかった。

　妖精に祝福されることはあれど、妖精王と巡めぐり会あうなんて誰も想像もしないだろう。

　ティアラローズが妖精王に目を付けられたら、どうしたらいい──と。そもそもすでに目を付けられているような状じよう況きようではあるのだが、最後の一線は越こえていない。

「森の妖精はティアラに祝福をしているが、妖精王はしていない。だが、それも時間の問題か……？」

　妖精は、気に入った者へ祝福を授ける。

　ティアラローズが森の妖精、アイシラが海の妖精に祝福されているように。しかし、妖精王はそう簡単に祝福を授けはしない。それこそ、寵ちよう愛あいでもしないかぎりは。

「……クソ、どこだ。森の妖精王に繫つながる道が、記き載さいされている文ぶん献けんがあるはずだ」

　気は急せくが、しかしゆっくりと本をめくる。早くと迫せまる思いが、アクアスティードを焦らせる。長い年月保管されてきた本は、乱雑に扱えば崩くずれ去さってしまいそうなほどにぼろぼろだ。

　時間を作り、新しく書き写す必要があると考えはするが、今はそのようなことをしている暇はない。

「海の記述が多いのは仕方ないにしても、森が少なすぎる……」

　森の妖精王に気に入られた歴代の王は、決して多くない。しかし、必ず一人は存在したはずだ。

　もどかしい気持ちをぐっと堪えながら、アクアスティードは書かれている字を追う。

　そして最後に近いページで、探し求めていたものを発見した。森の妖精王の玉座への道は、王城から繫がっている──と、記載されていた。

「城から……？　隠し通路はすべて把握しているが、そんなものはなかったはずだ」

　読み進めていくと、それが王妃の私室であるということが書かれていた。

　なぜそのような場所にと、アクアスティードは顔をしかめる。しかし、理由なんて明らかだ。妖精王に気に入られた王族が、王妃だったのだろう。

　それがキースであるのか、前妖精王なのかはわからない。けれど、場所が分かればアクアスティードのとる行動は一つだ。

　すぐに戻り、隠し通路から妖精王の玉座へ。

　そう思い振り向き、走り出そうとしたのだが──それはキースの出現によって妨さまたげられた。




　さらりと流れるような深い緑の髪が、何もかもを見通すような金色の瞳が、アクアスティードの視界いっぱいに広がった。

「妖精王！」

「……よう。随ずい分ぶんと、必死だな」

　余よ裕ゆうたっぷりに笑うキースに、アクアスティードは歯は嚙がみする。

「貴方あなた様が、私の妃を連れ去るようなことをしたからでしょう？」

　──早く返せ。

　高貴な存在である妖精王を、アクアスティードは気にせずに睨みつける。けれど、その口調だけは決して崩すようなことはしない。

「まぁ、最初はそんなつもりもなかったんだがな。だが──気が、変わったんだ」

　くっくと笑いながら、「妖精は気まぐれだろう？」とキースはふざけたように言う。

　まるでアクアスティードのことなど、気にしてないように。いや、実際気にしてなどいないのだ。

「ふざけるのはお止め下さい。──彼女は、私の婚約者ですから」

「ああ。別に、ふざけているわけじゃない」

「……っ！」

　静かに制止の声を上げるアクアスティードに、それでもキースは気にしない。別にふざけていないと語る口調は、本気なのか、気まぐれというやつなのか──声こわ色いろからは、判断が出来ない。

　すっと細められたキースの瞳が、アクアスティードへ向かう。

「ティアラ。──あいつ、俺がもらうわ」

「ふざけるな！」

　静かな、しかし重圧のあるキースの声。しんとした禁書庫に響き、次の瞬間その姿は搔かき消きえた。キースがその場から転移したのだ。

　口調も忘れてキースへ詰め寄ったアクアスティードの手は宙をかき、空気を摑む。

　ギリと唇を嚙み締めて、キースが今まで存在していた場所を睨みつけた──。







「お止め下さい、アクアスティード殿下！　王妃様は現在公務のため不在です」

「火急の用件だ」

　禁書庫を出てすぐに、アクアスティードはエリオットを連れて王妃の私室を訪れた。しかしあいにくと、部屋の主は不在だった。

　固く閉ざされている扉はピンクゴールドの優しい色で装そう飾しよくされ、大きな珊瑚と真しん珠じゆが飾かざられている。王妃に合わせて作られているということが、よくわかる扉だった。

　王妃付きの侍じ女じよや女官が「いけません」と止めようとするが、アクアスティードにはそれを待っている余裕はない。

「王妃殿下にはすでに連れん絡らくを入れてあります」

「エリオット様、ですが……」

　普段と違い、あまりものを言わないアクアスティードの代わりにエリオットが侍女へ説明する。

　しかし、侍女も私室への入り口を守る騎士もあまりいい顔はしない。直接自分たちに何か通達がきているわけではないからだ。

　とはいえ、アクアスティードは王妃の実子である。侍女たちも、あまり強く拒否することが出来ない。

　アクアスティードが母親である王妃へ連絡を取ったのは、もちろん事実だ。しかし、その通達が侍女たちへまでいっていないのもまた事実。

「すべての責は私にある。扉を開け」

「アクアスティード殿下……。かしこまりました」

　騎士へ扉を開くように命じたアクアスティードは、すぐに部屋へと入っていく。行き先はもちろん、森の妖精王の玉座へと繫がる通路だ。

　エリオットが「すみませんねぇ」と頭を下げながらも、アクアスティードを追った。




　残された騎士と侍女たちは、二人の徒ただならぬ様子にいったい何があったのか……と、胸中に不安がよぎる。

「……いったい何があったというのでしょうか」

「ええ。ですが、アクアスティード殿下が意味もなくこのようなことをされることはありません。わたくしたちは、王妃殿下に確認をとりましょう」

　侍女と騎士が相談し、一人が確認をするため足早にその場を後にする。

　不安に思う気持ちはもちろんあるが、それ以上に全員がアクアスティードを信しん頼らいしてもいるのだ。




　王妃の私室に入り、エリオットは誰も中に入らないよう内うち鍵かぎをかける。念のため窓にも厚手のカーテンを引き、どこからも見られないようにと気を遣つかう。

「……手間をかけさせたな、エリオット」

「いいえ。ティアラローズ様が妖精王に連れ去られたなんて、緊きん急きゆう事態以外の何ものでもないでしょう」

　それに、エリオットの仕事といえばアイシラが育てている海の視察だ。幾いく分ぶんか先延ばしにしたところで、問題はないと判断した。

「アイシラ様も、ティアラローズ様を心配されていましたからね」

　隣りん国ごくから嫁とついでくる予定のティアラローズを、アイシラはとても心配しているのだ。

　自分を愛してくれている海の妖精に嫌われているということを知ってからは、なおさら気にかけていたのだ。アクアスティードと幸せになり、末永くこの国を愛し、暮らしていけるように……と。

　姉し妹まいのように、仲良くなれたら嬉しいと。アイシラがそう笑っていたのだ。

「……っと。どうですか？」

「確か、文献によるとこの辺りのはずだ……」

　部屋の一番奥。壁かべ際ぎわにある綺麗な絵画にアクアスティードが手を伸のばす。

　その額がく縁ぶちの中には、花の絵が納められている。普段はあまり気にもとめていなかったが、確かに森の妖精を連想させるような絵だった。

「…………」

　アクアスティードがじっとそれを見ると、わずかに魔法の気配を感じることが出来た。

「なるほど、これが……。古く、難しい魔法だな」

「意地でも開けないといけませんね」

　難しい顔をしながら、アクアスティードは目を細める。

　エリオットも魔法の知識はあるが、いかんせん魔ま力りよく量りようは圧あつ倒とう的てきにアクアスティードの方が多いのだ。エリオットは見守ることに決めて、後ろに控えた。

　祈いのるは、早くアクアスティードがティアラローズを取り戻すことばかり──。
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　代々、マリンフォレスト王国の王族にのみ伝えられている妖よう精せい王おうまでの道。

　それは王に愛されし者が、自分の子孫へ残した希望の光。国に有事があった際、妖精王へ繫つながる道を託たくしている……。




　森の妖精王キースへと繫がる道は、絵画の奥おくに存在していた。

　アクアスティードが無理やり魔ま力りよくで道を繫ぎ、そこへ足を踏ふみ入いれた。

　歩くと、地面いっぱいに敷しかれた葉がかさりと音を立てる。ツリーゲートとはくらべものにならないほどの、緑色のトンネル。

　色とりどりに咲さき乱みだれる花は、王城ですら見たことのない種類ばかり。おそらく森の妖精たちから多大なる祝福を得られなければ、地上で見ることは叶かなわないのだろう。

　それが、王おう妃ひの私室から妖精王の下へ繫がる通路だった。

「これはまた、すごい通路ですね……。森の妖精が好みそうです」

「ああ。この先に、妖精王キースがいるんだろう」




　アクアスティードはエリオットに待機をと考えていたのだが、「それは出来ません」とはっきりエリオットが告げた。主あるじであるアクアスティードを一人、妖精王の下へ行かせることは嫌いやだったのだ。

　──ティアラローズ様のことになると、周りが見えなくなってしまいますからね。

　いつもの冷静なアクアスティードならばいいが、こと溺でき愛あいする姫ひめに関してだけはそうもいかない。そもそも、執しつ務む室しつにまだ嫁とついでいない他国の姫を入れるということからしてありえないのだ。

　──花はな嫁よめ修しゆ業ぎようの一年間で、いったいどれくらい溺愛ぶりがエスカレートするのやら。

　さすがに自国の令れい嬢じようをないがしろにしては、今後に影えい響きようがでてしまう。アクアスティードは王太子という身ではあるが、力のある貴族に嫌きらわれてしまえば即そく位いが危あやうくなってしまう可能性だってある。

　それだけは、気をつけなければいけない。このマリンフォレストで恋れん愛あい結けつ婚こんを優先させられるのは、一番の重圧がある国王だけとされている。

　それ以外の王族は、国益を優先するという風潮が、公おおやけにはなっていないが確かにあるのだ。もちろん、国益のある令嬢と恋愛し結婚する王族もいるけれど。




「どれくらいの距きよ離りがあるのか、わからないな。先がまるで見えない」

「魔ま法ほうの通路ですからね。……先ほどから調べようとはしているんですが、上う手まくいきません」

　まっすぐに伸のびた森の道を見て、アクアスティードはもどかしい気持ちになる。早くたどり着きたいのに、あとどれくらい歩けばいいのかわからない。

「そうか。エリオットに無理なら、厳しいだろうな」

　探たん索さくなどの魔法に関しては、アクアスティードよりもエリオットの方が得意だ。その彼かれが「お手上げです」と言うのだから、これ以上探さぐるのは無理だろう。

　が、次の瞬しゆん間かん。

　ガッ！　と、アクアスティードの眼前に鋭するどい剣けんが姿を見せた。

「……っ!?」

「アクアスティード様！」

　それは天てん井じようから勢いよく地面に突つき立たてられた。典型的な、罠わなだ。

　間かん一いつ髪ぱつ後ろへ下がることで避さけたアクアスティードだが、ほっとする暇ひまはなかった。二本目、三本目の剣が天井からアクアスティードめがけて降り注ごうとしていた。

　帯たい剣けんしていた剣を構え、降ってくる剣をアクアスティードが薙なぎ払はらっていく。あまりにも唐とう突とつだったが、普ふ段だんから剣の稽けい古こをしているアクアスティードには造作もない。

　焦あせりながらエリオットは周囲への警けい戒かいを強める。

「大だい丈じよう夫ぶですか？」

「問題ない。それにしても、わざわざ罠を用意されるとはな」

　元々、この通路は妖精王と寵ちよう愛あいされていた王妃とを繫ぐものだ。もちろん、その時分にこのような罠があったとは考えられない。

　つまり、キースがアクアスティードに向けて用意をした罠と考えるのが妥だ当とうだ。

「私が前を歩きます」

「いや。一刻も早くティアラを迎むかえに行きたいからこのままでいい」

　護衛として前に出ようとするエリオットを制し、アクアスティードはそのまままっすぐな道を歩き続ける。

　罠があるということはわかったので、すぐに対応できるよう剣の柄つかに手を添そえながら。

　が、仕し掛かけられた罠とは無常なものである。物理的な攻こう撃げきに備えていたアクアスティードを次に襲おそったのは、落とし穴だった。

「な、……っ！」

　こればかりは剣で弾はじくことは出来ない。

　アクアスティードはとっさに「空よ！」と声をあげ自分の体を風で浮うかす。しかしそれも一いつ瞬しゆんだが──その瞬間があれば、アクアスティードには十分だった。

　穴のふちに手をかけ、そのまま勢いよく腕うでの力で体を持ち上げ脱だつ出しゆつする。服に付いた土を払はらい、何事もなかったようにすぐ歩き出す。

　さすがにエリオットもあきれた顔でアクアスティードを見るが、彼が急いでいることは十分承知なので何も言わず後ろに続く。

「急ぐぞ、エリオット」

「了りよう解かいです」

　罠で時間をとられるわけにはいかないと、アクアスティードは進む速度を上げていく。

　次は側面から剣が飛び出してきたり、木の葉が鋭い刃やいばのように襲いかかってくる。──が、それらすべてを剣で叩たたき落おとしながらアクアスティードは進んでいく。

　これでは、どちらが従者かわからないじゃないか。そんなエリオットの呟つぶやきは、アクアスティードには届いていない……。
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　大きな花が、ふわふわとティアラローズを載のせながらゆりかごのように揺ゆれる。その心地ここちよさにすっかり熟じゆく睡すいしてしまっていた。

　隣となりで一いつ緒しよに昼ひる寝ねをしていた妖精たちは先ほどからすでに目覚め、眠ねむるティアラローズを楽しそうに見つめている。

「うぅん……」

『あ、ティアラ起きたよ～』

『フルーツ、食べようよ～』

　何度か目をぱちぱちとさせて、しかし覗のぞき込こんでくる妖精たちが可か愛わいくて思わずほっこりと顔を緩ゆるめてしまう。

　でも、どうして自分の寝ね起おきに妖精たちがいるのだろうか──？

「……と。そうだった、わたくしキースに無理やり連れてこられたんだった」

　すっかり眠ってしまったけれど、帰らなければアクアスティードに心配をかけてしまう。すぐにキースに頼たのもうと辺りを見回してみるが、室内には妖精の姿しかない。

『王様、今はいないー』

『ティアラ遊んで～』

「え？　遊ぶのはもちろんいいんだけど──んぐっ」

　いったん王城に戻もどりたいと伝えようとしたティアラローズの口に、森の妖精がみずみずしい果物を押し付けてきた。『食べて食べて』と嬉うれしそうにされて、ひとまず差し出された苺いちごを口に含ふくむ。

　もぐもぐと食べていると、妖精たちは次々と果物をティアラローズの下へ運んできた。苺、林りん檎ご、蜜み柑かん……と。ティアラローズが今まで見たことのないような黄色いころんとした果物。

　まさに森の恵めぐみという果物がそこにあった。

　急いでいるけれど、キースが不在。そしてこの国に恵みをもたらしている妖精たちの行こう為いを、未来の王妃として無下にすることも出来ない。

『いっぱい食べて～！』

　にこにこと、森の妖精がティアラローズに果物を渡わたす。それを次々に頑がん張ばって食べるのだけれども、いかんせん妖精たちの渡してくるペースがとても早い。

　ふるふると首を振ふって、「そんなに食べられないわ」と苦く笑しようすれば、妖精がきゃらきゃらと笑う。

「ありがとう。もうお腹なかいっぱいよ」

『よかった～！』

『美お味いしかった～？』

「ええ。とっても。森の恵みは、とても美味しいのね」

　お腹がいっぱいになったところで、ティアラローズは改めて室内を見回してみる。

　森につつまれたようなその部屋はとても心地よく、ほっと安心出来るような空間だった。まるで真綿に包まれて大切にされている。そんな錯さつ覚かくに陥おちいってしまうほどの。

「……妖精さん、わたくしお城に帰りたいのだけれどどうすればいいかしら」

　キースがいないので、ティアラローズはダメ元で妖精へ帰る方法を尋たずねることにした。けれど、意外にも妖精たちはすんなりと口を開く。

『お城に～？』

『もう帰っちゃうの？　寂さびしいよ～！』

　ティアラローズに『もっと遊ぼう』と妖精たちが声をかける。しかし同時に、『こっちだよ』と部屋の扉とびらを指差した。

　そんな優やさしい妖精たちに申し訳ないと思いつつ、ティアラローズはそっと扉に手をかける。装そう飾しよくとして飾かざられている花が揺れる音色は、扉が開かれたことを告げる。

　扉の先は通路になっていて、どこかに繫がっているようだった。

『こっち、くる～』

「そっち？」

　妖精たちがティアラローズの手を取って、妖精王の城を案内していく。どこもかしこも心地よい緑が溢あふれていて、人間の国とは比べようのない場所だ。

　長い通路を歩いていくと、小さなキッチンへとたどり着いた。

　──あれ、どうしてキッチン？

　妖精が料理をするのかと思いつつ、ティアラローズはお菓か子し作づくりが好きなのでどんな調理器具があるのか確かく認にんしてしまう。

　ずらりと並んだ瓶びんの中には、可愛らしい花や木の実がたくさん詰つまっていた。人間が使うような粉末状の、塩や砂糖などは見当たらない。

「花と木の実の調味料って……こと？」

『そう！　これは甘あまくて、こっちはしょっぱいんだよ～』

『これはとーっても辛からいの！』

　説明する妖精たちに、どうしても気になったので味見をしてもいいか尋ねると快かい諾だくしてくれた。ティアラローズは可愛らしい調味料を口に含んで、その味に驚おどろく。

　ピンクの花は砂糖、青い花は塩。赤い花は辛く、黄色の花は胡こ椒しようの代わりとして使えそうだった。

　木の実は煮に込こむと美味しいスープになると教えてもらう。

「森の妖精って、すごい……」

『ティアラ、お菓子作って～！　お手伝いするから！』

　妖精たちがカップケーキ用の器うつわを取り出して、ティアラローズの前に並べていく。まさか今から作るのかと驚くけれど、瞳ひとみをうるうるさせる妖精たちを突つっぱねるのは心苦しい。

「で、でも……今はアクア様に会うのが先で」

『お願い～！　ティアラのためにこのキッチン、王様が用意したのにぃ！』

「え？」

　妖精の声に、思わず声がもれる。

　今、なんと言われたのか。妖精王であるキースが、ティアラローズのためにキッチンを用意しておいたと、妖精が言った。

　──確かに、キースはわたくしのお菓子を気に入ってくれていたけど……。

　だからといって、わざわざここに作る必要があるのかと苦笑する。自分が料理をするべき場所は、アクアスティードがいる王城だけで十分だ。

『ティアラ～！』

『お菓子が出来たら、ちゃんと案内するからぁ！』

「…………」

　まさかの、実力行使。

　どうやらお菓子を作らなければ、帰宅することが出来ないとわかりティアラローズはため息をつく。




　カシャカシャと、カップケーキの生き地じを混ぜる音が響ひびく。

　森の妖精たちにせかされて、ティアラローズは仕方なくカップケーキを作りはじめたのだ。

　幸い基本的な調理器具は揃そろっていた、というよりも、お菓子作りに特化した調理器具が揃っているという不思議な状じよう況きようだった。

「間ま違ちがいなく、わたくしが作ること前提じゃない……」

　砂糖の代わりにピンクの花を入れて、卵やバターの代わりには妖精に教えてもらって木の実を使用する。

「なんだか不思議な感じ……」

　普段と違ちがう材料なので、いったいどんな味になるのかちょっと楽しみではあるけれど。

　生地を混ぜ終えると、妖精たちが小さな花びらを持ってきて生地へと無許可で投入する。思わず悲鳴をあげそうになるが、よく見ると以前食べた甘い花びらだった。

　砂糖ほどの甘さがないので、見た目が映はえるしまぁいいかとティアラローズは好きにさせることにした。

『あとは焼くだけ～？』

「そうね……。最後に飾りで、カップケーキの上に花と木の実を添えましょう」

『は～い』

　オーブンの代わりになるという道具にカップケーキを入れて、ティアラローズはのんびりと焼き上がるのを待つことにした。

　本当は一刻も早く帰りたいのに、森の妖精はキースに似てか知らずか我わが儘ままだ。

　──でも、この調味料欲ほしいなぁ。

　くださいと言えば了りよう承しようされそうだけれど、自分を攫さらった相手に調味料が欲しいと申しん告こくするのも何か違う気がする。

　ティアラローズが何度目かのため息をついているうちに、カップケーキは美味しい匂においをさせて焼きあがったのだった。







　もぐもぐとカップケーキを口に含みながら、妖精たちは再びティアラローズの手を引っ張って長い廊ろう下かを歩いていく。

　今度こそ、アクアスティードの下へちゃんと帰りたいのだ。

「本当に、ちゃんと出口に案内してくれるの？」

『まかせて！』

『ティアラのお菓子美味しいよ～！』

　先ほどのキッチンとは違い、大きい扉がティアラローズの眼前に現れる。金色に縁ふちどられた豪ごう華かな扉は、外へ繫がっていたとしても何ら不思議ではない。

　やっと出口に案内してもらえたのだと安あん堵どして、ティアラローズは大きな扉をゆっくり押おし開ひらいた。

「！　出口じゃない……」

　かなりの期待をしていただけに、ティアラローズの落らく胆たんは大きい。ただただ広い空間は、なんだかガランとしていて、寒ささえ感じさせる。

　──ここはいったいどこかしら？

　そんな風に考えていたティアラローズだが、あるものが目に入る。部屋の上座部分にあるのは、王が座すわる玉座だ。

　しかし今、そこにキースの姿はない。

　妖精たちが出かけていると言っていたから当たり前ではあるのだが、王のいない玉座はとても寂しく思えた。

「今は帰らないと。アクア様が心配しているかもしれない」

　前回、キースと一緒にいたところを目もく撃げきされひどく嫉しつ妬とされたのだ。自分だって、アクアスティードが異性といたならば妬やいてしまうだろう。

　これ以上、お互たがいに誤解したくはない。

『アクア様って～？』

「わたくしの婚こん約やく者しやなの」

『ティアラの好きな人？』

「ええ。とっても大好きなの」

　きゃっきゃと妖精がティアラローズに声をかけ、恥はずかしくなりつつも素す直なおに頷うなずいた。

　ティアラローズが懸け念ねんすべき要因は、乙女おとめゲームのみだ。それ以外、例えばアクアスティードの気持ちに関しては信じている。

　むしろ、信じる以外に道はないというほどに甘やかされているのだ。ゆえに、乙女ゲームの強制力以外に怖こわいものはない。

　逆を言えば、乙女ゲームの力がとてつもなく恐おそろしいのだ。ティアラローズは、ぐっと自分の拳こぶしを握にぎりしめるが──それを、優しくほどかれる。

　──え？

「本当、人間ってわかんねぇなぁ」

「キース！」

　ふわりと、ティアラローズの背後に転移魔法でキースが現れた。そのまま後ろから抱だきしめるようにもたれかかられる。

　叱しつ咤たするようなティアラローズの声には耳もかさず、抱きあげて玉座へと腰こしを落ち着かせた。

　キースの膝ひざに座るかたちになり、「やめてください」と抗こう議ぎの声をあげるが、スルーされてしまう。いったいどうしたのかとキースを見るが、その表情は読めない。

「……何か、あったんですか？」

「いいや？　ティアラは城へ帰りたいか」

「もちろんです。アクア様に、これ以上ご迷めい惑わくはかけたくありませんし……」

　俯うつむきながら、アクアスティードの負担にはなりたくないと告げる。

　森の妖精に祝福され、森の妖精王に気に入られているティアラローズだ。負担どころか、十分国に貢こう献けんできているのだが──他国出身者だからか、あまりその重要性に気づいていない。

　いや、乙女ゲームのことが頭の大半を占しめているから、考えている余よ裕ゆうがないといったほうが正しいかもしれない。

「本当、人間は面めん倒どうだな」

　くつくつとキースが笑い、そっとティアラローズの髪かみを撫なでる。「お姫様は待ってればいいんだよ」とぶっきらぼうに告げて、一息つく。

「キース？」

　何かを知っているらしい妖精王を訝いぶかしみながら、ティアラローズは眉まゆを寄せる。しかし同時に、妖精王がその質問に答えてはくれないだろうという予想もつく。

　どうしたものかと考えていると、玉座の間にある大きな扉がバンと音を立てて開かれた。

「ティアラ！」

「アクア様……っ!?」




　ティアラローズの視界いっぱいに入ってきたのは、深い青。

　彼かの女じよが愛してやまない、最愛の人。




　玉座の間に飛び込み、真っ先にアクアスティードの視界を埋うめたのは淡あわいハニーピンク。

　ふわふわと揺れる綺き麗れいな髪は、自分の青に染めたくなると──いつもそう思っていた。そして次に視界に入るのは、それを捕とらえて離はなさない妖精王。

「……ティアラを離せ、妖精王キース」

「嫌だ──と、言ったら？」

「もちろん、力づくでも取り戻させてもらう」




　二人のやりとりに体を震ふるわせるのは、ティアラローズだ。

　キースの膝から抜け出したいのに、腰を押おさえられていて下りることが叶わない。自分のせいで人間の王と妖精の王が争うなど、あってはならないことなのに。

　か細い声で「おやめください」と口にするが、二人の耳には届かない。

　ティアラローズがやめてと言ったとしても、すでにアクアスティードは引くことが出来ない。自分の愛する女性を攫さらわれ、その膝に乗せられているのだ。

　馬ば鹿かにするのも大たい概がいにしろと、怒ど鳴なりつけたい衝しよう動どうに駆かられる。

「たとえ妖精の王といえど、ティアラに手を出すことは許さない」

「ふん。お前は、ほかに女などいくらでもいるだろう？　それなのに、ティアラを返せとは笑わせる」

「何を──私が必要とするのは、ティアラだけだ」

　くつくつと笑い、余裕の表情でアクアスティードを見るキース。「ティアラはずっと不安だったはずだが」と、その髪に口づける。

「妖精王……っ！」

　ギリッと唇くちびるを嚙かみ締しめ、切きり掛かかりたいが──ティアラローズがいるため、それも容易に行えない。

　ティアラローズの髪も、瞳も、唇も、すべて、ずっとアクアスティードが恋こいこがれたものだ。やっとやっと、ハルトナイツから奪うばうことが出来たのだ。

　まさかここで、妖精王というさらなる強つわ者ものに狙ねらわれるなど。しかし、アクアスティードはキースに奪われるつもりなど毛頭ない。

　それがたとえ国を大災害に陥れる可能性があるとしても、迷わずティアラローズを選ぶだろう。

「キース！　離してください！」

「……女が、男の戦いに口をはさむもんじゃない──だろう？」

　ティアラローズが声をあげるが、キースは聞く耳を持たない。

　それどころか、アクアスティードに告げるように、同意しろと言わんばかりに視線で問う。

　玉座からすっと立ち上がり、キースはふわりと風を纏まとってアクアスティードの前へと降り立つ。玉座に残されたティアラローズは、どうしたらいいのかわからずに二人に目をやることしか出来ない。




　確かな情報があればよかったのに、と。

　アクアスティードと妖精王の対決なんて、ゲームのイベント以外には絶対考えられなかった。でなければ、このような国を巻まき込こむ可能性のある事態が起きるはずがない。

　ティアラローズはそう想像がつくのだが、アクアスティードはゲームのイベントなど全く関係なく、自分の意志で動いているのだ。

　婚約者である、ティアラローズのために。

「妖精の王に、人間ごときが勝てると思っているのか？」

「たとえ厳しくとも、負けることは出来ない──！」

　シュッ、と。風を切るようにして、アクアスティードの剣がキースに向けられた。

　素す早ばやい閃せん光こうのような切っ先は、キースの喉のどすれすれに宙を切る。「ほぉ……」と褒ほめるような声をあげて、キースは笑う。

「人間だというのに、なかなか筋がいいな」

「弱い王が、この国を支えていけるわけがないだろう──!!」

「……ふむ。確かに、歴代の王も武術に長たけていたな」

　二撃げき、三撃、四撃……と。次々に繰くり出だされるアクアスティードの剣。

　キースはそれを風のように軽々と躱かわしていく。しかし次の瞬間、アクアスティードの重い一撃がキースの眼前へと迫せまる。

　──キィン。

　アクアスティードの剣を受け止めたのは、キースの扇おうぎだった。

　いつも帯に挟はさみ入いれていたそれで、剣を受け止める。まさか扇で受け止められるなんて、と。アクアスティードはそのまま剣を弾かれて後ろに飛んだ。

「次はこっちも行くぞ！」

　キースが扇であおぐと、疾しつ風ぷうが生じそれがアクアスティードへと襲いかかる。

　妖精王と言う名は伊だ達てではない。どうにか避けるが──風はアクアスティードの頰ほおに小さな傷を作り、後ろの壁かべを突つき破やぶるほどの威い力りよくを見せた。

「……崖がけ？　そうか、ここは山の頂上付近か」

　遙はるか彼方かなたに、王城が見える。王へ続く道はわかっていたが、王がどこにいるかまではわからなかった。

　それが、まさかこんな場所だったなんて。

「ああ。一番高い山だ。この国のすべてを、ここから見み渡わたすことが出来る」

　それではまるで、国を見守っているようだ。ティアラローズも、アクアスティードも、そんなふうにキースの言葉をとらえる。

　もちろん、実際はわからない。森の妖精に祝福されるというのは、とても難しいことだからだ。

「落ちたら死ぬぜ？」

「ふん。落ちなければいいだけだ──水よ！」

　笑うキースを一いつ蹴しゆうし、アクアスティードは自身の剣に水を纏わせる。

　魔法を剣に纏わすというのは、魔力の扱あつかいに長けていなければ難しい。それだけで、アクアスティードが剣と魔法を共に得意とすることが証明される。

　キースも納なつ得とくしたようで、「面おも白しろい」とアクアスティードを見み据すえた。

　ちらりと、取り戻すべきティアラローズの位置を再度確認するアクアスティードに、ティアラローズは玉座に座るという体勢のまま、はらはらとしながらそれらを見ている。

　この距きよ離りであれば、ティアラローズを巻き込むことはないだろう。

　アクアスティードが剣を振るえば、纏った水が二重の刃となりキースへ向かう。

　さすがに躱すのが難しくなったようで、それを扇で受け流す。アクアスティードは、その一瞬の隙すきを見み逃のがしはしない。

　自身の足に風を纏まつわらせ、ゼロ距離まで一気につめて剣を薙なぐ。

「……っ!!」

　あまりにも激しい攻こう防ぼうを目にして、ティアラローズはがたりと音を立てて玉座から立ち上がる。

　アクアスティードにも、キースにも、傷ついてほしくなどないのだ。二人ともに無事でいてほしい。我わが儘ままかもしれないけれど、そう思う。

　間合いを詰めたアクアスティードに、キースの扇が翻ひるがえり、傷が走る。

　アクアスティードの頰からしたたり落ちた血が、ぽたりと床ゆかへ落ちた。浅い傷だけれども、大切な人が傷つく姿を見てティアラローズは息を吞のむ。

　泣きそうになりながら首を振り、力の限り二人へ向かって叫さけぶ。

「アクア様！　キース！　もうやめてくださいっ!!」

　少し距離をとり、次の攻撃を仕掛けようとタイミングを計っていた二人の間に──ティアラローズはその身を躍おどらせた。

　剣を振り上げていたアクアスティードと、扇から魔法を放とうとしていたキース。二人の声にならない悲鳴が、玉座の間へと響く。

「……ッグ！」

「の、やろぉ……っ！」

　二人のとった行動は、ティアラローズを傷つけないというただ一点のみにすべてが注がれた。

　アクアスティードは自分の剣を止めるために、その刃は先さきを自身の手で摑つかみ勢いを弱める。

　キースは無理矢理魔法の軌き道どうを反らして、その風は玉座の間を勢いよく吹ふき荒あらす。

「きゃああぁっ！」

　キースの魔法は直ちよく撃げきこそしなかったが──吹き荒れる風が、ティアラローズの体を宙に飛ばす。

　戦っている二人の間に飛び込んだのはティアラローズだ。もちろん、無事ではすまないという覚かく悟ごは、していたはずだ。

　けれどその恐きよう怖ふは、予想より遙かに大きなものだった。

　ティアラローズの名を呼び、キースがその手を摑もうとするが、残念なことに宙を摑んだだけだった。

「ティアラ！」

「……っ！」

　吹き飛ばされたティアラローズの体は、ぽっかり大きく空いた穴から──地上へと投げ出されてしまったのだ。

「クソ、風よ──」

「ティアラ!!」

　キースが風の魔法を使うよりも早く、アクアスティードはティアラローズを追って崖から身を投げる。

　風を使い、落下速度を上げてティアラローズの下へ行き、優しく抱きしめた。

「あ、あくあ、さま……っ!?」




「──やっと。やっと、抱きしめることが出来た」




　宙に投げ出され、落下しているというのに。

　アクアスティードはティアラローズをその手に抱きしめることがいっそう嬉しかった。もう離さないと言わんばかりに、強く抱きしめる。

「アクア様……っ」

「不安にさせてしまっていたね。私に力がないばかりに、すまない」

「いいえ。いいえ──そんなこと。アクア様は、毎日わたくしのために時間を作ってくださいましたもの。アイシラ様に嫉妬をするわたくしがいけないのですわ」

　ふるふると首を振って、アクアスティードのせいではないとティアラローズが告げる。

「……嫉妬を、してくれていたの？」

　ティアラローズの耳元で、アクアスティードが囁ささやくように言う。

　しまった！　と、ティアラローズが思ったときにはすでに遅おそい。嬉しそうなアクアスティードは、そのまま耳へ口づけて、髪へ、頰へと唇をすべらせる。

　それに慌あわてるのは、ティアラローズだ。

　──こ、この状況でっ！

　ティアラローズはアクアスティードに抱きしめられながら、空中を落下しているのだ。

　このままでは、地面に叩たたき付つけられて死ぬという運命が待ち受けている。それなのに、なぜアクアスティードはこんなにも余裕があるのだろうか。

　もちろん、ティアラローズをその手にすることが出来たからではあるのだが。

「ごめん。ティアラにそう思ってもらえたことが、不ふ謹きん慎しんだけど嬉しい」

「アクア様……」

　ちゅっと、今度は唇に口づけされる。

　優しくついばむようなそれはくすぐったくて、ティアラローズの口からは甘い声がもれる。




　──もっと可愛い声を聞きたいけれど、それはまた今夜か。

　そろそろどうにかしないと、本当に地上へ叩ち付けられて死んでしまう。

「ティアラ、しっかり私に摑まっていて」

「は、はいっ！」

　自分の胸に抱き寄せて、アクアスティードはすっと目を細めた。

　ティアラローズは、言われた通りにぎゅっとアクアスティードに抱きつく。

　こんな状況下だというのに、不思議と恐怖は消えていた。

　アクアスティードならば、絶対に守ってくれるという安心感がティアラローズにはあったからだ。

「空の妖精よ、私の声に応えろ」

『まったく、無茶ばかりする。妖精王に立ち向かうなどと……』

　アクアスティードの澄すんだ声に応えたのは、翼つばさをその背に持った空の妖精。

　あきれた声は、しかしアクアスティードを心配してのものだ。

『仕方がないねぇ』

「恩に着る、空の妖精たち」

　空に祝福されているアクアスティードは、この空という領域が自分のテリトリーだ。空であれば、キースにも負けないだろうと自負しているほどに。

「空よ、翼となって受け止めろ」

「きゃぁ……っ！」

　アクアスティードが声に魔力を乗せ、空の魔法を使う。

　ふわりと風が揺れて、ティアラローズとアクアスティードの体は鳥のように空を駆ける。




　眼前に広がる光景に、思わず声を零こぼさずにはいられなかった。

　ほうと感かん嘆たんの声をあげて、広い世界を自分の瞳いっぱいに映す。

　この国を、こんなに上空から見たのは自分たちだけではないだろうか。そう思ってしまうほど、上空から見たこの国は美しい。

　──この美しい国を守るために、アクア様は頑張っているのだわ。

　アイシラへの嫉妬など、とてもちっぽけだと思えてしまう。広大な空は、ティアラローズにはあまりにも大きすぎて、自分一人ではとてもではないが支えられないだろう。

　それを、アクアスティードは必死に頑張って、この国に住むすべての人々も共に支えているのだ。

　──すごい。

　この国を、アクアスティードとともに支えたい。

　自然にそう思え、とめどなく涙なみだが溢れた。

「ティアラ？」

「……いいえ。わたくし、とても小さなことで悩なやんでいたように思います。けれど、これからは──アクア様と、もっと一緒に頑張れそうです」

　はにかむように微笑ほほえんで、今度はティアラローズがそっとアクアスティードへ口づけた。

　一瞬で離れたそれを少し寂しく思うけれど、今はこれで十分だった──……。
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「もう、今回のようなことはおやめくださいませ！」

　ぷん！　と、ティアラローズが頰を膨ふくらませてアクアスティードとキースへ怒いかりをあらわにする。

「すみませんでした……」

　二人ともが素直に謝あやまったので最終的には許したのだが、ティアラローズのお説教は一時間にも及およんだ。

「すまなかった、ティアラ。これからは今以上に、一緒にいよう」

「仕方ねぇから、こまめに遊びに行ってやるよ」

　──何か違う気がする！

　アクアスティードが時間を作ってくれるのは嬉しいけれど、あきらかにキースはふざけているだろう。

「ティアラは私との時間が忙いそがしいので、妖精王と面会するという公務の時間は残念ながら取れそうにありませんね」

「この短期間で言うようになったなぁ、お前。なら、夜にでも遊びにいくか」

「ならば、寝しん室しつを一緒にしておくだけです」

　火花を散らすように言い合う二人。

　冗じよう談だんのようなそれなのに、ティアラローズにはとても冗談だとは思えなかった。「やめてくださいませ！」と、何度目かの声をあげる。

　張り合う二人に疲つかれて、やれやれと苦笑して丁度背後にあった椅い子すに腰かける。本来はキースが座るべき玉座であるのだが、一連のやり取りで疲れ果ててしまったティアラローズにはそこまで思考が回らなかった。

　しかしキースも、そのことを咎とがめるどころか気にする様子すら見せはしない。

　それどころか、キースはティアラローズの髪に触ふれようとする。もちろん、アクアスティードがその手を払いキースを睨にらみつける。

　妖精王だからと、遠えん慮りよする気はもうないようだった。

　そんな二人のやりとりを、ティアラローズは玉座に座りながら見ている。

　本来、人間と妖精の王なのだから手を取り合いマリンフォレストを発展させていく……というのが、この国にとっても理想のはずだ。

　だというのに、この二人ではその未来があまり想像出来ない。妃きさきとして、将来的には一緒に頑張っていけたら──というのが、正直なところ。

　──どうにかして、仲良くなってくれないかなぁ。

　策を練ってはとも思うけれど、この二人を思うように操あやつることなんてティアラローズには出来ないだろう。

『ティアラ、お菓子あるよ～！』

「それよ！」

　妖精が、先ほど作ったカップケーキをティアラローズに差し出す。アクアスティードとキースはそれが気になったようで、言い争いが止まりカップケーキへと視線が向く。

　──お菓子を食べれば幸せになって、仲良くなれるかもしれない！

　なのだけれど、残念なことに残りのカップケーキは一つだけ。可愛らしい小さなお花が二つ載せられたそれを、どちらに渡すかなんて──。

「えいっ！」

「あ！」

「ティアラ!?」

　カップケーキを、半分に割る。

　上に載っていた二つの花は一つずつにわかれた。ティアラローズは二人に半分にしたカップケーキを渡して、妖精たちと一緒に作ったことを告げる。

「わたくしは、アクア様が好きです。ですが、森の妖精とも手を取ってこの国を豊かにしていきたいと……思っています」

「そうだね、ティアラの言う通りだ」

「だから、半分こです」

　二人の王が手をとれば、この国はもっと豊かになるだろう。

　手の中にあるカップケーキのように、二人が一つのものを守ってくれるのが一番いいと、ティアラローズは思った。

「それだけじゃ、駄だ目めだな」

「……そうだな」

　キースが否定し、アクアスティードもそれに同意する声をあげる。

「え？」

　ティアラローズとしてはそれがいいと思ったのに、二人に否定されてしまうとどうしようもない。

　不安になって二人を見ると、アクアスティードはくすりと笑う。

　キースもくつくつ笑い、ティアラローズの頭にポンと手を置いた。

「だから、私の婚約者を撫でるな」

「ふん」

　もう一度アクアスティードがキースの手を払いのけ、ティアラローズと視線を合わせるように膝をつく。

「アクア様？」

「私と森の妖精王だけじゃない。ティアラも、一緒にこの国を支えてくれるのだろう？」

　そう言って、アクアスティードはカップケーキに載った花を取ってティアラローズの口へと持ってくる。

「！」

「ほら、食べて？」

　アクアスティードに甘く囁かれ、ティアラローズは言われるがままに口を開く。花びらの甘さが口中に広がり、なんだか恥ずかしくなる。

　隣にいたキースもカップケーキから花を取り、ティアラローズの口へと押し付ける。

「これも食っとけ」

「んんっ！」

　二人から花を贈おくられて、甘さが倍になる。

　アクアスティードとキースもティアラローズのカップケーキを食べて、三人で一つのカップケーキを食べるかたちになった。

　──喧けん嘩かしていたのに、この二人って意外に息が合ってる？

　そう思うと、思わず笑ってしまう。

　アクアスティードとキースは、苦笑しながらもティアラローズが笑ってくれたことに安堵した。

　そんな三人を見て声をあげたのは、森の妖精たち。

『ティアラ、王様みたいだね～！』

　きゃらきゃらと笑いながら紡つむがれた言葉は、その場にあるすべての視線をティアラローズに向けさせた。

　玉座に座り、片側に跪ひざまずくアクアスティード。反対側には、キース。

　まるで二人の王を従えているかのようだ。

「！」

　そんなつもりではまったくなかったのに、確かに……ここは、本来妖精の王であるキースが腰を下ろす玉座だ。

　すぐさま立ち上がろうとしたティアラローズだが、その肩かたをぐっとキースに押さえられて椅子に座らされる。

「ははっ！　やっぱり、ティアラはいいな」

「わ、笑いごとではないです！」




　くつくつと笑い、キースはこの国の未来が少し楽しみだと思った。
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　キースとの一件以来、アクアスティードはティアラローズと過ごす時間が圧あつ倒とう的てきに増えた。それはもう、キースが隙すきを見てやって来られないほどに。

「花の手入れもいいが、ティアラの手が荒あれてしまうのはよくないな」

「だ、大だい丈じよう夫ぶです。わたくしは、お水をあげるくらいですから……」

　綺き麗れいな花が咲さき誇ほこる小さな庭園のベンチで、二人はまったりとした時間を過ごしていた。

　森の妖よう精せいを現す花と、空の妖精を現す鳥をモチーフにして作られたベンチ。そして庭園の中央には珊さん瑚ごで作られた可か愛わいらしい噴ふん水すいが設置されている。




　ここはティアラローズが作り上げた庭園だ。

　森の妖精が祝福してくれているため、何種類か新種の花が誕生している、王城で一番美しい庭園だ。

　そんな場所で、アクアスティードはティアラローズを甘あまやかすのが日課になっていた。

　ティアラローズの手にそっと口づけて、「あまり無理をしないで」と。綺麗な白い手が、庭園の世話で荒れてしまうのは本意ではない。

　ティアラローズはそれくらい問題ないと思うのだけれど、自分の旦だん那な様になる人は随ずい分ぶんと心しん配ぱい性しようなのだ。

「それを言ってしまったら、アクア様の手だってタコがすごいではないですか」

「これはいいんだよ。剣けんを握にぎって出来たものだから、私にとって勲くん章しようのようなものだ」

「わたくしだって、植物のお世話は勲章ですよ？」

　同じだと、ティアラローズはアクアスティードに告げる。

「うん、知ってる。けど、私が嫌いやなんだよ」

　アクアスティードは包つつみ込こむようにティアラローズの手に触ふれて、その感かん触しよくを楽しむようにふにふにと揉もんでみる。

「ティアラの手は、柔やわらかくてずっと触さわっていたいくらい好き」

「アクア様……」

　──男の人の、手。

　少しごつごつしているアクアスティードの手は、ティアラローズのような柔らかさはない。けれど、そこがいいのだと思う。

　自分を守ってくれる強い手だ。

「アクア様の、？」

　手が好きだと、そう告げようとするティアラローズの唇くちびるに、アクアスティードの指先が優やさしく触れる。

「ティアラ、違ちがうだろう？」

「……あ」

　覗のぞき込こむような視線に、思わず頰ほおが赤くなる。

　駄だ目めだよと、理由を告げずに諭さとされたのに──一いつ瞬しゆんで何を言われているのかがわかってしまった。

　おずおずとアクアスティードの服の裾すそを摑つかみ、小さな声で呼ぶ。

「あ、アクア……」

「うん」

　二人でいるときは、様を付けないで呼んで。そう言ったアクアスティードの言葉を、決して忘れたわけではない。

　ただ、どうしても恥はずかしくてなかなか呼ぶことが出来ないのだ。

　正解と、アクアスティードが微笑ほほえんでティアラローズに優しく口づける。そして、「何を言おうとしていたの？」と、先ほどの続きを急せかす。

　嬉うれしそうに笑う顔を見る限り、何を言われるはずだったのか……大方の予想はついていたのだろう。早くと、ティアラローズを急かす。

「な、内ない緒しよです！」

　少し頰を膨ふくらませて、顔を背そむける。

「アクアさ、アクアは、意地悪です……。わたくしが何を言いたかったかなんて、わかっているくせに」

「残念」

　くすくす笑うアクアスティードに、やっぱり知ってる！　と、心の中でツッコミをいれつつも、手は繫つないだまま微笑む。

　恥ずかしそうにしているが、ティアラローズも拒きよ否ひをすることはない。自分に甘えてくるアクアスティードが、可愛いと。こちらも同じように思っているのだ。

「……幸せですね」

「ああ、そうだね」

　海の妖精には嫌きらわれたままだけれど、森の妖精に愛される妃きさきであるならば……きっとこれから先も、この国をよりよくしていくことが出来るだろう。




　──そんな甘くとろけそうな花はな嫁よめ修しゆ業ぎようの一年間は、あっという間に過ぎてしまった。
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　花嫁修業を終えたら、一度自国へ戻もどりお披ひ露ろ目め式を行う。

　その慣例通り、ティアラローズはアクアスティードとともにラピスラズリへ戻った。

　お披露目式から一ケ月後には、再びマリンフォレストに帰り盛せい大だいに結けつ婚こん式しきを挙げる。




　一年ぶりの実家は、ティアラローズの胸を熱くさせる。変わらない暖色の、しっかりとした大きな屋や敷しきは、自分を見守ってくれていたのだ。

　薔ば薇らが綺麗に手入れされた庭に、美しい緑。

　屋敷のすぐ横、ティアラローズの部屋の近くにある大きな木は、以前アクアスティードが登って夜中にこっそり自分を訪ねて来たときのまま。

　けれど今、彼かの女じよを見守っているのはこの屋敷ではない。アクアスティードだ。

　馬車を降りて隣となりに立つアクアスティードへ視線を向ければ、「どうしたの？」と微笑まれる。

「いいえ。ありがとうございます、アクア様」

　傍そばにいてもらえることが嬉しくて、幸せなのだと。実家に戻って、改めて実感してしまったのだとティアラローズは微笑む。

「それはこちらの台詞せりふだろう？　ティアラが私の手を取ってくれたんだ。これ以上の幸せはない」

　優ゆう雅がにティアラローズをエスコートして、二人は屋敷の中へと入っていく。




　出で迎むかえたのは、父親と母親だ。久しぶりの再会に涙なみだを流しながら喜んで、母は「幸せそうね」と微笑んでくれた。

　それがまた嬉しくて、ティアラローズも涙を流す。

「マリンフォレストでのお話、たくさん聞かせて頂ちよう戴だいね」

「もちろんです、お母様。わたくしがいなかった一年間のことも、教えてくださいね？」

「ええ。今夜はずっとお話ししましょう」

　母と娘むすめ──その間に、父親であるクラメンティール侯こう爵しやくはなかなか入れない。ぐぬぬと涙に濡ぬれたハンカチを握りしめていると、アクアスティードがフォローを入れる。

「女性同士の話に、男はなかなか入れませんね。よろしければ、私とご一いつ緒しよしましょう。美お味いしいワインをお土産みやげに持ってきたんです」

「アクアスティード殿でん下か！　ありがとうございます。娘も、殿下に嫁とつぐことが出来てとても幸せそうです」

　一歩間ま違ちがえれば、ハルトナイツと最悪な結けつ婚こん生活をしなければならないところだった。

　クラメンティール侯爵は、未いまだにあの断罪された卒業パーティーのことを許してはいない。表面上は気にしていないと言えど、腹の中まではそう綺麗になれないでいる。

　そんなとき、屋敷のメイドが来客を告げた。

　予定はなかったはずだけれど、いったい誰だれがと視線が集まる。家族の再会に水を差してしまったことを申し訳なく思いながらも、そのメイドはアカリとハルトナイツの来訪を口にした。

　すぐに部屋の空気が厳しいものになったのは、当然のことかもしれない。

　帰らせろと、普ふ段だんは決して使わないような乱暴な言葉でクラメンティール侯爵が怒いかりをあらわにする。

　けれど、それを止めたのはティアラローズだ。

「お父様、わたくし、アカリ様とお話がしたいです」

「──何を言っているんだ、ティアラ。あの女に、何をされたか忘れたのか？」

　おずおずと、アカリと話がしたいのだと伝えるティアラローズ。しかし、それに反対するのは父親だけではない。アクアスティードもだ。

　しかしそれ以上に怒りをあらわにしたのは──フィリーネだ。

「何を考えているのですかティアラローズ様！　そのようなこと、わたくしが決して許しませんわ！」

　普段、大きな声を出すことのない彼女が声を荒らげ、しかしそれに驚くこともせず「そうだ」と皆が同意する。

「それに、明後日あさつてはお披露目式だ。ゆっくり休むほうがいい」

「アクアスティード殿下も、こうおっしゃっているではありませんか」

　誰もが口を揃そろえ、アカリには会うなと言う。

　ゲーム『ラピスラズリの指輪』のヒロインである、アカリ。彼女のお気に入りキャラクターはアクアスティードで、ティアラローズから奪うばうために攻こう撃げきしてきたという過去があるのだ。

　ティアラローズ以上に乙女おとめゲームが好きで、恋こいに恋するというよりは──本当に、キャラに恋している女の子だろう。




　なので、フィリーネたちの言うことももっともではある。

　ハルトナイツとは特に話すことはない。けれど、最後に手紙をくれたアカリとは話をしたいと思っていたのだ。

　続編のヒロインであるアイシラに負けるなと、そう言ってくれた彼女。

　アイシラがヒロインであるということは、ティアラローズとアカリしか知らないのだ。確かにアカリは空気も読まないところもあるけれど──そんな彼女を、ティアラローズはどうしても憎にくめなかった。

　──ハルトナイツ様と、頑がん張ばるって言ってたはず。

　この一年間、どうしていたのだろうか。ハルトナイツと一緒に来たということは、宣言通り二人で頑張っているのだろう。

「アカリ様とだけでいいの、お願い」

　ハルトナイツは不要だと暗に告げつつ、父親に頼たのみ込こむ。

「……ふぅ。ティアラは、どこか頑がん固こなところがあるな。いったい誰に似たのやら」

　──間違いなくお父様です。

　とは、決して口には出さないけれど。娘に甘いクラメンティール侯爵は、しぶしぶながらもティアラローズとアカリの面会を許可した。

　ただし、条件としてアクアスティードも同席することと告げられる。

「旦那様！」

「フィリーネが娘を心配してくれているのはとても嬉しいが、本人が望むのだから仕方がない。ハルトナイツ殿下には、別室でお待ちいただくよう案内を」

「……わかりました。ハルトナイツ殿下のご案内はわたくしが」

　くるりと背を向け、フィリーネはすぐにハルトナイツを案内するため部屋を出た。

　室内にいた誰もが嫌な予感を覚えたが──誰もそれを口にしたりはしなかった。みんなそれぞれ、ティアラローズが可愛いゆえなのだから致いたし方かたない。

「やれやれ……。それじゃぁ、行こうか」

「はい。我わが儘ままを言ってしまいすみません、アクア様」

「いいや。ティアラの我儘を聞くのは大好きだからいいよ」

「…………」

　申し訳なく思い謝あやまると、くすくすと笑うアクアスティードに大だい歓かん迎げいだと返される。それはそれでどうなのかと思いつつも、ほっとした。




　エスコートされながら着いた応接室には、アカリが一人で待っていた。

　落ち着いたモスグリーンのソファに座すわりながら、出されたマカロンをもぐもぐと食べている姿には、緊きん張ちようのきの字もない。

「あ、ティアラ様！　久しぶり！」

　──めっちゃフレンドリーだ!!

　ティアラローズを見てすぐに、アカリは花がほころぶような笑え顔がおを見せた。ゲームラピスラズリの指輪のヒロインである彼女は、日本人だ。

　綺麗に手入れをされたさらさらの黒い髪かみに、黒い瞳ひとみ。可愛らしいうす桃もも色いろのドレスに身を包み、優雅に礼をとった。

「お久しぶりです。お元気そうでなによりです、アカリ様」

「っとと、アクア様もいらっしゃったんですね。お久しぶりです、お元気そうでよかった」

「ああ、久しいな」

　久しぶりに見た推おしキャラであるアクアスティードに顔をほころばせながらも、アカリは自分のことをティアラローズに話す。

「私、ハルトナイツ様と頑張っているんです。エンディングなんてとっくに終わってしまったから、今は新作をプレイしている気分です！」

　ティアラローズとアクアスティードがアカリの向かいに腰こしを落ち着けると、それはもう楽しそうに話し始めた。

　──ゲームのエンディング後を勝手に新作乙女ゲーム扱あつかいとは、恐おそろしい子だ……！

　さすがは、自分で乙女ゲームが大好きだと言うだけある。ティアラローズは呆あきれを通とおり越こして、いっそ感心してしまう。

　苦笑しながらも、「頑張ってください」と言うのが精せい一いつ杯ぱいだった。

　つまり、ハルトナイツは新しい乙女ゲームの攻こう略りやく対象としてアカリのターゲットになっているのだろう。

「っと。いけない、私ったら。ティアラ様、アクア様、この度たびはお披露目式おめでとうございます。結婚式も一ケ月後でしょう？　早く幸せになってくださいね」

「ありがとうございます、アカリ様」

「ありがとう」

　おめでとうと言うアカリの目には、よくヒロインに勝った！　と、賞賛するような炎ほのおが宿っていた。よほど、続編のヒロインにアクアスティードをとられるのが嫌だったのだろう。

　無事にお祝いを伝え、アカリは満足そうにうんうんと頷うなずいた。

　そしてやや体をテーブルに乗り出し気味にして、今度は心配そうに眉まゆを下げる。

「一年間、何もなかった？　いじめられたりはしなかった？　特に海の妖精とかに！」

　ずばりと言ってきたアカリに、ティアラローズは苦笑せざるを得ない。

「……嫌われていますね」

「やっぱり。絶対にそうだと思ったの。だからね、私、これを結婚の贈おくり物ものに持ってきたの」

　そう言って、アカリが取り出したのは綺麗なピアス。

　現在のアカリは、このラピスラズリで〝聖なる祈いのりを込こめ、聖なる祈りを行う姫ひめ〟として認識されている。

　そんな彼女は、この世界で初めてピアスというものを作り上げたのだ。今まではイヤリングしかなかった世界に、新しい文化をもたらした。

　ピンクとダークブルーで作られたピアスは、誰が見てもティアラローズとアクアスティードのカラーを示していた。

　このピアスはそれぞれが一つずつ耳に付けるお護まもりだ。アカリが聖なる祈りを込めているため量産は出来ないが、多くの人が求める品となってきている。

「だから、私も……」

　そう言いながら、アカリは自分の耳を見せる。そこには黄色のピアスがあり、ハルトナイツの色を現しているということがすぐにわかった。

「まぁ、まだぎくしゃくはしているんですけどね。最近のハルトナイツ様って、とっても可愛いんですよ」

　くすくすと笑いながら、ハルトナイツを思おもい浮うかべているのだろう。その姿はとても楽しそうで、幸せそうだなとティアラローズは嬉しく思う。

　ありがたくピアスを受け取ることにして、せっかくだから付けたいことをアクアスティードに言ってみる。

　もしかしたら、嫌だと拒否されてしまうかもしれない。

「これを？　ティアラが付けたいのなら構わないけれど──アカリ嬢じようと仲良くしていることの方が、私には驚おどろきかな」

　すぐに許可が下りたことに安あん堵どしつつも、アクアスティードの疑問はもっともだった。しかし、前世の日本人繫がりです！　なんて、言うわけにはいかない。

「まぁ……。確かに、そうですね。わたくし、アカリ様に襲おそわれたんですものね」

「そういえば、そうでした！　でもまぁ、打だ倒とう続編ヒロインの今は仲間みたいなものですから」

　過去のことは気にしないタイプのアカリは、うんうんと頷きながら今は仲良しなのだとアクアスティードに言う。

　しかし、それを真に受けるアクアスティードでもない。──が、横で肩かたを振ふるわせながら笑うティアラローズを見てしまえば、そんな気も失うせてしまう。

「ティアラ？」

「ご、ごめんなさい。アクア様……。そうね、確かにわたくしはアカリ様に酷ひどいことをされました。けれど、アクア様が助けてくださいましたから」

　地味に答えになっていないけれど、ティアラローズにはそう言うのが精一杯だった。

　そして思い出すのは、マリンフォレストへ旅立つ時にもらったアカリからの手紙。最後に日本語で書かれていた、続編ヒロインに負けるなという喝かつ。

　なんだかんだで、あれはとても励はげみになったのだ。

　可愛いアイシラは、アクアスティードの傍らにいることが多かった。もちろん、それ以上にティアラローズの傍にいることの方が多くはあるのだが。




　負けてしまえば、自分を情けなく感じてしまうだろうと思った。

　だから、ティアラローズは最後まで絶対アクアスティードを選び続けようと思ったのだ。続編ヒロインのアイシラに負けないように。

「まったく。──いつか、ちゃんと全部話すんだよ？」

「……あ、あくあさま？」

「ティアラが何か、私に言えないことをかかえていることくらいわかるさ。でも、あまりにも言わないようなら──覚かく悟ごしておいて？」

　ちょん、と。

　ティアラローズの唇にアクアスティードの指が触れる。

　その不安をすべて自分に打ち明けろと、そう瞳が言っている。いったいどこまで予想を立てているのだと恐ろしくなるが、きっと近いうちに口を割らせられると、ティアラローズはそう思った。

「もう。ラブラブなのはいいですけど、私がいないところでしてください！」

「ご、ごめんなさい……」

　顔を赤くしつつ、ティアラローズはアカリに謝る。仮にも好きだった人がほかの女性と仲なか睦むつまじくしている姿は、見たくないだろう。

　紅茶を飲みつつ、「まぁ、別にいいんですけどね」と笑い胸を張るアカリは、この一年間で成長しているのだ。この乙女ゲームの世界を、死ぬまで謳おう歌かしてやるのだと、意い気き込ごんでいるらしい。




　アカリは最後にティアラローズをまじまじと見つめる。

　──ちゃんと幸せになるのよ！　そう、言葉を残して帰宅した。
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　アカリが帰り、ティアラローズとアクアスティード二人だけの時間となった。二人の手の中には、先ほどアカリにもらったピアスが入っている。

「付けたい？」

　じいっとピアスを見つめていると、アクアスティードが笑いながらティアラローズに問う。こくこく頷き、「ぜひ！」と意思を主張した。

「じゃぁ、付けようか」

「はい。アカリ様が、耳に穴を空ける道具も貸してくださいました」

　どうやって作ったのかは謎なぞだけれど、アカリが用意してくれたのは日本でごく普ふ通つうに使われていたピアッサーだ。

　──まぁ、日本の乙女ゲームだしピアッサーがあっても不思議ではない？　のかな？

　もしかしたら、アカリが開発して量産しているという可能性もある。ティアラローズは感心しつつ、ピアッサーの準備を進める。

「それを使うの？」

「はい。ここにピアスをセットして、バチンと耳に穴を空けるんです」

「そう。ティアラは、怖こわくないの？　大丈夫？」

　確かに、普通の女の子であれば恐きよう怖ふで体が震ふるえてしまうかもしれない。だって、耳に穴を空けるという恐ろしい道具なのだから。

　──前世でも空けてたから、あまり気にならないんだよね。

「……アクア様の耳に、空けてもいいですか？」

「うん」

　──あ、即そく答とうしてくれた。

　もしかしたらちょっと怖がってるのかな？　それも可愛い……なんて思っていたとは、本人に言えないとティアラローズは苦笑する。

　アクアスティードの近くまで寄り、ハニーピンクのピアスをピアッサーにセットする。

　そして穴を空ける位置を確かめるために、アクアスティードの耳たぶへそっと触れる。

　──柔らかい。

　これはちょっと癖くせになってしまうかもしれないと思い、なんとかふにふにと触り続けるのを我が慢まんしてピアッサーを耳に宛あてがう。

「んんん、ここら辺ですね。ちょっと痛いですけど、いいですか？」

「大丈夫」

　アクアスティードの返事を聞き、ティアラローズはバチンと音を立ててピアッサーで耳に穴を空けた。

「……よし。綺麗にピアスが出来ました！」

　満足げに頷き、手鏡をアクアスティードに渡わたす。アクアスティードが鏡で観察している間に、ティアラローズも自分の耳にさくっとピアスを付ける。

「あ」

「？」

「ティアラの耳には、私が付けてあげようと思っていたのに……」

　ひどく残念そうなアクアスティードの声が届いて、思わず笑ってしまう。確かに、何も告げずに空けないで、やってもらうのもよかったかもしれない。

　けれど、済んでしまったのだから致し方ない。二人の耳には、それぞれの色が付けられた。

　ティアラローズの耳には、ダークブルーのピアス。

　アクアスティードの耳には、ハニーピンクのピアス。

　幸せになれますように──と、ティアラローズは願いを込めたのだった。
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　お披露目式は、ティアラローズの実家で行われた。

　王族、貴族と、たくさんの人が集まり、異国で結婚する二人に祝福の花を振らせるその光景は、涙が出るほどにティアラローズを幸せにさせる。

　午前中の淡あわい光が差し込む時間、集まった人々の前に、アクアスティードとティアラローズが入場し、ゆっくりと歩く。

　その際、来らい賓ひんはフラワーシャワーを行い盛大に祝いの言葉をかける。




　照れながらも、アクアスティードにエスコートされて嬉しそうに微笑むティアラローズ。

　幸せになれてよかったと、クラメンティール侯爵はうっすら目に涙を浮かべながら見守った。娘の幸せこそが、父の幸せなのだ。




　そしてそれを少し離れた場所から見守るのは、前が見えないほどの嬉うれし涙なみだを流しているフィリーネと、彼女を心配そうに見ているエリオットだ。

　エリオットにこんな姿を見せて恥ずかしいと思うフィリーネだが、涙が止まらないのだから仕方がない。

　ハルトナイツに嫁がなくて本当によかったと、心の底から安堵しているのだ。むしろもっと涙よ流れろと言ってもいいくらいかもしれない。




　お披露目式では、花嫁から両親への誓ちかいの言葉というものがある。

　ティアラローズは両親の下へ行き、今まで育ててくれたことに感謝を捧ささげ、自分が幸せであるということを伝えて嫁ぐのだ。

「お父様、お母様。わたくしは、とても幸せです。お父様に厳しく育てられたこと、お母様がわたくしに様々な経験をさせてくださったこと。今は、それがわたくしの力です」

「ああ。ティアラがこんなにも幸せに笑ってくれて、嬉しいよ」

「マリンフォレストでも、元気に生活するのですよ」

「はい……っ！」

　ドレス姿のまま、ティアラローズは両親へと抱だきついた。ぎゅうっとすると、ぬくもりが伝わってくる。自分を育ててくれた二人も、幸せにという願いを込めて。




　ぱちぱちと温かい拍はく手しゆが屋敷を包み、盛大に開かれたお披露目式は無事に終しゆう了りようした。










　無事にお披露目式を終え、ティアラローズとアクアスティードはマリンフォレストへと帰国した。

　正式な結婚式は、一ケ月後に大聖堂で執とり行おこなわれることになっている。

　各国から来賓として、多くの人が参列するのだ。これからは準備に追われ、多た忙ぼうな日々が続くだろう。




　ティアラローズは、アクアスティードの執しつ務む室しつのソファに腰かけ、式の最終チェックなどに追われていた。

　基本的な準備はすべて終えているが、外交部分は念入りに確かく認にんしておかなければならない。

「……ふぅ。全部覚えられたはず」

「大丈夫？　精が出るね、ティアラ」

「ありがとうございます」

　仕事をこなすアクアスティードの横で、ティアラローズは結婚式の来賓リストを必死に覚えていた。各国の国王や王子、王女が祝いのために来てくれるのだ。それを花嫁が知らないなどと、口が裂さけても言うことは出来ない。

　紅茶を一口飲んで、横に座ったアクアスティードを見る。

　綺麗に整った顔はどこか疲つかれが見えていて、彼かれも無理をしているのだろうということが容易にわかった。

「わたくしは、そんなに大変ではありません。もともと、各国の要人は把は握あくしていますから」

「さすが、だね」

　ティアラローズは、幼い頃ころから厳しい王妃教育を課せられてきた。

　それぞれの国の歴史や、現在の要職や貴族の繫がりに至るまでを家庭教師に叩たたき込こまれたのだ。ゆえに、リストを覚えるというよりは確認するといったほうが正しいかもしれない。

　それはアクアスティードも同様で、一度目を通した後は再確認することもない。その頭脳にすべてが収まっているのだから、どれほど優ゆう秀しゆうなのだとティアラローズは感心する。

「──……」

「！」

　不意に、こてん……と。アクアスティードがティアラローズに寄りかかる。

　いったいどうしたのかと思ったが、甘えられているのだということにすぐ気付く。自分の肩で休まるのであれば、いくらでも差し出すのに。

　伏ふせられた長い睫まつ毛げは、世の女性が見れば羨うらやましいと思うだろう。かくいうティアラローズもその一人なのだが、きっとアクアスティードは気付いていない。




　──アクア様、可愛い。




　えへへと、嬉しそうな笑えみがティアラローズからこぼれる。

　少しだけ薄うす目めでそれを覗のぞき見みたアクアスティードも、満足そうに微笑む。




　──ティアラは相変わらず、可愛い。




　二人の思考が一緒だなんて、この場の誰が気付いているだろうか。

　ほわほわとした柔らかな空気が流れ、どこか甘い。

　だから「俺おれも恋こい人びとが欲ほしいな……」と、部屋の隅すみで書類整理をしていたエリオットの呟つぶやきには誰も返事をしなかった。
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　あっという間に目まぐるしい日々は過ぎ、気付けばもう結婚式の前日だ。

　ティアラローズの故郷からは、国王やシリウス王子、それに両親が結婚式へと駆かけつけた。すぐにでも時間を作って会いに行きたかったのだが、式の準備でそれどころではなかった。

　毎日磨みがきをかけられているティアラローズは、今日も朝からマッサージを受け、午前中には念入りに爪つめの手入れをされた。




　──こういうところは、日本と変わらないのね。

　もちろん、元々が日本の乙女ゲームだ。結婚式に関しては、特とく殊しゆな慣例などもなくティアラローズはほっとしていた。

　綺麗にネイルがほどこされた爪を見ると、胸がじんわりと温かくなる。

　一年間の花嫁修業を終え、明日、アクアスティードの妻となるのだ。なんとも感かん慨がい深ぶかく、どきどきしてしまう。

「綺麗ですわ、ティアラローズ様。うぅ、無事にアクアスティード殿下とのご結婚が出来てよかったです」

「もう、フィリーネったら。今から涙ぐんでどうするの？　本番は明日なんだから……」

「そうですね。わたくしったら、楽しみで……！」

　フィリーネが落ち着くようにとティーセットを用意して、ティアラローズは遅おそめの昼食を取る。午後からは髪の手入れをし、結婚式の流れを確認する。その後入浴して、すぐさま就しゆう寝しんだ。

　明日の朝は早くから準備が必要になるため、いつもよりかなり早く休まなければならない。

　そんな時、部屋の扉とびらにノックが響ひびく。

「誰かしら。お約束の予定はないはずよね？」

「ええ。確認してまいりますので、ティアラローズ様はそのままお待ちくださいませ」

　こくりと頷き、ティアラローズはフィリーネにまかせることにした。

　今日もまだまだ予定はたくさんあるのだが──ティアラローズは、嫌な予感がして扉を見た。

　──このパターン、前にもなかっただろうか。

　あれはいつだっただろうか。そうだ、たしか卒業パーティーの日だ。……と、そこまで思い返してこの記き憶おくは終了させることにした。

　ヒロインのアイシラが訪問してくるフラグなんて立ててはいけないのだ。しかし、こういった嫌な予感ほど当たるものもない。

　フィリーネが、「アイシラ様がいらっしゃいましたが……」と告げた。

　ああ、やっぱり……と、どこかで思ってしまう。結婚式の前日にヒロインがくるほど怖いことはないかもしれない。

　小さく深呼吸をしてから、ティアラローズはフィリーネに告げる。

「まぁ、アイシラ様が？　お通ししてちょだい」

「かしこまりました」

　すぐに許可を出すと、アイシラが侍じ女じよを伴ともなってやってきた。

　互たがいに礼をし、ティアラローズは席を勧すすめる。

「お忙いそがしいなか、すみません」

「いいえ。アイシラ様が訪ねて来てくださるなんて、とても嬉しいですわ」

　フィリーネが紅茶を用意する横で、二人は微笑みながら雑談をしていく。

　いったい何をしに来たのだろうか。ヒロインとして、ティアラローズの結婚を止めにきたのだろうか。

「ティアラローズ様。この度はご結婚、おめでとうございます。わたくし、どうしてもお祝いを言いたくて」

「まぁ……。ありがとうございます」

　アイシラは素す直なおに祝いの言葉を伝えるだけでなく、心の底から祝福しているような笑顔まで浮かべる。「長居は致しませんわ」と加えて、嬉しそうにしている。

　さすがのティアラローズも、これには眉をひそめる。

　上うわ辺べでは二人を祝福しているアイシラだが、心の中ではやはりアクアスティードのことが好きだと思っていたからだ。

　そんなアイシラを見て、ティアラローズは不思議に思うのだ。

　──本当に、アクア様のことが好きじゃなかったんだろうか？

　以前話をしたとき、婚こん姻いんに関しては父親にすべて任せている。と、アイシラは言った。自分は好いている男性もいないため、良りよう縁えんを組んでもらうのが一番いいのだと。

　ふいに、アイシラと目が合う。

「……わたくしが、アクアスティード殿下をお慕したいしているとお思いでしたか？」

「──！」

　アイシラが苦笑しながら、しかしはっきりとティアラローズに告げた。

　まさかそんなにはっきり言われるとは思っていなかったので、何か言おうとするも言葉が出なかった。

「わたくしは、恋というものがよくわかりません。結婚は、お父様がいい人を探してくださると思っていますから……」

「アイシラ様」

　──恋が、わからない？

　もしかして、ティアラローズが存在するせいではないだろうかと、考える。

　続編のヒロインであるアイシラは、攻略対象者と愛を育んでいくのだ。今回の場合は、間違いなくアクアスティードのルートだっただろう。

　けれど、ティアラローズがいたため愛を育んでいけなかったのだ。ティアラローズというイレギュラーな存在がなければ、きっとアイシラとアクアスティードが結ばれたのだ。

　海の妖精に愛されし、マリンフォレストの公こう爵しやく令れい嬢じよう。

　お似合い以外の言葉が、ティアラローズには見つからない。

　けれど、アクアスティードの寵ちよう愛あいを受けているのはティアラローズなのだ。

　こればかりは、アイシラに譲ゆずることは出来ない。

　ここで、ティアラローズがアイシラに謝罪するのは間違っている。けれど、どうしても自分の責任だと感じてしまうのだ。

「……アイシラ様、わたくしは」

「そこまでですっ！」

「──!?」

　ティアラローズがアイシラの名を呼んで、どうしたのだろうと首を傾かしげた瞬しゆん間かんに──制止する、第三者の声が室内に響く。




　声のした方を全員が一いつ斉せいに見やれば、そこには黒くろ髪かみを靡なびかせながらアカリが立っていた。

「アカリ様！」

「改めてご結婚おめでとうございます、ティアラ様。……初めまして、アイシラ様。私、アカリと申しますわ」

　突然のことに、アイシラの体が一瞬固まるが、すぐに笑顔を作る。

「……ご挨あい拶さつありがとうございます、アカリ様。わたくしは、アイシラ・パールラントですわ」

　アカリは窓辺に立っていた。

　ふわりとドレスが風に舞まって、圧倒的な存在感を見せつける。

　正面から来ては、間違いなく入室を断られるということを、アカリ自身しっかりと理解していたのだろう。

「続編のヒロイン……うん。ゲームと一緒ね！　ヒロインになれたのだから、もっと嬉しそうにしたらいいのに」

「アカリ様。アイシラ様に失礼な物言いはお止めくださいませ」

「あら、ごめんなさい。ご不快にさせてしまったかしら、申し訳ないわ」

「いいえ、わたくしは気にしていませんから」

　アクアスティードへ報告に行こうとするフィリーネと女官を制し、ティアラローズはため息をつく。アイシラが優しい令嬢でなければ、大変な騒さわぎになっていただろう。

　ティアラローズはこっそりアカリに耳打ちして、いきなり何をしにきたのかを問う。

「続編ヒロインっていう、ラッキーガールを見ようとおもったの。……人生はもっと楽しむべきよ。アイシラはヒロインなのに、それがまったく出来てない。まぁ、アクア様を取られるよりはいいけれど」

「アカリ様……」

　本当に乙女ゲームが大好きなんだ。と、ティアラローズはなかば呆れる。

　ここにアカリがいるのは、直前になって結婚式への参列が許されたからだろうか。それとも、彼女の独断でマリンフォレストへ来たのだろうか。

　くるりと回って、アカリはアイシラを見る。

　自分と同じヒロインが、どういう人間なのか見ているのだろうか。それとも、自分と同じような存在か確かめようとしているのか。

　けれど、ティアラローズの中ではすでに結論が出ている。

　アイシラは、転生者でも、転移者でもない。現代のスイーツに関して、以前女子トークをしても特に反応がなかった。転移者に関しては、どう見ても日本人の容姿ではない。

　ゆえに、アイシラはこの地に生きる普通の人間なのだ。

「お二人は、仲良しでいらっしゃるんですね」

「「え？」」

　アイシラの鈴すずが鳴るような声に、ティアラローズとアカリは同時に声を発する。他人から見ると、仲良しに見えるのだろうか。

　驚きつつも、アカリは「そうなんです！」と胸を張って言い切った。何を言っているのだろうとティアラローズが呆れていると、アカリはとんでもないことを言い出した。

「そう。私、アイシラ様が言う通りティアラ様の友人なんです。……だから、ティアラ様のことが心配で心配で」

「心配、ですか？」

　友人が心配だというアカリに、アイシラはいったい何があるのだろうと首を傾げる。

「ええ。アイシラ様は、いつもアクア様の傍にいらっしゃるじゃないですか。私の友人の旦那様に、あまり近づかないでくださいませ！」

「──！」

　ぴっと、アカリが人差し指をアイシラに突つきつける。

　暗に、人の恋人にすり寄ってんじゃねーよ！　と、言い放ったのだ。

　それに驚いたのは、もちろんアイシラだ。彼女は、本当にアクアスティードに恋れん愛あい感情を持ってはいないのだから。

　アカリの言いように、アイシラの胸が、ずきりと痛む。
















「……申し訳ございません、ティアラローズ様。やはりわたくしは、もっと配はい慮りよすべきでしたのね」

「お止めください、アイシラ様。そのようなこと、気にしないでくださいませ。……アカリ様も、そのようなことをおっしゃらないで」

　アイシラはまだ十四歳さいなのだ。

　それなのに、公爵家の令嬢として社交をしっかり行っているし、海の世話もしている。そんな彼女が、アクアスティードを兄のように慕っていたとしても仕方がない。

「ごめんなさい、ご不快な気分にさせてしまったわね……」

　ティアラローズの言葉を受けて、謝罪をしつつアカリは少し俯うつむいた。




　アカリはアイシラが日本人などではなくて、とても優しい少女だということもこの瞬間で理解することが出来た。

　──さすが、続編ゲームのヒロインね。

　とてもいい子で、可愛いアイシラ。けれど、アカリにはそれがとても怖かった。

　純じゆん粋すいな子ほど、何をするかわからないからだ。

『ラピスラズリの指輪』の続編であるこのゲーム。

　ティアラローズは知らないが、アカリはしっかりとプレイしているのだ。

　攻略対象者は、王太子であるアクアスティード、その従者であるエリオット、森の妖精王キース、ヒロインであるアイシラの屋敷に務める若く有能な執しつ事じ。その四人に加え、隠かくしルートのキャラクターとして空の妖精王がいる。

　けれど、今、アイシラがいるのは……。

　──間違いなく、アクアスティードのルートだ。

　アカリがそう確信したのは、アイシラが着ているドレスだ。特にイベントとしての意図があるわけではないが、背中に付いたリボンの色でどのルートなのかがわかるようになっている。

　アイシラの背中には、綺麗なダークブルーのリボン。間違いなく、それはアクアスティードの色だった。




「……ティアラローズ様、そろそろ、アクアスティード殿下がいらっしゃるお時間です」

「あ、そうね。最終確認を行わなければいけなかったわね」

　おずおずと申し出るフィリーネに、しかし内心助かったと思うティアラローズ。

　すぐにアイシラが長居してしまったことを謝り、侍女とともに出て行く。アカリは窓から帰るらしく、縁ふちに腰こし掛かけた。

「……アカリ様、今日はどうしてここに？　ハルトナイツ殿下もご一緒ですよね？」

「いいえ。私の独断で来たの」

　帰ろうとするアカリに声をかければ、アカリは首を振る。

　ハルトナイツとともに公務としてくるのであれば、別段問題はないと思っていた。けれど、アカリが一人で来るとは思っていなかった。

「どうして……？」

「べつに。私はただ、続編の結末を見に来ただけ」

「本当に、乙女ゲームが好きね」

　やれやれとティアラローズが思ったところで、アカリが窓から身を乗り出してそのまま搔かき消きえた。魔ま法ほうを使ったのだと思うのに、そう時間はかからなかった。







　すとんとアカリが着地した場所は、城から少し離はなれた宿屋の一室。どちらかというと値段が高めの宿は、部屋も十分に広く調度品もしっかりとしていた。

　その空間で、ぽつりと漏もれたのは……アカリの独り言だ。

「私、過去は気にしない。──でも、今はティアラ様が大好き。親友だって思ってる」




　──だから、アヒイロシイランに結婚式をめちゃくちゃにさせはしない。
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　今日という佳よき日ひは、いったい誰のためにあるのだろうか──。




　ティアラローズとアクアスティードの結婚式に向かう馬車の中、アイシラは昨日のことを思い返す。

　それはアカリに言われた『私の友人の旦那様に、あまり近づかないでくださいませ！』という言葉だ。

　──わたくしは、アクアスティード殿下のことをそのように思っていたのでしょうか。

　胸がつきんと、痛んだような気がした。

「アクアスティード殿下に恋愛感情なんて、わたくしは持っていないのに……」

　誰に言うわけでもなく、アイシラは言葉にする。

　そうしないと、いけないような衝しよう動どうにかられたのだ。胸の中に渦うず潮しおがあるような、そんな激しい感覚にアイシラは襲われた。

　好きだったわけではない、と。再度自分に言い聞かせるように呟いた。

「アクアスティード殿下は、とても優秀で、お強くて、落ち着いていて、気品があって、お優しくて、大人で……。毎日海に潜もぐっているようなわたくしとは、対照的な眩まぶしいお方だった」

　髪に付けた珊瑚の髪かみ飾かざりをしゃらんと揺ゆらし、アイシラは馬車内にあったクッションをぎゅっと抱きしめる。

　思い返すのは、厳しいアカリの言葉と、仲良くしてくれたティアラローズと、それから──アクアスティードのことだ。

「だって、わたくしはアクアスティード殿下に釣つり合あわないもの。好き、だなんて感情は図ずう々ずうしいわ。それに、結婚は家のためにするのだもの。だからわたくしは、婚こん約やくに関することはお父様にお願いしますと伝えてあるもの」

　──恋愛結婚なんて、考えていない。

　いつもはこんなことないのに、どうして今はこんなにも気持ちがぐらぐらしてしまうのだろうか。アイシラはぎゅっと拳こぶしを握りしめて、熱い胸の内を耐たえる。

「きっと、アカリ様があのようなことをおっしゃるから……」

　──きっと、ティアラローズ様に申し訳ないと思っているのだわ。

　だからこんなにも、胸が締しめ付つけられそうになるのだ。

　アイシラがアクアスティードへ向ける感情は、恋ではない。




　けれど、アイシラが結ぶリボンの色は今日もダークブルーだった──……。
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　マリンフォレストにある、大聖堂。

　屋根の部分に珊瑚と硝子ガラスで作られたステンドグラスが使われている。太陽の光も、月の光も、すべてをステンドグラスは受け入れて祝福の光へと変える。

　入り口の両サイドには妖精たちの像が設置されており、妖精の住む国ということを印象づけた。

　この国の新しん郎ろう新婦は、妖精に祝福されて結婚するという言い伝え。




　ティアラローズとアクアスティードの結婚式は、今まさに──厳おごそかに執り行われようとしているところだ。

　主役であるティアラローズは、ハニーピンクの髪を揺らしながらうるさい心臓を抑えつけるのに必死だった。

　それを落ち着かせるのは、もちろん侍女のフィリーネだ。

「……ああ、わたくし、本当に変ではない？」

「世界で一番お綺麗ですから、自信をお持ちください」

　純白のウエディングドレスに身を包み、どきどきと高鳴る胸。

　それにどっしりと構えて応えるフィリーネは、「お綺麗です」と何度も褒ほめ称たたえた。アクアスティードに嫁がせるのも勿もつ体たいないなと思うほどに。

　ティアラローズのウエディングドレスは、エンパイアラインの可愛らしいデザインだ。裾の部分にはレースをあしらい、まるで月の妖精のよう。

　森の妖精が贈おくってくれた花をドレスにまとわせ、ロングのレースは空の妖精が祝福をしてくれたためふわりと舞う。

　白い花で作られたブーケには、ダークブルーのリボンを巻いてある。

　そして耳には──アクアスティードとお揃いの、アカリに贈られたピアス。それに合わせたデザインのイヤリングも付け、髪はハーフアップに結われている。

「さぁ、入場の時間ですよ」

「……ええ」

　大聖堂の扉が、ゆっくりと開いていく。

　深く深呼吸し、一度瞳を閉じる。

　──わたくし、本当に結婚出来るのかって……怖かった。

　もし直前になって、アクア様がアイシラ様を選んだらどうしようと。ずっとずっと、考えてしまっていた。

　けれど、今はもうその心配もない。

　これから執り行われるのは、ティアラローズとアクアスティードの結婚式なのだから。

「……アクア様」

　ティアラローズの視線の先には、タキシードに身を包んだアクアスティードの姿。

　白を基調にしており、アクセントには黒に近いダークブルーの色が入っている。ティアラローズを見て、それは幸せそうにアクアスティードが微笑んだ。

　扉の先では、参列者がティアラローズたちを迎え入れる。

　静かに席へ着き、花嫁が入場してくるのを心待ちにしているのだ。入り口の一番近くに急いで陣じん取どったフィリーネは、すでに涙を流しながらティアラローズを見ていた。

　素す早ばやいなと笑いながらも、姉のように思っていたフィリーネに祝ってもらえるのは、とても嬉しかった。




　この大聖堂には、入場口が二つある。

　一つは、ティアラローズが入場した幸せの扉。

　もう一つは、同じタイミングでアクアスティードが入場してきた決意の扉。




　それぞれ歩んできた道をあらわす青いバージンロードは、部屋の中央で交差し一つの道となるように作られている。

　交わったバージンロードの先は、グラデーションがかかり白い絨じゆう毯たんになる。これからの人生を、二人の色に染めていくという願いが込められている。

　ティアラローズとアクアスティードは、お互たがいにゆっくりと中央へ向けて歩みを進める。




　幸せそうな二人を誰もが祝福する中──どこか泣きそうな顔をしている令嬢が一人。

　そう、アイシラだ。

「どうしてでしょうか。……胸が、とても痛みます」

　誰にも聞こえない小さな声が、アイシラの口から漏れる。じっと二人を見つめるオレンジ色の瞳はじわりとにじみ、ぽろりと大おお粒つぶの涙がこぼれた。

　自分はアクアスティードに恋をしていたわけではなかったのに。どうして、こんなにも胸が痛くなるのかと自分自身に問いかける。

　──わたくし、本当はアクアスティード殿下のことをお慕いしていたの？

　今までの想おもいは、尊敬というものではなかったのか。

　ずっとずっと、そうだと思っていたのに。どうしても、アカリに言われた言葉がアイシラのなかをぐるぐると渦うず巻まいて離さない。

「……っ、アクアスティード殿下」

　無意識に腰が浮いて、アイシラは一歩前へ踏ふみ出だそうとして──ぱしっと、その手を摑まれた。

「──っ！」

「そうはさせない」

　落ち着いた声とともに、アカリの手が立ち上がろうとしていたアイシラを制止した。

　驚きに目を見開き、しかし自分が何をしようとしていたかを悟さとりすぐ椅い子すに座り直す。幸い、少し腰が浮いただけでアイシラが立ち上がることはなかった。

「わたくし、何を……！」

　自分のしようとしていたことに気付き、アイシラはびくりと体を震えさせた。

　アカリがアイシラの手を摑んで止めていなければ、そのままふらりとバージンロードへ歩み出てしまっていただろう。

「アイシラ様……。やっぱり、アクア様が好きだったのね？」

「そんな、わたくしはっ！　まさか、そのようなこと。……でも、この胸の痛みが──恋だと、愛というものだと。そう、言うのですか？」

　どきどきどきと、アイシラの鼓こ動どうは早はや鐘がねよりも速く、高鳴っていく。

　今まで知り得ることのなかった恋というものを、すでに自分は持っていたというのだろうか。戸と惑まどいを見せるアイシラとは違い、アカリはいたって冷静だった。




　──やっぱり起こったわね、このイベント。

　可能性は低いと思っていたが、ゼロではなかった。加えて、昨日からアイシラがダークブルーのリボンを付けていたことも気になった。

　続編のゲームでは、攻略対象者がほかのキャラクターと結婚するというイベントが発生する。

　しかし、ヒロインはそこに乱入することが出来るのだ。条件は、結婚式にそのキャラクターをイメージした色のリボンを付けるということ。

　ティアラローズはイレギュラーな存在であるから、ゲームのイベントが起きるかどうかはわからなかった。けれど、もしもという可能性を考えて、アカリはあらゆる手段を用いてこの結婚式に参列したのだ。

「私は正直、結婚式に乱入っていうイベントが大好きです。だって、ときめくじゃないですか。花嫁のいる花はな婿むこが、自分を選んでくれるんですよ。──でも、私は」

「…………？」

　大聖堂の中に音楽が流れるタイミングで、アカリは口を開く。

　参列者は新郎新婦に釘くぎ付づけのため、アカリとアイシラのやりとりに気付く人はいない。

「それ以上に──幸せそうに笑っている親友の結婚式をぶちこわされるのは、許せない」

「奇き遇ぐうなことに、俺も同感だなぁ」

「……妖精王キース!?」

　くつくつと笑い、アカリとアイシラの前に転移して現れたキース。

　誰かに見られたかと周囲を見回すが、気にしている者はいないようでアカリはほっとする。それは人々の視線が途と切ぎれた瞬間に転移をするという神かみ業わざをキースがしたからなのだが、アカリが気付くことはない。

「アイシラといったか。あの二人に何かしようというのなら、俺はお前を許さない」

「……！　め、めっそうもございません。妖精王のお心のままに」

　ティアラローズが森の妖精王に気に入られているということは、アイシラはよく理解している。

　アクアスティードに愛され、キースにも気に入られているティアラローズ。もとより、アイシラが入はいり込こむような隙すき間まはなかったのだ。




　──わたくしでは、アクアスティード殿下の隣にいられないのですね。

　そう、自分の中で素直に思ったからだろうか。アイシラの瞳からは、とめどなく涙が溢あふれ出でた。けれど声はあげずに、ただただ、雨のように泣いた。







　──誰かの泣く、声？

　ふいに、ティアラローズの耳にアイシラの声が届いた。式の最中だというのに、いやにはっきりと聞こえたその音に……心臓が嫌な音を立てる。

　ティアラローズは、その声の主に気付きハッと目を見開く。アクアスティードの色を身に着けたアイシラだったから。

「…………」

　やっぱり、アイシラはアクアスティードのことが好きだったんだと……その涙を見てティアラローズは思う。けれど、だからといってアクアスティードを渡すわけにはいかない。

「アクア様……」

　ぽつりと、ティアラローズの口からアクアスティードの名前がこぼれる。

　すぐそれに気付いたのは、ティアラローズのことを見ていたアクアスティード本人だ。

　いったいどうしたのかと首を傾げ、周囲を見回して──その視線が、アイシラの位置で止まる。




　──あ、駄目。




　アクアスティードとアイシラの視線が、交わるその瞬間を……ティアラローズは見てしまった。

　とてつもなく嫌な予感に、背中を伝う冷たい汗あせ。

　気付いたときには、ウエディングドレスを着ていることも忘れて──駆かけ出だしていた。

「アクア様……アクアっ！」

「ティアラ!?」

　突とつ然ぜんの行動に驚きながらも、アクアスティードは走ってきたティアラローズを抱きしめる。

　本来であれば、バージンロードが交わるところで合流する予定だったけれど、いてもたってもいられなかったのだ。体が勝手に、動いていた。

「あっ！　申し訳ありません、わたくし……」

　アイシラにアクアスティードを取られてしまうと思った──とは、さすがに言えない。

　涙目になりながら俯くと、アクアスティードは何かを考えるように首を傾げながらティアラローズを見る。

　薔ば薇ら色いろに染まった頰をゆっくりとアクアスティードに撫なでられて、びくりと肩が揺れる。

「またしても、私がティアラを不安にさせてしまっていたんだね」

　ぐいと、アクアスティードはティアラローズを自身の下へ引き寄せて、横抱きにする。とたん会場内から歓かん喜きの悲鳴が起き、誰もが注目する。

　そしてゆっくりと、アクアスティードの足がバージンロードから外れる。

「え……？」

　てっきり、アクアスティードがティアラローズを抱いて進むのかと思っていたため、どよめきの声があがる。

　ティアラローズも、それはしかりだ。

「アクア様？」

　どこに……と言葉を続けようとして、すぐに口を噤つぐむ。

　アクアスティードの向かっている先が、アイシラの下だということにすぐ気づいたからだ。

　──どうして、アイシラ様のところに？

　自分たち二人は、今から幸せな結婚をするのではなかったのか。もしかしてアイシラを選ばれてしまうのではという不安が、体の中を駆かけ巡めぐる。

　──お願い、行かないで！

　必死にそう願うけれど、ティアラローズの祈りは届かない。無情にも、アクアスティードの足はアイシラの下へとたどり着く。

「……アクアスティード殿下」

「本日は参列してくれて、ありがとう」

　アイシラも、まさか自分のところにアクアスティードが来るとは思っていなかったのだろう。大粒の涙を流していた瞳はぱちりと瞬まばたきをして、今は驚きの色を見せている。

「いえ……おめでとうございます。アクアスティード殿下、ティアラローズ様」

「……」

　ティアラローズは何か言葉を発した方がいいかと考え、けれどすぐにそれをやめる。アクアスティードがどうしてこのような行動をとったのかが、わからないからだ。

　しかし、すぐにその答えが明らかになる。

「私はティアラローズだけが、大切なんだ」

「──ッ！」

　突然アクアスティードが発した言葉に、アイシラが息を吞のむ。

　わざわざそんなことを突つき付つけられるなんて、思ってもみなかった。すぐ近くにいたキースも予想していなかったようで、一瞬だけ目を見開いて、けれどすぐににやりと笑う。

「ごめんね、アイシラ嬢」

「…………いいえ。誰よりお幸せになってくださいね。──私はアクアスティード殿下のことを、お慕いしていました」

　すとんと、素直にアイシラから言葉が出た。

　それに一番驚いたのは、ティアラローズだ。アイシラがそのようなことを言うとは、思わなかったから。

「ですが、もうふっきれましたから」

　自分は大丈夫だというように、アイシラはゆっくりと首を振った。

　そして幸せになってくださいと、恋こい心ごころを教えてくれてありがとうと──誰にも聞こえないくらい、小さな声でつぶやいた。




　──まさか、アクア様がこんなことを言うなんて。

　ティアラローズにとっては、これ以上に嬉しい言葉はない。続編ゲームのヒロインをきっぱりとアクアスティードが振り、自分を選んだのだから。

　今度はアイシラではなく、ティアラローズの瞳から大粒の涙がこぼれ落ちた。

「泣かないで、ティアラ」

「そんな、泣いてなんて……」

　いません。そう言いたいのに、ぽろぽろとこぼれる涙を止めることが出来ない。

「まったく。泣いているティアラは可愛すぎて、食べてしまいたくなるから困る」

　くすりと笑い、最後は耳元でティアラローズにだけ聞こえるようにアクアスティードが囁ささやいた。

「……っ！」

「あ、止まったね」

　残念。そう言って、アクアスティードは微笑んでティアラローズに口づけた。







　アクアスティードに横抱きにされたまま、青から純白になったバージンロードを歩みきると、神父が祝福の言葉を唱える。

　ここからの結婚式は、日本のものと少し違う。

　ゲーム名にも入っているように、ここは『ラピスラズリの指輪』という乙女ゲーム。

　男性が指輪を用意して、それに誓いの魔法を込める。それが、この世界の結婚式。

　誓いの言葉なんて、いらないのだ。

　それよりも、もっともっと深い絆きずなを指輪へ込めるのだから。

「ティアラ……。私の魔ま力りよくすべてを込めた指輪だ。受け取ってくれるかい？」

「もちろんです、アクア様……」

　蜜みつのように甘いアクアスティードの笑顔と、言葉。

　そっと左手を差し出せば、そこにはめられる結婚指輪。

　綺麗なデザインのエタニティリングで、中央には薄うすいピンクの綺麗なダイヤモンドがはめられている。それを包み込むように、ダークブルーから薄い水色へグラデーションとなって宝石が並ぶ。

「これで、私のものだね──もう、離してあげない」

「……っ！」

　指輪をはめて、そのまま薬指に触れるぎりぎりをかすめるように唇で触れる。その幸せに、ティアラローズは頰を染める。

　指輪をもらったあと、女性側からの誓いは男性の額へ魔力を込めて口づけることだ。

　花婿が魔力のこもった指輪を渡し、花嫁は自分の存在を男性に刻むのだ。自分の魔力を注ぎ、生しよう涯がい隣にいますという誓い。

「わたくしも、離さないです……よ？」

「……ああ。そうして？」

「はい……」

　アクアスティードが跪ひざまずき、ティアラローズはその額へそっと口づけを落とす。

　触れるだけだけれど、魔力を含ふくんだキスは淡い光を放つ。少ない魔力しかなかったため、無事に成功したことにほっとしながらティアラローズは微笑む。

　指輪と魔力の誓い。

　この両方を行ったら、最後に甘い口づけを……。

「ティアラ……」

「……ん」

　ゆっくりとヴェールをあげて、アクアスティードがティアラローズへ優しく口づける。

　甘くついばむような口づけに、ティアラローズから吐と息いきがもれる。まるで離したくないというように、アクアスティードの舌が唇をなぞる。

　びくりと震えれば、くすりと笑って唇が離された。

「愛してる。一生大切にして、幸せにする」

「はい。わたくしも、愛しています……」

　二人が愛の言葉を交かわし、人々の拍手が降りそそぐその瞬間に──大きな光が、大聖堂を包み込んだ。

「……っ!?」

　突然のことに誰もが驚き、戸惑う。アクアスティードはすぐさまティアラローズの体を抱き寄せて、自分の背中へと隠す。

　しかし、すぐにこの光が自分たちを攻撃するためのものではないことに気付く。




　──まるで、星が降っているかのよう。

「次代の王と王妃よ。貴き殿でんたちの健すこやかなる幸せと、この国の平和を祝福しよう！」




「キース！」

「妖精王！」

　きらきらと輝かがやく光の原因は、キースの祝福だった。

　アクアスティードが妖精王と叫さけんだことにより、参列者たちがキースの存在を妖精王と認にん識しきする。

　ティアラローズは、森の妖精王に祝福されし妃となった。そして後に、キースの言葉通りこの国の王妃となるのだ。




「アクアスティード殿下、おめでとうございます！」

「ティアラローズ様、お幸せに!!」

「森の妖精王の祝福なんて、とてもめでたい」

「すごい、すごい！」

　途と端たん、参列者から盛大な拍手と祝いの言葉が飛とび交かった。

　皆みなが手に持っていた花びらをまいて、二人を祝福していく。

「花びらとは、いいな」

　キースがパチンと指をならせば、参列者が降らせたフラワーシャワーの花びらに光がまとわりつく。きらきらと光る花びらが大聖堂に躍おどり、祝福の光を灯ともした──。

「まったく。花をはべらすティアラが美しくて、欲しくなって困るな」

「そんなことを言うと、アクア様に怒おこられますよ？」

　幸せなティアラローズを見てキースがぼそり呟くと、アカリが駄目ですと笑った。

「……っ」

「また、泣いているのか？　ティアラ」

「……いやだ、わたくしったら。嬉しくて、幸せで、涙が止まらないみたいです」

　たくさんの人に祝福され、アクアスティードとの結婚が成なされた。

　ゲームのヒロインに勝ち、ティアラローズは幸せを手に入れたのだ。自分を抱きしめる彼を見て、ティアラローズは涙で溢あふれた瞳を微笑ませる。



















　これでもう、ゲームは終わり。

　正しよう真しん正しよう銘めい、ここからは現実の世界が始まるのだ。

　ゲームに振り回されるのは、これでおしまい──……。
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　結けつ婚こん式しきを終え、アクアスティードはいつになく落ち着かずにいた。

　ずっとずっと手に入れたいと思っていた愛いとしい人が、やっと自分のものになったのだ。これで落ち着いていられるほど、大人おとなではない。




　純白のドレスに身を包んだティアラローズは、それはもう可か愛わいくて、いっそどこかに閉とじ込こめてしまおうかと思ったほどだ。

　自室のソファへ沈しずみ込こむように腰こしかけ、ティアラローズが来るのを待つ。無意識に、壁かべにかかった絵画を見て、花か瓶びんに生けてある花の本数を数えてしまう。

「ティアラ、早く来て」

　ちらりと、テーブルの上に視線を走らせる。そこには、以前から作らせていたティアラローズへの贈おくり物ものが箱に入って置かれている。

　珊さん瑚ごと真しん珠じゆをあしらった、以前アイシラに相談していた髪飾りだ。デザインをアクアスティードが自分で考え、世界で一番ティアラローズに似合うものを作らせた。

　完成までに時間はかかってしまったけれど、この国一の職人が作ったのだから、一級品だ。

　思わず顔がにやけると、コンコンとノックされた。すぐに入室を促うながすと、ティアラローズが入って来た。

「アクア様、お待たせしてしまってすみません」

「大だい丈じよう夫ぶ。おいで」

　扉とびらまで行き、ティアラローズを優やさしくエスコートしソファへと座らせる。柔やわらかいそれに体が沈み込んでしまい、慌あわてて姿勢を正そうとするティアラローズが可愛い。

　──どれだけ私を夢中にすれば気が済むのか。

　くすくす笑いながら、そのまま沈み込んでいていいと肩かたを押おす。疲つかれていることもあるのか、ティアラローズはソファに沈みつつも恥はずかしそうに微笑ほほえんだ。

「疲れただろう？　結婚式は、来らい賓ひんも多いからね」

「いえ……。たくさんの方に祝福していただいて、嬉うれしかったです。森の妖よう精せい王おうにも祝福してもらえるとは、思っていませんでしたが」

　キースが最後に、森の妖精王として祝福を授さずけてくれたことを思い返す。よほどティアラローズのことが気に入っている様子で、アクアスティードとしては気に入らなくもあるのだが……。

　純じゆん粋すいに、妖精の王であるキースの祝福はありがたいものだ。

「嬉しいけどね、確かに。私としてはティアラローズを取られたみたいで嫌いやだけど」

「アクア様……」

　ぎゅっとティアラローズを抱だきしめて、キースには渡わたさないというように腕うでへと閉じ込めた。

「ティアラにプレゼントがあるんだ」

　アクアスティードの言葉を聞き、ティアラローズはテーブルの上に可愛らしい包みがあることに気付く。

　ティアラローズを離はなしたくないので、風の魔ま法ほうを使ってその包みを自分の手中に収める。開けてみてと、ティアラローズへ渡す。

「気に入ってもらえると嬉しいんだけど」

「これ……」

　包みを丁てい寧ねいにはがすと、出てきたのは可愛らしい髪飾りだ。細工がなされた木の小箱から覗のぞくのは、深いダークブルー。

「アクア様の、色……」

　手に取り、ティアラローズは嬉しそうに目を細める。

　輝かがやく真珠に、珊瑚。白いレースと共に添そえられているのは、ダークブルーの長いリボン。髪に絡からめるように巻くと、髪飾りを付けたときに肩より下までリボンがくる。

　とても可愛らしくて、それと同時にアクアスティードがティアラローズは自分のものだと主張するかのようなデザインだった。

「とても嬉しいです、アクア様。可愛い」

「よかった」

　大切そうに髪飾りを持つティアラローズを見て、アクアスティードは安あん堵どする。もし好みではないデザインを贈おくってしまったらと、不安だったのだ。

　もちろん、ティアラローズの好む装そう飾しよく品ひんをリサーチしたうえでデザインしているけれど。

「付けてもいいですか？」

「もちろん。かしてごらん」

　アクアスティードが髪飾りを手に取り、ティアラローズに付ける。サイドに付けると、前からでも自分の色が見えてとてもそそられる。

「うん、似合ってる」

「ありがとうございます、アクア様……いえ、その、アクア」

「よく出来ました」

　照れるティアラローズを優しく撫なでて、額に口づける。ふわふわの髪が、アクアスティードの頰ほおに触ふれて少し感じるくすぐったさ。

「……ティアラは、心地ここちいいね」

「え？」

「こうやってずっと触れていても、飽あきない」

　頰にすり寄るようにして、顔中にキスを降らせる。ティアラローズは恥ずかしそうにするけれど、どこか嬉しそうに笑う。

「わたくしだって、飽きませんよ？」

「なら、似にた者もの夫ふう婦ふだね」

　くすりと笑って、今度は唇くちびるへとキスをする。

　キスの合間に、アクアスティードは「そういえば」と、ティアラローズに問いかける。

「？」

「アカリ嬢じようと、随ずい分ぶん親しそうだったね？」

「あ……」

　アクアスティードとティアラローズの耳には、アカリから贈られたピアスがはめられている。

　ティアラローズがマリンフォレストへ行くときにもらった手紙がきっかけだったことは、なんとなくアクアスティードもわかってはいる。

　けれどこんなにも親しそうにするのが、不思議だったのだ。

　ティアラローズは以前、アカリに攻撃されて傷付けられたことがあったから。

「アカリ様は、その……マリンフォレストへ行くわたくしに、頑がん張ばれとエールを贈ってくださったんです」

「エールを？」

　反はん芻すうすると、ティアラローズは小さく頷うなずいた。

　言葉を続けていいのか、迷っているのだろう。ティアラローズは困ったように眉まゆ毛げを下げて、なんと言うべきか考えているようだった。

　けれど、アクアスティードだって引き下がる気はない。

　頰を両手で包んで、名前を呼ぶと……観念したように、口を開く。

「その、アクアは……とてもモテるから、負けるなと……アカリ様が」

「…………」

　ティアラローズの言葉に、予想していなかったことを言われ一いつ瞬しゆんフリーズする。

　まさか女性同士でそんな会話をしているなんて、思ってもいなかった。そもそも、ほかの女性が付け入る隙すきもないくらい、ティアラローズを愛しているのに──いや。

　──そういえば、寂さびしい思いをさせてしまった。

「すまなかった、ティアラ」

「あ、いえ、その……わたくしが勝手に寂しがっていただけです。アクアはいつも一緒にいてくださいますし、もう寂しくはないです」

　ぎゅっと、ティアラローズがアクアスティードに抱だき着ついた。下から見上げてくる姿勢がとても可愛いと、何度自分は可愛いを脳内で繰くり返かえせばいいのだろうかと苦く笑しようする。

「もう、寂しい想おもいをさせはしないさ」

「はい」

　二人で見つめ合い、微笑む。

　どちらからともなくもう一度唇が重なりあって、これからの未来に想いを馳はせた──。
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　こんにちは、ぷにです。この度は『悪あく役やく令れい嬢じようは隣りん国ごくの王おう太たい子しに溺でき愛あいされる　２』をお手に取っていただき、ありがとうございます。

　無事に二巻をお届けすることができ、とても嬉うれしいです。一巻からお付き合いしてくださった方、ありがとうございます！

　あっという間に新年がきて、もう二月。毎日寒い日が続いていますが、皆さんは元気にお過ごしでしょうか？

　作業部屋に暖だん房ぼうがないので、私は現在寒くて震ふるえています（笑）。ちょっとした暖房器具はあるのですが、なかなか温まらず。眠くならないから、これはこれでいいのかな？　と、割と楽観していたりします。

　早く春がきたらいいなと思いつつ、でも、夏は暑いからちょっと待って！（今度はクーラーが）というこの気持ち……。




　今回の二巻は、場所をラピスラズリからアクアスティードの国マリンフォレストへと移動しました。

　妖精の新キャラも出てきましたので、前回よりは賑にぎやかな巻になったのではないかなと思っています。キースが好きです！　というお声を多くいただいていたので、少しでも楽しんでいただけたら嬉しいです。

　今回はキースばかりでしたが、今後はほかの妖精王やマリンフォレストのことをもっと深く書いていくことが出来たらいいなと思っております。




　一巻で婚約し、二巻で結婚したので、なんて順調な二人なんだろうと作者は笑いつつ、溺愛ストーリーなので幸せいっぱいの内容にと考えていました。

　とはいえ、じれじれやちょっとしたすれ違いも好きなので、それもストーリーに織り込みつつ甘めに仕上がって……いましたでしょうか？

　今回の二巻で乙女おとめゲームのストーリーは終わってしまっているので、ティアラローズにはアクアスティードのことをしっかり見て、ゲームに振り回されずどっしりすごしてもらいたいと思っています。

　とはいえ、続編ゲームのヒロインであるアイシラにはアクアスティードを取られてしまうかも……と、びくびくしていますが。

　それが不安にならないくらい、アクアスティードには頑がん張ばって溺愛してほしいと作者的には切に思っていたりするのです。愛され甘やかされてという部分は、やっぱりどこか憧れがあって、読んでいるとほっこりするのではないかなと思うからです。

　冬の寒さに負けないくらい、甘さで頑張りたいと思います！




　スペースをいただき、少しだけお知らせを。

　今月、二月二十八日に『ガラスの靴くつは、ネズミがくわえて持ち去りました。』（フェアリーキス）を出させていただきます。

　王子様とのハッピーエンド！　ではない、シンデレラのお話です。甘めの溺愛ストーリーになっていますので、どうぞよろしくお願いいたします！

　最近は溺愛ばかりを書いている私です。……大好きです。




　最後に、皆様に謝辞を。

　この本をお手に取ってくださった方、本当にありがとうございます。無事に二巻をお届け出来たことが、とても嬉しいです。

　そして、前回に引き続き担当してくださった編集のＵ様。今回もたくさんのアドバイスをいただき、よりよいものにすることが出来ました。ありがとうございます。

　今まで以上に、読者の方に悪役令嬢を楽しんでいただくことが出来るものになったのではないかなと思っています。

　イラストを担当してくださった成なる瀬せあけの先生。変わらず素敵なイラストをいただいて、私はいつもドキドキしておりました……！

　イラストがついて初めて、自分の話に本当の世界が出来るといつも思っております。私一人では作ることのないこの場所を、これからも大切にしていきたいです。

　また、本作に関わってくださったすべての方に感謝を。素敵に仕上げていただき、ありがとうございます。




　それではまた、皆さまにお会いできることを願って。
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　ティアラローズは朝からとても機き嫌げんがよく、何を着て出かけようかとそわそわしながら準備をしていた。

　侍じ女じよのフィリーネが何着かドレスを選び、二人でああでもない、こうでもないと話が弾はずむ。




　今日は、アクアスティードが一日休みだというので──二人で、街へデートに行く約束をしたのだ。いつも一いつ緒しよにいるが、デートというかたちで街に出かけることは初めてだった。

「フィリーネ、青いリボンを付けたいの！」

「はい、かしこまりました」

　アクアスティードの髪かみ色いろである、ダークブルーのリボン。こればかりは、ティアラローズも譲ゆずれない。

　このゲーム、『ラピスラズリの指輪』では、攻こう略りやく対象のカラーアイテムが重要なのだ。

　続編でもそれが適用されているかどうかは知らないが、ないよりは付けた方がいいだろう。

　──相手のカラーアイテムを付けると、好感度が上がってイベントが起きるのよね。

　ただ、ゲームの中ではそう簡単にカラーアイテムを手に入れることが出来ない。しかし、現実である今であればダークブルーの品物は手に入れ放題だ。

　フィリーネが選んだ服は、ダークブルーのリボンが際きわ立だつ白のワンピースだった。

「さ、さすがにこれはろこつじゃないかしら……」

　恥はずかしいと、そうフィリーネに訴うつたえるが笑え顔がおで却きやつ下かされる。

「いいえ、アクアスティード殿でん下かはきっとお喜びになられます！　自信を持って甘あまえればいいのですわ」

「うぅ……」

　世界で一番可か愛わいいですと、フィリーネがティアラローズを褒ほめ称たたえる。その時、丁度アクアスティードが迎むかえにやって来た。

「可愛い」

　開口一番に褒めるアクアスティードを見て、フィリーネはやはり！　と、大きく頷うなずいた。

「ありがとうございます」

　いつもよりラフな黒いジャケットのアクアスティードは、淡あわいピンクのシャツを着用していた。ティアラローズは驚おどろき、そのピンクに釘くぎ付づけになる。

　ハニーピンクは、ティアラローズの色だ。

　──だって、もしそうなら……嬉うれしすぎる。

　デートイベントに、攻略対象者の色のアイテムを。そうすればイベントが起きて、親密度が上がりラブラブになれる。

　それがマックスになると、攻略対象者がヒロインのカラーアイテムを付けてくれるのだ。この場合、続編であればアイシラの色……水色だろうか。

　でも。

　今は、ティアラローズの色を纏まとってくれている。

「アクア様……っ！」

「ん？」

　おそらく、その色のシャツを選んだのは無意識なのだろうとティアラローズは思う。それでも嬉しいことに変わりはないので、楽しみですと告げて微笑ほほえんだ。







　マリンフォレストの街は、活気にあふれている。

　妖よう精せいの恵めぐみにより、土も、空も、海も、すべてが恵まれているから市場も賑にぎやかだ。街行く人は笑顔が絶えず、子供たちが遊びまわる声が耳に届く。

　忙せわしなく働く人もいるけれど、その顔はとても満足そうだった。

　──いい国だなぁ。

　暮らす人を見れば、その国が良いいか悪いかは一目でわかる。アクアスティードと国王が頑がん張ばってこの国を支えているからこその、笑顔だろう。




　隣となりを歩くアクアスティードに目をやると、ティアラローズと同じように街を見み渡わたしていた。

「活気があって、楽しいですね」

「ああ」

　露ろ店てんを見ながら、二人は市場を歩いていく。

　王城にいると、いつでも欲ほしいものが最上級の品質で手に入る。しかし、こうして街へ出て自分で買い物をするというのも大好きだ。

　いろいろな物に目移りさせながら歩いていると、アクアスティードがティアラローズの手を取った。

「！」

「はぐれないように、ね？」

「は、はい……っ」

　指が絡からめられたそれは、恋こい人びと繫つなぎだ。

　──最初の、イベントだ。

　相手のカラーを付けると、恋人繫ぎのイベントが発生するのだが──これがイベントであるのかどうかの判断がつかなかった。

　アクアスティードはイベントの有う無むにかかわらず、普ふ通つうに手を繫いできそうだからだ。

　もしかしたら、ダークブルーのリボンでなくても手を繫いでくれたかもしれない。そんな考えがティアラローズの頭をよぎる。

　どうしたのという問いかけに、嬉しいのだと素す直なおに告げた。

「ティアラは、またそんな可愛いことを言う」

　苦く笑しようするアクアスティードだが、その口元は緩ゆるんでいる。




　売っているアイスキャンディを見て、アクアスティードに一緒に食べようとベンチへ誘さそわれる。

　何味がいいか問われ、反射的に苺いちごと答えると笑顔で頷かれた。

　ワゴンで売られているのを見て、ティアラローズは驚いて目を見開く。

　──すごい、これもイベントにあった……！

　二回目のデートでは、アイスを食べるイベントが発生するのだ。ゲーム通りの展開が少し怖こわいけれど、一度のデートでイベントは二回も起きたりしない。

　やはり偶ぐう然ぜんだろうとティアラローズは肩かたの力を抜ぬく。

「はい、どうぞ」

「ありがとうございます、アクア様」

　アイスキャンディを受けとり、二人でベンチに腰こしかけて食べる。ひんやりと冷たいものを食べているはずなのに、ティアラローズの心はいつになくぽかぽかと温かい。

「一口ちょうだい？」

「あ……」

　にやりと笑うアクアスティードが、ティアラローズのアイスキャンディを齧かじる。「甘い」と笑い、今度はティアラローズの口元にアクアスティードのアイスキャンディが近づけられる。

　青色の、サイダー味のアイスキャンディだった。

　──え、なにこれ恥ずかしい……！

　アクアスティードが食べていたアイスキャンディを、自分が食べるということだ。間接キスじゃないかと、瞬しゆん時じに耳まで赤くなる。

　何度もキスをしているのだから今さらと思うかもしれないけれど、あれはあれでこれはこれなのだ。

「ほら、ティアラ？」

「うぅっ……」

　とても楽しそうな笑顔のアクアスティードに、少し後ずさるが──ベンチの端はしに行ってしまい逃にげ場ばがない。

　観念して口を開くと、甘いサイダーの味が広がった。

「美お味いしい？」

　アクアスティードの問いかけにこくりと頷くと、よかったと頭を撫なでられる。

　──なんだか、アクア様大だい胆たん。

　いつも大胆ではあるけれど、ここは王城ではないから誰だれの目も気にしなくていい。従者もいないし、ティアラローズの侍女もいない。

　正しよう真しん正しよう銘めいの二人きり、だ。

「……あ」

「ん？」

「いえ、その……デートなんだなぁと、改めて実感してしまいました」

　恥ずかしくなって俯うつむくけれど、顔に集まってしまった熱は当分引くことはないだろう。




　二人はしばらくベンチで休んでから、再びデートを楽しんだのだった。
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最近こたつを出してしまったので、抜け出せなくて大変困っております。

たぶん一番こたつを好きになるのはキース。




ファンタジーや恋愛のお話を書いています。

Twitter:@punichan_061

http://p-punichan.tumblr.com/
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また二人を描かせていただけてとても嬉しいです！

ありがとうございました！
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